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　黒髪が揺れていた。

　鉛色の雲に覆われた空。コーヒー色の水みず溜たまりができたグランド。辺りに漂う火薬の香り。そして、地面から立ち昇る白煙の中に浮かぶ、一人の女の子の背姿。

　腰ほどまである長い髪。スラッとした体たい躯く。悠ゆう然ぜんと立つその手には、ロケットランチャーが握られている。足元には無む造ぞう作さに転がったライフル。

　そんな彼女を、オレは濡ぬれた地面に尻をついたまま、呆ぼう然ぜんと見つめている。

　ザッ──。

　髪が大きく揺れ、女の子が振り返る。切れ長の目に、筋の通った鼻、キュッと閉じられた唇。作り物のように整った美人。







「──新しん藤どう」

　女の子がオレの名前を呼ぶ。

「新藤──、お前は最近、キスをしたか？」

「へっ？」
















　　　　　１章　《剣とライフルとキスと》







　どうなってんだ？



　穏やかな太陽光の降り注ぐ昼下がり、オレは満開の桜の木の陰に──身を潜ませている。

　生暖かい風が頬ほおを撫なでる。桜が揺れて花か弁べんがハラハラと舞う。四月二日。辺りは春まっさかりといった感じなのに、オレは冬のサシガメムシのように桜の幹の陰に隠れている。

　どっかで進む道を誤っただろうか……いや、比喩的意味ではなく……。

　再び桜の幹から顔を半分だけ出す。目に映るのは屋根まである立派な門と、左右にどこまでも延びる背の高いコンクリートの壁。門の傍かたわらに設置されたピカピカの青銅製の看板には『学園エピタフ』と彫られてあった。

　いや、あそこで間違いない。指定された新幹線の駅で降り、指定されたバスに乗って、指定されたバス停で降りて、指定された坂道を歩いてここまできた。学校の名前も同じだし、あそこが今日からオレが通う学校のはずだ。

　──と、それなりに自信はあるんだが、オレは門の近くの街路樹に隠れたまま、学校に足を踏みいれられないでいる。

　いや、だってさ。どう見てもおかしいんだ。なんで……。なんで、女しかいない？

　さっきから校門前の道を歩いているのは、リボンのついた真っ白なブラウスにダークグレイのプリーツスカートという女子の制服の生徒ばかり。女の子ばかりが次々と校門に吸いこまれていっている。その光景はどう見ても女子校の体。場違いなところに来たんじゃないかと、不安になる。

　特殊な学校とは知っていたが、男女比まで特殊なのか？　それとも、同じ学校内で男子校と女子校に分かれていたりするのだろうか？

　どうするか……。入学式の集合時間まであと三十分しかない。いつまでもここでストーカーまがいの行こう為いを続けているわけにはいかないし、ここは勇気を出して、校門のところに立っている学園の守衛さんらしき男性に訊きいてみるべきだろう。オレが中に入ってよいかどうかを。

　覚悟を決めて桜の陰から出ていこうとしていた、その時、

「マイブラザ──────────────────────────────!!」

　暑苦しい声が後ろから飛んだ。

「ブラザー？」

　振り返ると同い歳どしくらいの男子が立っていた。胸ポケットに刺し繍しゆうの入った白シャツにダークグレイのズボンという、オレと同じ制服姿。長身で、筋肉質な体たい躯くで、短い茶髪、なぜか日焼けした顔。なんとなく全体的に暑苦しい外観。無む論ろん、面識はない……。

　怪け訝げんな表情を浮かべていると、

「よお兄弟！」

　なぜか言い直してきた。

「お前のような兄弟を持った覚えはないが」

「じゃあ、同志か？」

「同志になった記憶もないぞ」

「だったら、今日から同志だ！」

　ハイテンション気味で言って、真っ白い歯をキランと光らせる。

　やばいな。ただでさえ混乱した状況だというのに、妙なヤツに絡まれてしまった。というか、こいつは一体何者なんだ？

「同志、お前も今日からこの学校に通うんだろう？」

「そうだけど……」

「オレもだ」

「えっ？」

　いたのか。オレ以外にも男。

「ってか、本当に？　本当にエピタフの新入生？」

「イエス」

「今日が入学式？」

「うむ」

「……」

　なんかホッとしたのと同時に、ガックリときた。こんなヤツも入れるんだ、この学校。

「内うち田だ幸こう平へいだ。よろしくな」

「……新しん藤どう一いち路ろ」

　差し出された手を一応、握り返す。

「ところで同志新藤はなんで、こんなところで佇たたずんでいた？」

　手を放すと内田はキランと目を光らせた。

「ああ、それは」

「いや、答えなくても分かっているんだ。つまり、あれだろ。ここからＪＫたちを眺めていたんだろう？　舐なめまわすように観察していたわけだ」

「いや、そういうわけじゃない。つ──か、舐めまわすってお前っ」

「何を隠そうオレもそうなんだよ。同志よ！」

　こっちの話、聞いちゃいねえ。

「ピカピカの制服、リボン、黒いソックス、揺れるスカート、そこから延びるカモシカのような足！　しかも、美人揃ぞろいときている。ここからの眺めは最高だよな。何時間見ても見飽きないよな？」

「同意求めんな。オレは女の子を眺めていたわけじゃないと言ってるだろ？」

「まあ、それはいいじゃないか、フフ。それよりも新しん藤どう、あの女の子ばかりが登校していく光景を見てなにか感じることはないか？　むしろ学校がなにかに見えてこないか？」

　遠い眼めをしてそんなことを言った。

「なにかって……、巨大な女性専用車両か？」

「フッ、同志は詩人だな……。オレは違う。オレには、ハーレムに見えるのだ」

「はっ？」

「何を隠そう、オレは幼少の頃からいつか自分のハーレムを作りたいという野望を持っていた」

　なに言い出すんだ、コイツ。

「そういう野望はいつまでも胸に収めておけよ。なんで会って間もないオレに話す？」

「それは、野望の実現にはどうしても同志の協力が必要だからだ！」

　内うち田だは声を荒らげた。

「協力？」

「……オレは朝からここにいるが、男はオレ以外にお前だけだった」

「マジでオレ一人？　つーか、お前、朝からここにいたの？」

「他の学年にはいるかもしれんが、いても片手で数える程度だ。しかも学園内は全寮制で外界とは遮断された閉鎖空間。分かるだろう？　つまり、あそこはオレの野望実現にとって絶好の場所、そういうことなんだよ」

「はあ……で？」

「だが、男がオレ一人というわけではない。少数とは言え男がいれば、どうしても競合する。特に同志はオレと同じ学年だから、競争相手になりやすいだろう」

「……だから？」

「はっきり言う！　オレのハーレム作りを手伝ってくれっ！　共に輝かしいハーレム建設の一歩を踏み出そうじゃないか、同志！」

「お断りだ！」

　肩を組もうとする内田の手を振り払った。

「な、なぜだ？　さてはお前も専用のハーレム作りたいんだな。よかろう、協力すればハーレムの別館くらいならわけてやってもいい」

「別館いらんわ！　つーか、ハーレムとかそういうの興味ないから」

「はあっ、興味ない？　興味ないだと？？？」

　内田は衝しよう撃げきを受けた表情でオレを見る。

「だ、だったらどうして、こんな学校に入学した？」

「なんでって……。お前だってハーレムを作りたくて、学校を選んだわけじゃないだろ？」

「そうだが？」

「そうなのかああ!?」

「テッセラクト視覚保有者サイト・ホルダーは、女の子の方が圧倒的に多いって話だったからな。だから進学することにしたんだ。計画通り、ニヤッ」

「そ、そんな理由で“〝エピタフ”〟に進学するのを決めるヤツがいるのか……」

　思わず頭を抱えてしまった。

「それで、新しん藤どうはなんでこの学校への進学を決めたんだ？」

「いや、オレは……」

　学園エピタフ──。その奇妙な名前の学校の存在をオレが初めて知ったのは、去年の師走、中学校で行われた進路面談でのことだ。担任の教師からいきなり紹介された。

　開校されたばかりの新設校。ピカピカの最新設備完備のしかも全寮制でしかも授業料はタダ。成績は中の上と上の下をいったり来たり。特に行きたい高校もなく、両親は海外勤務中という環境のオレにとっては悪くない条件。だが、それ以上に魅力的だったのは、学園が設立された目的だ。

〈テッセラクト視覚サイトおよび保有者の研究・開発〉

　二十一世紀になって人間の持つ七つ目の感覚として発見された“〝テッセラクト視覚”〟。日本では第七感や霊感のような物、と認識され、ようやく数年前から研究され始めている。エピタフは、そのテッセラクト視覚研究のために設立された日本初の学校だ。

　どうもオレは小学校の健康診断で秘ひそかに行われたテストで、テッセラクト視覚の点がよかったらしい。そこでエピタフから直々に、中学校へ推薦入学の案内書が届いたという。

　そして、オレはその場で進学を決めた。親に連絡したら、いいんじゃない？　みたいな適当な反応だったから、話はとんとん拍子に進み、入試も、面接もないまま、本日、入学式の日に至っている。

「……なんつーか、オレは、自分が持っているかもしれない未知の能力を伸ばしてくれるっていうからさ。どんなことができるのか知りたくて入学を決めたが……」

　たぶんだが、ほとんどの新入生たちだってそうだと思う。

「……し、新藤……」

　内うち田だは眉み間けんに皴しわを寄せて、心配そうにオレの顔を見てきた。

「なに？　な、なんでそんな顔でオレを見る？」

「そ、その……もしかして、あれか？　お前、アレか…………？　厨ちゆう二に病びようなのか？」

「なんでそうなるっ!!」

「アー・ユー・チュウニ・シックネス？」

「いや、英語で言いなおされてもっ！」

「だって、高校生にもなって未知の能力がどうとか普通、思わないだろ？」

「未知の能力を開花させる学校なんだから仕方ないだろ！　お前の進学理由の方がよっぽど普通じゃないわっ！」

「はいはい、分かった分かった。じゃあ。お前はこの学校でせいぜい邪気眼を磨くがいい。おれはその間、ハーレム作りに勤いそしむからな。せいぜい頑張れ、邪気眼」

「人の能力を勝手に決めて変な渾あだ名なをつけんな！」

　なんなんだ。よりにもよって、希少な同性の同級生がこんなヤツとは……。オレが自分の不運を呪のろいながらため息をついていると、

「あ───、内うち田だくんったら！　こんなところにいたの!?」

　校門の前にいた女の子が内田の方を指差して、こっちに走ってきた。エピタフの制服姿。ショートカットの元気のよさそうな、ちょっと可愛かわいい女の子だ。

「さっきから探してたんだよお！　早くいかないと、入学式に遅れちゃうって！」

　軽く剣けん幕まく気味で内田の腕を掴つかむと、強引に引っ張っていこうとする。

　その足がピタッと止とまった。

「って、えっ？」

　オレの存在に気がつき、目を瞬まばたきさせた。

「いいところにきたな紅葉もみじ。こいつはオレの同志の新しん藤どう。オレたちと同じ新入生だ。今日より、オレのハーレム計画を手伝ってくれることになった」

「手伝わない。無む論ろん、同志でもない」

「じゃあ、舎弟か？」

「邪気眼でぬっ殺すぞ？」

「というか、内田くんの他にも男子がいたの？？」

　女の子は狼ろう狽ばいした様子で、内田の腕を放した。

「この女は斉さい藤とう紅葉。同じ中学校に通っていた。委員長タイプで眼鏡を外したら可愛らしい。オレのハーレムの序列第一号。まあ、言ってみればオレの正室みたいなもんだな、って、ぐおっ！」

　急に内田が背中をくの字に曲げてしゃがみこむ。斉藤さんが強烈なボディブローを内田の腹に撃ちこんだのだ。つーか、今のパンチ、素人の動きじゃなかったけど。

「え、えっと……」

　斉藤さんはボディブローの反動でオレの方を向くと、照れくさそうな表情を浮かべた。

「内田くんの言ったことは忘れてね。名前と同じ中学校という以外は、全部嘘うそだから」

「それはなんとなく分かるけど」

「それで、えっと……」

　斉藤さんは上目遣いでオレを見た。

「……本当に女の子じゃないよね？」

「おう。それが証拠に男子制服を着ている」

「最近は男装女子もいるから」

「男装女子違う。名前も新藤一いち路ろって男の名前だから」

「私は、斉藤紅葉です。よろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げる。なんか仕草が女の子っぽくて可愛い。

「ってか、同じ中学校から二人もエピタフに入学するのって凄すごいな。生徒は全国から集められているっていう話なのに」

「そうなの？　よく分かんないけど」

「出身はどこ？　オレは東京のはずれなんだけど」

「ぐおおおおおおおお、茨いばら城きは守もり谷やだああ───────」

　雄たけびを上げながら、しゃがんでいた内うち田だが復活した。

「さっきのは強烈だったぞ紅葉もみじ！」

「内田くんが変なことを言うからでしょ！」

「お前なんぞ、オレのハーレムに入れてやらないからな！　後で泣きべそかくなよ！」

「頼まれてもお断りだって」

　よく分からんが、二人はなんだか腐れ縁的な関係らしい。

「うわっ！　内田くんがアホなことを言ってたせいで、入学式まで本当に時間ないよお！」

　斉さい藤とうさんが腕時計を見ながら悲鳴を上げた。確かに校門を通る生徒の数も、さっきより明らかに減ってきている。

「じゃあ、そろそろ行くか新しん藤どう。もう十分に女子たちの物色ができただろ？」

「えっ？　新藤くんも女の子を見ていたんですか？」

「違うって！　ちょっ、斉藤さん、なんで後ずさってんの！」

　結構マジで言うと、斉藤さんが片かた笑え窪くぼを浮かべてハハハと笑った。



「入学おめでとうございます」

　校門の守衛さんは、入学証明書を見せたらあっさり通してくれた。内田も同様。さっきまでビビッていたオレはなんだったんだろう、という感じだ。

　屋根のある立派な門をくぐって学園の敷地内に入っていく。

　次の瞬間、

「すげえ……」

　横にいた内田が呟つぶやいた。

　オレも同感。目の前に広がる光景に圧倒された。学校をグルリと囲む背の高い壁のせいで外からは見えなかったが、一歩足を踏み入れると別世界だった。どこまでも広がる、森を切り開いて造成された芝生の丘きゆう陵りよう地ち。緩やかな丘の上には近代的な建物がポツポツと無数に建っていて、それを結ぶように煉れん瓦が畳だたみの道が延びている。道の周囲には満開の桜並木や花か壇だんが作られ、学校のキャンパスというよりはまるでテーマパークのようだ。

　校門をくぐった他の生徒たちも、一様に足を止とめて目の前の光景を眺めている。

「こんな学校に三年間通うんですね」

　斉藤さんも言葉を失っていた。

「すげえ、すげえ。可愛かわいい子ばっかりだ！　めんこい、めんこいのお！」

　内田が煉瓦の道を歩いていく女の子たちに目を向けながら言う。

「この圧倒的な学校内のヴィジュアルを前にして、お前の関心事項はそこ？」

「他にあるのか？」

　さも当然のように言われる。こいつ、とんでもない大物か大バカのどっちかだ。

「新入生のみなさんは、こちらの道を登っていってください」

　女性の職員さんの誘導に従って、ゆったりとした坂道を歩いていく。道の両側には満開の桜の街路樹が、どこまでも延びている。そんな道を女の子の流れに乗って、歩いていく。

　歩いている時、気持ちのよい風が吹いた。

　フワッと舞った桜の花か弁べんにふと足を止とめ、顔を上げた。

　舞い上がる桃色の花弁。その向こうには真っ青な空。──と、

「あっ」

　オレは胸の中で叫んだ。

　桜吹雪の向こう、坂道の上方にグリーンのネットに囲まれたグランドが見えた。そのグランドの端に植えられた一際大きな一本の桜の下に、女の子が立っている。

　ものすごく可愛かわいい子だった。テレビに出てきてもおかしくないような整った顔。切れ長の目に、ストレートの長い黒髪の持ち主……。

　再び風が吹く。桜の花弁が舞い、女の子が揺れる髪を耳にかける。

　女の子がオレの方を向いた。目が合う。

　息を飲みこんだ。女の子に見入った。

　やはり可愛い。いや、可愛いだけじゃない。どこか懐かしいような、心を捕まれるような、そんな顔──。















「どうしたんだ？」

　ハッと我に返って、声をかけてきた内うち田だの方を向く。

「可愛かわいい子でもいたのか？」

　内田が、オレが見上げていた方へ視線を向ける。

「誰だれもいないじゃないか」

「れ？」

　そこにあるのは風に枝を揺らす桜の木だけで、女の子は忽こつ然ぜんと姿を消していた。

（なんだ？）

　一瞬前までいたのに。ものすごく可愛い女の子が……。首を傾かしげながら女の子がいた辺りを見つめていると、近くの外灯に設置されたスピーカーからチャイムが流れてきた。

『ご案内いたします。間もなく入学式が始まります。入学式に参加される新入生のみなさんは、講堂にお集まりください』

　続いて、ものすごく甲高いアニメ声の校内放送が聞こえてきた。

「間もなくだって！　急がなくちゃ！」

　駆け出した斉さい藤とうさんについて、オレと内田も駆け出した。



　　　☆



「なんか変な入学式だったよねえ」

　入学式が終わった後、職員に誘導されながら校舎に移動していると、横を歩いていた斉藤さんが肩をすくませた。

「なんか淡白っていうか、適当っていうか？　一年生しかいなくて、機密保持のために保護者がいないのも分かるけど、なんか校長先生のお話とかもなかったし」

「そういえばそうだったな」

　あったのは政府の偉い役人が順に出て、話して、校歌を歌って終わり、な感じだった。というか、校長先生らしき先生が一切出てこなかった。

「まあ、新設された学校だから、こんなもんじゃない？」

「そうなのかなあ。うん、まあ、そうなのかも」

　斉藤さんは自分を納得させるように頷うなずいた。

「そういえば、新しん藤どうくんはどのクラス？」

「Ａだけど」

「ホント？　私もだよ！　じゃあ、これから、ますますお願いします」

　笑え窪くぼを浮かべてニッコリ笑う。ホント、気立てのよい娘こだよ。

「そうか、同志はＡクラスか。う──む、よしよし。分かった」

　隣にいた内田がオレの首に腕を絡ませようとしてきた。ホント、気持ちの悪いヤツだよ。

「オレはＤクラスだ。Ａクラスの女子の情報収集はお前に任せるからな」

「だから、断るって言っただろ？」

「なっ、裏切る気か!?　お前は女には興味ないからオレのハーレム計画に協力してくれる、と言っ──グオッ」

　斉さい藤とうさんに襟えり首くびを引っ張られて、途中で止やめてしまった。

　講堂から五分ほどかけて、五階建てのビルのような外観の高等部校舎の前までくる。何しろ敷地の面積が広いので、移動するのもそれなりの時間がかかりそうだ。一年生の教室は校舎の二階。新入生はこれから各々のクラスに移動して、ホームルームだ。

　斉藤さんとＡクラスの教室に入る。扉を開けた瞬間、先に教室に来ていた女の子たちの矢のような視線がオレに集中した。やはり、クラスメイトは全員、女の子のようだ。

「なにもしなくても、ハーレムだよねえ」

　斉藤さんが笑いながら小声で言った。

　教室の一番前の壁のホワイトボードに、「今日の席は自由！」と大きな文字で書いてあった。目立たなそうな席を探す。

（!!）

　思わず声を洩もらしそうになった。教室の一番前の中央の席に、あの女の子がいた。講堂に行く途中に見かけた、あの超可愛かわいい女の子が。長い黒髪の、鳶とび色いろの目をした──。

（幻じゃなかった。しかも、同じクラスだったんだ）

　そんなことを考えながら、チラチラと女の子の方に視線を向けていると、

「……」

　突然、女の子が腕を組んだ。眉まゆを鋭角に上げて、キッとオレを睨にらんでくる。

（な、なんで？）

　なんかオレ、あの娘こに睨まれるようなこと、したか？

「あそこの席、空いてるみたいだよ」

　教室の後方へ歩き出した斉藤さんについていく。その間も髪の長い女の子は、こっちをジッと睨み続けていた。

（なんでだああ？　なんかこっちに恨みでもあるのか？）

　もしかして極端な潔けつ癖ぺき症しようで男嫌いとか？　女性専用車に迷いこんだ男くらいに感じているとかだろうか？　後ろの方の席に斉藤さんと並んで席に座ったオレは、女の子の方には目を向けないことにした。

「は───い。こんにちわ─────」

　教室の全部の席に生徒が座ってほどなく、底抜けに明るい声と共にリクルートスーツ姿の女性が入ってきた。真っ白なブラウスに若干丈の短めのスカート。歳としは二十代くらいだ。

「このクラスの担任をします、五いつ木き芽め衣い美みです。よろしくお願いします。ちなみに歳は二十五歳くらいです」

　先生はペコリと頭を下げる。くらいってなんだあ、というツッコミが飛んでいた。

「楽しそうな先生だね」

　と、斉さい藤とうさん。

「ええ───、さてさて今日の今後の予定ですが、これから学校の説明をして、その後、校舎内の案内をして解散。その後は各自、寮で入寮手続きをしてください。今日は夕方から天気が崩れるみたいなので、ちゃっちゃと済ましちゃいましょう」

　へえ、天気悪くなるのか。窓から外を見ると、今のところかんかん照りだが。ここは山あいだから、天候が変わりやすいかもしれないけど。

「はい、じゃあ、まずはこの学校の説明を始めますから、事前に配布していた学校案内のパンフを開いてください。忘れた人は、予備がありますから言ってくださいね」

　鞄かばんからパンフを出す。エピタフの概要の書かれている、フルカラーの資料だ。

「みなさんもご存ぞん知じの通り、学園エピタフは“〝テッセラクト視覚サイト”〟という、人間の新しい能力研究のために設立されました。テッセラクト視覚は第七感ともいい、物理的なものでは説明できない能力のことです」

　五いつ木き先生の説明は、ほとんどパンフに書かれていることそのままだった。テッセラクト視覚は現在までの研究では、どのような能力なのか分かっていない。ただ、十代の女の子に保有者が極端に偏っていること、そして、過去に神の声を聞いたジャンヌ・ダルクやそのほかの偉人たちも、テッセラクト視覚を持っていたかもしれない、ってことが最近分かってきたらしい。日本はこの新しい能力については発展途上国で、遅ればせながら学校第一号を作った。それが学園エピタフだ。

「エピタフには中等部と高等部があり、今日入学したのはその一年生。各二年生、三年生は前の学校から編入の形で入学してもらいます。編入式は明日の予定です。生徒の数は全部で七百名ほど。その内男子は五名。内一人がこのクラスにもいます」

　五木先生がウインクをオレに飛ばしてきた。クラスの女の子たちの視線が、またこっちに集中した。嬉うれしいような恥ずかしいような、微妙な気分だ。

「はい、ここまでは学校の組織の概要ですが、次は学校自体についての説明をしますよお」

　以降これまた、パンフに書いてあることそのままだった。機密保持のため外界から隔離されたディズニーランド五個分くらいの敷地の中に、二つの校舎、六つのグランド、四つの体育館、四つのプール施設。寮が三つに、ニューヨークのセントラルパークに匹敵する広さの公園と、ショッピングセンターまである云うん々ぬんかんぬん。それも書いてある通り。さすがにクラスの大半は予習していそうな内容だった。

　五木先生も大体それを察しているらしく、説明は結構、あっさり終えてしまった。

「はい、私からの説明はここまでです。なんか質問はありませんか？」

　そう言って先生は教室内を見回す。みんなからは反応はない。オレもそうだが、質問がないわけじゃないけど、今、知らなくても今じゃなくてもよいかなと考えていると思う。

「ええ───、ないんですかあああ？」

　五木先生は不満そうな顔をする。

「だったら、こっちから質問する人をあてちゃいます。じゃあ、そこの新しん藤どう一いち路ろくん！」

　いきなりオレを指差してきた。

「オ、オレっすか？　というか、なんでオレだけ名前を公表？　しかもフルネーム！」

「数少ない男子としてすぐに学校中に知れ渡るんだからいいじゃない」

「いや、だとしても……」

「で、なんか質問は？」

「いや、今は特に……」

「本当にないの？　例えば、私は結婚しているんですか？　とか」

「そういうパーソナルな質問ですか!?」

「ちなみに、私はバリバリの独身です。英語でいえばシングルマザー、いえ、嘘うそです、子供はいません。ただのシングル。でも、三十までには幸せな家庭を築く予定。えっ、年下は好みですかですって？　そうね……。最近は年下も悪くないかなって思えるようになってきましたね」

「自分で質問を作ってとめどなく答えないでくださいよ！」

　クラスメイトの女の子たちがドッと沸いた。

　笑い声が続く中、オレはあの髪の長い女の子の方に視線を向けた。向けてしまった……

（コワッ……）

　思わず身震いした。あの子もみんなと一緒にウケてるかと思ったが、あの子だけ、しかめっ面でこっちを睨にらんでいた。しかもさっきよりも怖い顔で。腕もまだ組んでいた。

（な、なんで!?）

　なんで見ず知らずの女の子に睨まれ続けないといけない？　なんとなく理不尽な気持ちになりつつも、オレは五いつ木き先生に関するパーソナルな質問を考えていた。



「やっぱり凄すごいね、ここの設備」

　校舎内の設備の案内が終わって教室に再び戻ると、斉さい藤とうさんが目を輝かせながらそんなことを言っていた。確かに外観も学校離れしているが、中の設備も並じゃない。化学の実験室もガラス張りで、テレビに出てくる国立施設の研究所のようだった。

「はい、みなさん。お疲れさまでした。では、今日のホームルームはこれで終了です」

　五木先生がホワイトボードの文字を消しながら言う。

「今日はこれから自由時間ですから、各自、寮で入寮手続きをしてください。雨になる前に移動した方がよいと思いますよ」

　窓の方に視線を向ける。五木先生が言っていた通り、あれだけ晴れていた空が、どんよりとした鉛色の雲に覆われていた。

「山の天気は変わりやすい、って言うけどねえ」

　斉藤さんも同じことを言っている。

「オレ、ちょっとトイレ行くから。斉藤さんは先に行っておいてよ」

　廊下に出ると、オレは斉さい藤とうさんに言った。

「うん。でも、そろそろ来そうだから、急いだ方がいいかもよ」

「おう」

　確かに、窓の外は今すぐにでも雨が降りそうな雰囲気だった。

　斉藤さんたちから別れ、さっきの案内の時に見つけておいた校舎中央の二階のトイレへ向かった。用を足して、急いで斉藤さんたちを追いかけようとした時、

「れ？」

　中央の階段を一人、あの髪の長い女の子が降りていくのが見えた。

「トイレだったのかな？」

　ちょっとの間逡しゆん巡じゆんした後、オレは女の子を追って、階段を降りることにした。たぶん、下げ駄た箱ばこにはここからでも行けるだろうし、下駄箱で女の子と話せるようなら、オレに対してしかめっ面の理由を聴けるかもと思った。

　階段を駆け足気味で一階まで下った。左右に延びる廊下。左に女の子の背中が見えた。

　下駄箱あっちだっけ？　まだイマイチ校舎の構造が分かってないので心配になるが、女の子が肩で風を切るがごとく自信たっぷりに歩いているので信じることにした。

　女の子を追って、早足で歩いた。廊下には自分と女の子以外、人の姿はない。

　──と、

　いきなり、廊下から女の子の姿が消えた。窓の外に視線を向けた一瞬の間に。

「え───!?」

　消えた辺りへ行くと、廊下から左へ向かって通路のようなものが延びていた。その通路はものすごく短く、奥が行き止どまりになっている。しかも、左右は壁があるだけで扉もない。なんのためにあるのか分からない。しかも、女の子の姿もない。

　どうなってんだ───？　また、女の子が消えちゃったよ。

　しばらく、意味不明な通路の壁を調べたりした。だが、女の子が隠れられそうな所はない。あの桜の木の下で見た時といい、なんだか不思議過ぎる。

　結局、一人で下駄箱に向かうことにした。何度か迷った末に下駄箱に辿たどりついた頃には、既に新入生たちの姿は一人もいなかった。慌てて靴に履き替えて、校舎から外に出る。

　いつの間にか、外はまるで夜のように暗くなっていた。

　穏やかだった風が強くなり、上空をどす黒い雲がものすごい勢いで流れている。しかも、ポツポツと雨が降り始めた。

「やべえ」

　オレは全力で走り出した。

　煉れん瓦がの坂を駆けて走っていく。しかし、一向に同級生の生徒たちの姿が見えてこない。

（もしかして、方向、間違ったか？）

　一度立ち止まって周囲を見渡した。

　自分がいる坂道のすぐ横の大グランドの反対側、はるか遠くに、パンフに載っていたまるでホテルのような外観の寮の建物が見えた。

（逆だったかあ！）

　来た道を戻るのもシャクなので、グランドを突っ切ってショートカットすることにした。

　グランドを駆け抜けようとしていると、雨風が強まってきた。髪から垂れてきた水滴が、容赦なく顔を流れ落ちていく。すぐに遠くで雷鳴が聞こえ、雲の中を雷光が走った。

「おいおい、やばいぞ」

　グランドで雷は怖い。歩を進める速度を早めようとした、

　その直後──、

　キ───────────────────────────ン。

　オレは両手で頭を押さえ、その場にしゃがみこんだ。

　強烈な耳鳴りに襲われている。まるで頭の中に直接届いているかのように感じられるくらい、強い高周波の音が響き続けている。

　な、なんだこれ!?　しゃがんだまま、オレは空へと目を向けた。目を見開く。

「な、なんだよ……。あれはっ！」

　降りしきる雨の中、どす黒い雲の下に、ホログラムのような光に象かたどられた巨大な幾き何か学がく形状が浮かんでいた。まるで紋章のような多角形を組み合わせた図形の中央を、一本の剣が貫いたような形をした。

「な、なんなんだよ、あれは!?」

　耳を押さえながら、立ち上がる。

　幾何学形状を象る光が強まった。同時に頭を襲う耳鳴りも激しさを増す。頭が割れんばかりの音波が頭の中を往復する。そして、

　耳鳴りが最高潮に達した瞬間、光の紋章の中から“〝何か”〟が現れた。

「こ、今度はなんだ!?」

　目を凝らす。直後、雲の傍そばで雷光が煌きらめき、その全ぜん貌ぼうが明らかになった。

「？？？？？？？？！！！！！！！！　剣!?」

　そう。雷のストロボでくっきりと姿を現したのは、

　巨大な剣──。

「な、なんだよ、あれ!!」

　オレの目に映っているのは、奇妙としか形容できない光景。オレの上背の五倍はありそうなくらい巨大な剣が空中に浮遊している。日本刀という感じではない。青色の宝石が嵌はめられた華きや奢しやな鋼製の柄つかから、それとは不釣合いなくらい巨大な、石の塊のような刃が延びている。切るのではなく相手を叩たたき切って破壊するタイプ。そしてその剣先は、明確に地上のオレに向けられていた。

「なんの……、冗談だよ？」

　呆ぼう然ぜんと口の中で呟つぶやいた。

　悪い夢でも見ている……のか？

　漫画の主人公のようにそう思う。むしろ夢であって欲しいと。だが、手に浮かぶ汗、次第に早まっていく鼓動、焦燥感による喉のどの渇きは、頭を濡ぬらしていく雨粒は、そんな考えをあっさりと否定するくらいリアルだ。これが夢の中なんてありえない。これは現実だ。



　コロス──。



　頭の中で声が聞こえた。

　抑揚のない、まるで機械のような甲高い声が、さっきまで聞こえていた耳鳴りと同じく、直接、脳の中で響いていた。声の主は明らかに、あの空中に浮かぶ剣!?



　コロス──。コロス──。

　コロス、コロス、コロス、コロス、コロス、コロシテヤル──。



　次第に早く、大きくなっていく声。

　なんでだ？　なんで、オレにこんなにも強い殺意を向ける!?

　に、逃げないとヤバイ──。

　目だけ動かして、周囲に目をやる。見渡す限り広がる土の地面。折からの雨で、早くも水みず溜たまりができつつある。周囲を囲うネット、照明、取り囲むように植えられた満開の桜木、遠くに見えるサッカーゴール。オレ以外に人の姿はない。

　グランドを走るんだ。ここで突っ立ったまま、殴られるのはご免だ。

　ジリジリ──と、ゆっくり利き足を後ろにずらす。反転しようとしたその刹せつ那な──、

　剣が動いた。オレに剣先を向けたまま、高速で一直線に飛んでくる。

「う、うわああ」

　何も考えずに横に跳躍する。濡れた地面にダイブし転倒した。制服と顔面が雨水で濡れる。直後──、

　ズザザザザザ───────ン！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　衝しよう撃げきが走り、地面が揺れ、土くれが辺りに飛散した。

「」

　地面に顔を埋うずめたまま目を見開いた。オレが寸前までいた場所に、巨大な剣が斜めに突き刺さっていた。

「で、でけえ……」

　近くで見るとさらに大きく見えた。

　なんだよ、これ……。巨大過ぎる剣が突き刺さっている光景が、あまりに非現実的に見える。こんなのに殴られたら一発でミンチだ。

　つーか、逃げないと、やべえ……。慌てて駆け出そうとすると、突き刺さった剣から、ギッギッギッと板バネが巻かれるような音が上がった。直後、

　土を撒まき散ちらしながら、剣が逆ぎやく袈げ裟さに斬きり上げられた。

「!!」

　咄とつ嗟さに頭を下げる。下げた頭のすぐ上を強烈な風圧と、空気が切断されたような鋭い音が走り抜けた。風だけで頭部を持っていかれそうなくらいに圧倒的な圧力。

　背後で何かが破壊される音が上がった。真新しいサッカーゴールが上下に切断され、上の部分が後ろに吹っ飛ばされていた。グランドネットの支柱がゆっくりと傾き、やがて倒壊する。派手な破壊音が響き、グラグラと地面が揺れた。立ち昇る水蒸気。

「……冗談、だろ!!」

　あんなのを喰くらったら確実に死ぬ。ゾワッと全身に鳥肌が立つ。大剣の強力過ぎる破壊力を目の当たりにして、身体からだ中じゆうが戦慄おののいている。

　そんなオレを見下ろすように剣は剣先を天空に向け、空中に浮遊している。

　今度こそ逃げないと、やばい……。殺される。

　なんでだよ……。

　なんで、オレがこんな目に合わなきゃいけないんだ……。意味が分かんねえよ。

　すり足で後退していく。背中から叩たたき切られ、知らない内に絶命したくないという気持ちがそうさせる。

　だが、

　オレの慎つつましい逃避行動をあざ笑うかのように、剣が動いた。

　刃先をオレに向けて、急降下してきた！

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　尻しり餅もちをついて再び転倒した。両手で顔を庇かばおうとする。

　圧倒的な破壊力を持つ剣の前では、そんな行こう為いは無意味であると理解しながら……。

　その時──、

　バチン──

　巨大なスイッチ音がすると共に、グランドの周囲の照明が点灯した。明るくなるグランド。同時に──、接近してきた剣が、軽く後方へ弾はじき飛とばされた。

　続けて、背後で鈍い発砲音のような物が立て続けに上がる。無数の赤い光弾が上空を通り抜け、空中で体勢を立て直した剣を捕ほ捉そく、次々と柄つかに着弾する。

　さらに、ズドンと大きな発射音が響く。先ほどの光弾の弾道をトレースするように、ロケット弾が剣に向かって飛ひ翔しようした。

　剣が右に薙なぐ。ミサイルが真っ二つに炸さく裂れつし、その場で爆発する。さらにグランドの周囲より、ダダダダと小気味よい機関銃の銃声が上がった。光弾が四方から飛び、剣はクロスファイアの標的と化す。

「ど、どうなってるんだ？」

　座りこんだまま、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたオレの横を、制服を着た女の子が走りぬけた。

　ハッと息を飲む。長い髪。切れ長の目。スラッとした長身。一瞬、横顔を認知しただけでも分かるくらいに可愛かわいい女の子。それはあの黒髪の少女だった。そして、その手には制服とは不釣合いな物が──、ロケットランチャーが握られていた。

　女の子がすり抜けながら、チラッとこっちを見た。

　視線を交わした時、女の子はスッと目を細めた。だが、すぐに前方上空の剣に目を向けると、ロケットランチャーを軽銃器のように片手で構える。引き金を引く。爆発音と共にロケット弾が発射され、ブースターから煙を吐きながら剣に向かって加速した。

　その弾頭が、柄つかに組みこまれた青い宝石を捉とらえようとした寸前──、

　大剣の背後の空に、現れた時と同じ、あの光の幾き何か学がく的な紋章のような物が浮かんだ。直後、紋章から閃せん光こうが放たれ──、

　まるで魔神がランプに吸いこまれるように、剣が柄から紋章の中へ消えていった。遅れて、ロケット弾が紋章に激突し爆発する。

「むっ……」

　爆煙の広がる空を見上げながら、ランチャーを構えた女の子が悔くやしそうに唸うなる。

　その後ろで、オレは呆ぼう然ぜんと座りこんでいた。

　助かった……んだよな？　空中にはあの剣の姿はなく、輝いていた光の紋章も既に無い。発砲音はいつの間にか消え、辺りは静せい寂じやくが支配していた。折からの雨が止やみ、空を覆う雲の裂け目から光が差しこむ。落ち着きを取り戻したグランド……、ただ、女の子のランチャーの口から燻くゆる硝煙は、今まで目に映っていた光景が現実だったことを示していた。















　女の子が振り返る。その顔は明らかにご機嫌斜めだ。目の端がキッと鋭角につり上がっている。教室で目を合わせた時と同じように。

　女の子はランチャーを足元に投げ出すと、オレの方へ歩いてきた。すぐ目の前で足を止とめる。何を言うわけでもなく腕を組む。

　やっぱ可愛かわいい、と思った。初めて見かけた時と同じように、見入ってしまった。長い睫まつげで縁取られた切れ長の目、整った鼻、キュッと閉じた口。それが、透き通るような白い肌の顔の上に、黄金比で配置されている。

「え、えっと……」

　無言に堪えられずオレは口を開く。すると、女の子はますます不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを上げた。

「なんつーか、あ、ありがとな……」

　もうちょっと気の利いた感謝の言葉をかけたかったが、出たのはそんな台詞せりふである。

　女の子の眉尻がピクッと動く。

「君がオレを助けてくれた……んだよな？」

　少し心配になって質問した。

「──新しん藤どう」

　オレの質問を無視して、女の子はオレの名前を呼ぶ。そして、逆に問う。

「新藤──、お前は最近、キスをしたか？」

　怖い顔のまま。だが、どこか不安そうに……。








　　　　　２章　《天使と生徒会とターゲット》







　いつの間にか雨はすっかり上がっていた。空を覆っていた鉛色の雲は消え去り、夕焼け色の空が広がっている。

　水みず溜たまりが点在するグランドの地面に尻しり餅もちをついたオレを女の子が見下ろしている。テレビのアイドルにも負けないような可愛い女の子が……。

　その彼女がオレに尋ねた。──最近、キスをしたか、と。

「はあっ？」

　こいつ、いきなりなに言ってんだ？　この状況でキスとか意味が分かんねーよ、というのがオレの正直な感想。

「ええっと……」

　グランドに尻餅をついたままのオレは、困惑の表情で女の子を見上げる。

「答えて欲しい。キスしたことがあるかないか……？」

「いや、そのさ……」

「……どっち？」

　女の子はどこか不安げな表情で、オレを見下ろす。

「いや……ないけど」

「そうか……。そうなんだ」

　女の子は露骨にホッとしたような表情をした。つーか、なんで入学式早々、よくも知らない女の子に、こんなことをカミングアウトしないといけない？

「じゃ、じゃあ、女の子とつきあったこともないわけだな？」

「そうだけど……」

「そうなんだ、そうなんだ。なるほど」

　心から嬉うれしそうな顔をする。

「だったらなに？　なんか関係あんの？」

　立ち上がると女の子と対たい峙じした。濡ぬれた地面に座っていたせいか、お尻が冷える。

「つまり、新しん藤どうは女の子と仲良くすることに慣れていないんだ。それは、私たちにとっては悪いニュースかもしれないんだ」

　と言いつつ、女の子の表情は楽しげだ。

「はあ？　意味が分からないんだけど……。というか、その前にオレを名前で呼ぶんなら、そっちも名前を教えてくれよ」

　やや、ぶっきらぼうに言ってやる。すると、女の子は眉まゆ根ねを寄せた。でも、ゆっくりと薄うす紅べに色いろの口を開く。

「──六りく道どう麻ま奈な」

　静かに、だがはっきりとした声で名乗る。そしてピッと、人差し指と中指で胸ポケットからカードを取り出して、突きつけてくる。学生証のようなＩＤカードである。まるで名刺のように、「六道麻奈」と書かれた名前の欄の上に、肩書きが書かれている。

「学園エピタフ　学園長兼生徒会長!?」

　とんきょうな声で読み上げた。

「ギャグ……だよな？」

「ギャグじゃないぞ。正真正銘、私はこの学園の学園長なんだ」

　えっへん、と胸を張ってみせる。

「んなはずないだろ！　どこの学校に君のような若すぎる学園長がいんだよ」

「ここにいる」

「しかも学園長兼生徒会長ってなんだよ！　兼ねられるものなのか？」

「ええっと、この学校における全権力は生徒会にあるんだ。だから兼ねられるぞ？」

「……」

　どんだけここの生徒会は絶大な権限を持ってんだよ！　というツッコミが喉のどの奥まで出て来たが、口にせずに引っこめた。何しろ特殊な才能の研究を目的とした学校だしな。

「じゃあ、学園長の六道さんよ。教えて欲しいんだが」

「なんだろう？」

「さっきのデカイ剣、あれ、なんだ？　撃退したってことは、なにか知ってるんだろう？」

「うん、あれなら天使アポストルスだ」

「なんだそりゃ？？」

「新しん藤どうを破壊するためにテッセラクトから発現する存在なんだ。新藤の存在確率を示す密度関数がnullになるまで発現し続け、強大な力をお前に向ける──。それが天使だ」

「は、はあ……？？」

　ぱねえな、こいつ。メルヘンか？　真性か？

「むむむむうう。その顔は信じてないな？」

　六りく道どうは不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。

「天使、テッセラクト？　発現？　しかも自称学園長？　なに言ってんだ？　この女はきっとメルヘンか電波で、頭の中は年中お花畑に違いない。このままでは悪あしきオーラに取りこまれる。どうしよう、早く逃げなければ……と顔に書いてあるぞ。むむむううう」

「いや、そこまでは思ってない！　ってか、どんな顔だよ、それっ！」

「でも！　でもでも、信じられなくても、これは事実なんだ。新藤も天使の力を見たじゃないか。あれも全すべて私の作り事だと思うのか？」

「……」

　オレは無言で、周囲を見渡す。

　破壊されたサッカーゴールが目に入る。未いまだに硝煙の匂においがする空気。大剣の一撃で破壊された光景が、まざまざと蘇よみがえった。あの全てが仕掛けなわけがないよなあ。

「……名称はともかく、意味不明な剣がオレの命を狙ねらっているのは、確かにそうだろうな」

「その事実を受け入れてくれただけでもよかったよ。これからの話がしやすいから──」

　その時、電話が鳴る音がした。六道が「ちょっとゴメン」とオレに言って、携帯電話をスカートのポケットから取り出す。

「──うん、分かった。迎撃態勢を解除してもいい。目立つから照明も切って欲しい」

　なにやら携帯電話に怪しげなことを言っている六道を訝いぶかしみながら眺めていると、巨大なスイッチ音がして、煌こう々こうとグランドを照らしていた照明が落とされた。

　やっぱ、この子が学園長っていうのは本当なのか？

「私、いや私たち生徒会は、新藤に伝えないといけないことがあるんだ」

　六道は携帯電話を収めると、改めてオレをジッと見つめてきた。

「さっきも言ったように、あの天使は新藤の命を狙っている。また近い内に襲撃してくる」

「やっつけたんじゃないのか？」

「あれは姿を隠しただけで、また、すぐに現れる。生徒会の対テッセラクト武器アンチテツセラクト・ウエポンで天使を迎撃できても、破壊することはできないんだ。今日は発現したばかりで弱かったから、なんとか退散させられたけれど」

　なるほど。あの弾幕は生徒会によるものなのか。どうなってんだ、ここの生徒会はよ。

「本来の力を取り戻した天使はあんな物じゃ……。さっきは10％も戦闘力が出ていない」

「なんの格闘漫画だ！」

「本来の力を備えた天使アポストルスは、生徒会だけでは撃退できない。そうなると、新しん藤どうは破壊されてしまう。肉体が細胞レベルにまで切り刻まれて、体液は全すべて蒸発し、新藤がこの世界に存在した物理的痕こん跡せきが全てなくなってしまうんだ」

「表現がイチイチ怖いよ！」

「でも、本当のことなんだ。……でも、私はそうなって欲しくない」

　六りく道どうは超真面目まじめな顔でオレを見据えた。

　オレはゴクッと生なま唾つばを飲みこむ。強い眼光を放ちながらも、どこか憐れん憫びんを含む瞳ひとみ。冗談や大げさな物言いでないことは確かみたいだ。

「……そうなって欲しくないと言われてもな。あの剣、天使だっけ？　次現れたら、君や生徒会でも倒せないんだろ？　だったら、どうしようもなく──」

「新藤なら、天使に対抗できるかもしれないんだ」

　六道は言葉を重ねてきた。

「はあ？　オレが？？」

「……天使に対抗できる方法が一つだけある」

「方法？」

「そう……、新藤は天使を撃退する兵器アームズを作る能力を持っている。兵器さえ作れば、天使に対抗することができる」

「兵器を作る能力？　オレが？」

　なんだよ、それ。

「つ──か兵器ってなんだよ。武器みたいなものか？」

「ちょっと違うけど、その理解でも破は綻たんはないかな」

「そんな物をオレが作れるって？　んなわけないだろ！　武器どころか夏休みの工作の課題すら、まともに作ったこともないぞ」

「実際に作るわけじゃない。テッセラクトから取り出すんだ」

　テッセラクトって、テッセラクト・サイト視覚のそれか？

「……信じらんねえって。つーか、意味が分からないし。能力とか言われても、まったく身に覚えがないし……」

「そ、それは忘れているんだ。新藤は、過去に兵器を作ったことがあるはずなんだ！」

　六道は急に怒ったように口を尖とがらせた。

「はあ？　現に記憶にないんだから仕方がないだろ？」

「全然、覚えてないのか……」

　ムスッと、いじけたような表情を見せる。

「ああ。そもそも、兵器を作れるとか言われても、どうやって作るか見当つかないって」

「……いや、作ること自体は簡単なことなんだ」

　六道は払うように前髪をかきあげた。

「誰だれでもいいからこの学校の女の子と……、その、キ、キスをするんだ。そうすれば、兵器アームズを発現することができる。……ただし私は除くこと」

「はああああ？　キス────────────────────────？」

　思わず裏返った声で叫ぶ。なんでキスをすれば兵器とやらができる？　意味が分からない。だが目の前の女の子は、どこか困ったような表情をしつつも、真剣そのものだ。

「キ、キスってあれか？　お、男と女が唇を合わせる、あ、あれのことだよな？」

「えっ？　……キスって、ほ、他に意味、ない……よな？」

「なぜ、そこで弱気になるっ!!」

「よ、弱気になんかなってない。そ、そうだ、キスと言ったら一つしかないだろ？　雄と雌が口を合わせる非生産的な行こう為いのことだ！」

　なぜか動揺しながら言う。

「だから、なんでキスなんだよ。キスしてなんで、兵器ができるんだ？」

　意味分からん。今度こそ、本格的に意味が分からんぞ。

「この学校に通う生徒がテッセラクト視覚サイトを持っていることは知っているだろ？　新しん藤どうはテッセラクト視覚を持つ子にキスをすることで、テッセラクトより兵器が発現させられるんだ。天使アポストルスにも対抗しうる戦機乙女ヴアルキユリアを！」

「戦機乙女!?」

　オレは口をポカンと半開きに開けた。そんなオレをしかと捉とらえる六りく道どうの鳶とび色いろの目は、会った時から変わらず真剣そのもので微み塵じんもぶれていない。

「詳しいことは生徒会会議室で説明する。だから、一緒に来てくれないだろうか？」

「生徒会会議室？」

「うん。生徒会のみんなも新藤のことを待っているんだ」

　そう言うと、六道はおもむろに手を差し出してきた。

「？」

「た、たぶん、しばらくの間、一緒に戦う戦友になると思うから」

　上目遣いでオレを見る。

「……お、おう？」

「よ、よろしく。あと、私の学校へようこそ」

　どことなく不器用な言い方でそう言うと、六道はジッとオレを見つめた。

「……」

　少し面食らいながら、オレは差し出された手を握り返す。

　六道の手は、想像していたよりも華きや奢しやで、スベスベで、温ぬくもりを帯びている。

　そして──、手が触れ合った時、一瞬だけ、

　六道のきつく結ばれた桃色の唇が弛し緩かんしたことを、オレは見逃さなかった。



　　　☆



「やっぱ、ここだったか……！」

　言われるままグランドから連れていかれた先はなんのことはない、さっきまでいた校舎の一階の、あの六りく道どうが消えた通路だった。六道が生徒手帳を壁にかざすと、何の変哲もないコンクリートの壁が左右に開き、その奥にエレベーターが現れたのだ。さんざん調べても気づかなかったくらい、完かん璧ぺきにカモフラージュされていた。

「後で、新しん藤どうも入れるようにしておくから」

　六道と共に中へ乗り込むと、ボタン操作もしないのにエレベーターは下っていった。

「す、すげええええええ！」

　ドアが開くと、オレは再び声を張り上げた。結構な時間降下した先にあったのは巨大な空洞だ。岩肌むき出しの壁から想像すると、地下の岩盤をくりぬいて作られているらしい。岩の天井に設置された無数のＬＥＤ照明で照らされて真昼の屋外のように明るい。そんな所に清められた白砂がしきつめられた庭と、神社の本殿のような切妻造の建物がある。

「あ、あれが、生徒会会議室か？」

「そうだ」

　六道は短く答え、スタスタと、白砂の中を建物に向かって伸びる小こ径みちを歩き出した。

「お前の学校、どんだけ金があるんだよ」

　六道の後ろをキョロキョロと周囲を見て歩きながら、オレはあきれたように言う。

「学校にはないんだ。だけど、一いちの宮みやは腐るほどお金を持っているんだ。あんな建物になったのも、元神社をやっていた彼女の意向。私は反対だったんだけど……かっこ悪いから」

「一宮？　ああ、そういえば、この学校って一宮グループが出資して作られた、って話だったよな。一宮と六道って、どういう関係なんだ？」

　一宮グループは日本を代表する超巨大企業グループだ。

「私と同じく設立メンバーの一人。すぐに会えるから」

「会える？」

　本殿のような建物の正面の階段を上がる。音もなく、目の前の木製の扉が左右に開く。意外なことに自動ドアだったらしい。

「おおお」

　扉の向こうは、純和風の建物の外観に相応ふさわしくない、近代的な設備の部屋だった。コンクリートの打ちっぱなしのような壁に囲まれた部屋に、超巨大な円卓。円卓の天板には液晶ディスプレイが組み込まれていて、円卓の中央の床にも、巨大な液晶ディスプレイが全員が見下ろせるように設置されている。最新の国際会議場のような場所だ。

　その円卓に五人の女性がついていた。新藤と六道が部屋に入ると、一斉に新藤の方を向く。四人はオレと同じか、もっと若いくらいの女の子。そしてもう一人は知った顔だった。

「い、五いつ木き先生!?」

「は──い」

　先生は何食わぬ顔でオレに向かって手を振った。まさか彼女まで関係者だったとは。

「連れてきた」

　六りく道どうはそう言いながら入っていくと、円卓の前で振り返る。

「ここにいるのがエピタフの生徒会メンバー。同時にこの学校の設立メンバーでもある」

「設立メンバー？」

　どう見ても、学校を設立するような人種の人たちに見えなかった。

「私が全員紹介するよ。一番右は一いちの宮みや美み羽う。副学長。高校二年生」

　長いウエーブのかかった明るい薄い色の髪、ものすごくグラマラスな体型の女の子が、立ち上がる。モデルかなにかのようなダイナミックな体型。ハーフなのかくっきりとした目鼻立ちをしていて、六道とは違った方向で美人だ。

「ってか、一宮？」

「さっき言ってたこの学校のスポンサー。一宮グループの人間なんだ」

「ま、まじか？」

「初めまして、一宮美羽と申します」

　ニコリと笑って会釈する。

「お、おう。初めまして」

　笑った顔が可愛かわいかったので、思わず見入っていると、

「新しん藤どう、鼻の下が伸びてないか？」

　六道がムッと睨にらんできた。

「じゃあ、二人目。二ふたッつ谷やカナ」

　一宮の隣の女の子が勢いよく立ち上がる。

「二ッ谷です。よろしくです！」

　ペコリと頭を下げて、聞いたことのある甲高いアニメ声で挨あい拶さつする。

「ってか……、君も生徒会メンバー？」

　二ッ谷の外見が、どう見ても小学生。というか、椅い子すに座ったまま、赤いランドセルを背負っているのだ。しかも、縦笛が隙すき間まからガン○ムソードのように飛び出しているオプション付き。頭も巨大なリボンで結んでいるし、全身で小学生であることを主張している。

「二ッ谷は十歳だけど、飛び級で中学校一年生なんだ。ちなみにエピタフのオペレーターの声もやってもらっている」

「そういえば！」

　どこかで聞いたことがあると思ったら、入学式前に聞いた、構内アナウンスの中の人だ。

「で、次は三み浦うら楓かえで。彼女も高校一年生」

　ショートカットの娘こだ。可愛いが、図書係りでもしてそうな、大人しそうな外見。名前を呼ばれたにもかかわらず、立ち上がろうともせず、下を向いている。

　オレが「よろしく」と軽く会釈すると、

「わわわ───────！」

　いきなり悲鳴を上げて椅い子すから立ち上がり、ダッシュで後方のコンクリートの柱の陰に隠れてしまった。

（な、なぜ──？？）

　唖あ然ぜんとしていると、六りく道どうが解説してくれる。

「彼女は重度の男性恐怖症なんだ。気を悪くしないで欲しい」

「男性恐怖症……？」

　驚いてもう一度、三み浦うらの方を見ると、柱の陰から顔を半分出して、壊れた機械人形のように、カクカクと何度も頭を下げていた。

　次の女の子は、「四し之の杜もり刹せつ那な」という名前らしかった。六道に名前を呼ばれると、ゆっくりと立ち上がる。とんでもないスレンダーな体たい躯くで、前髪が両目を隠すくらい長い。なぜか彼女だけ制服ではなく真っ黒な私服を着ている……、と思ったら、制服が真っ黒に染められていた。もちろんリボンも真っ黒である。

「よ、よろしく」

「…………」

　挨あい拶さつしても四之杜は立ち上がったまま、こっちをジッと見るだけだった。一言も発しない。生徒会メンバーの中でも、一際、変わった感じの女の子である。

「で、最後が……」

「五いつ木き芽め衣い美みよ。教室では色々とイジってごめんね」

　五木先生は手を合わせた。

「五木先生は、私たちのクラスの担任もやってくれている」

「ってか、担任なのに生徒会メンバーなんですか？」

　学園長の担任というのも意味不明だが……。

「最後が私、六道麻ま奈な、高校一年生。以上、六名が生徒会メンバーだ」

　六道は胸に手を当てた。

「これが生徒会……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。十歳の女の子から教師までいる生徒会なんて聞いたことがない。

「こ、ここにいるメンバーはどういう集まり？　学園の設立メンバーとか言っていたけど、なんか脈絡ないし。十歳の女の子から教師までバリエーション豊か過ぎ……」

「なんて説明すればいいだろう……。結構、複雑なんだ」

「私が説明しましょう」

　困った表情になった六道の代わりに、一いちの宮みやさんが頷うなずいた。

「私たち六人は全員、昔から高いテッセラクト視覚サイトを持つ家系なんですの」

「昔からって、研究が始まったのはここ十年くらいの話だろう？」

「はい。一般的にはそういうことにされていますが、実はテッセラクトははるか以前から一部の人には認知され、行使されてきたのですわ」

「なるほど……。それで、そんな人たちが、この学校を作ったのはどういうわけ？」

　ふと思った疑問を口にした。

「学校を作った目的の一つは、一般的に知られてしまったテッセラクト視覚サイトについて、正しい知識を世間に教えるため」

「なるほど……う───ん。じゃあ、オレが天使アポストルスと呼ばれるヤツに狙ねらわれることや、対抗する方法を知っているのも、特別な家系の人間だからか？」

「それは、その通りです」

「……じゃあ、オレが狙われる理由も分かっているのか？」

「それは──」

「わ、分かってないぞ」

　一いちの宮みやさんの代わりに、急に六りく道どうが答えた。

「分かっているのは、新しん藤どうが死ぬまで天使は襲ってくるということと、それに対抗するには新藤がエピタフの生徒にキスするしかないということの二つだけだからな」

　怖い顔で断言される。……どこか釈しやく然ぜんとしないけど、まあ、いいか。

「まだまだ色々質問あると思うけど、これから説明していくから。新藤もこっちに来て、席についてくれないだろうか？」

「……ああ」

　四し之の杜もりと五いつ木き先生の間の席に腰掛けた。三み浦うらも警戒するような動きで円卓に戻ってきた。

「彼にはどこまで説明を？」

　一宮さんは六道とオレの顔を見比べた。

「全体的な話を。新藤が天使に命を狙われていることと、天使に対抗するには学校の生徒にキスをして“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟を作るしかない、ということを」

「それで新藤くんは、その話を信じてくれたのかしら？」

「う──ん、たぶん。どうだろう？」

　六道の表情をうかがいながら答えた。

「無理もないわ。テッセラクトに親しまない一般人にいきなりそんな話をしても、信じてもらえる方が不思議だもの」

「でも、信じてもらわないといけないんだ」

　肩をすくめる一宮さんに、六道は険しい表情で言う。

「──信じる信じないという話はおいておいてさ」

　オレは生徒会メンバーを見まわしながら言う。

「君たちの話が仮に本当だとして……。つまり、君たちはオレにキスをしろと、そう言ってるんだよな？　学校の女の子に？」

「そう。これから、学園の子に片かたっ端ぱしからキスをしていって欲しい」

「んなこと、していいのか？　それともなにか？　学園長が、この学校内の女の子にいきなりキスしても許される『キス許可証』を発行してくれるのか？」

「しないぞ？」

「じゃあ、いきなり女の子にキスを迫ったりしたら……」

「迷惑防止条例もしくは、強制わいせつ罪で告発されるかもしれない。学校としては警察の捜査への協力を惜しまない」

「少しは惜しめよ！　オレにキスをさせたいなら」

「ごめん、私にも学園長という立場があるから」

「いきなり建前かよ！　だったら、キスなんて、そうそうできないじゃないか。しかも、学校中の女の子になんて……」

「そんなことない！　キスがしたければ、新しん藤どうが女の子と仲良くなればいいじゃないか。学校中の女の子と仲良くなれば、いつ、誰だれにキスしたって問題ないだろ？」

　大真面目まじめな顔で言う。

　学校中の女の子と仲良くなればって、こいつ、マジだ。マジで頭がどこかおかしい……。

「あのな、六りく道どうさん……」

　オレはジト目で見た。

「六道でいいぞ」

　わずかに口を緩ませて、そんなことを言う。

「じゃあ、六道……、あのな。はっきり言ってオレは女の子とつきあったことはないんだ」

「そうなんだな♪」

　なんでそこで嬉うれしそうな顔をする！

「ああ、そうなんだよ。口惜しいが、オレはあんま女の子の扱いに慣れてない。だから、もし、君たちが言っていることが本当で、生き残るためにキスが必要だとしても、そんな色んな女の子と仲良くなって、片かたっ端ぱしからキスなんてできっこない」

「そ、そんなことはないはずだ。あの時は、もっとごく自然に……」

「あの時？」

　六道は焦った様子で首を横に振った。

「い、いや、なんでもない。とにかく、やる前からそんな弱気じゃダメだと思う。できないと思っていたらできない。逆にできると思っていればきっとできる！」

「根性論かよ！　そもそもいつまでに女の子と仲良くなって、キスしろって言ってるんだ？　もう天使アポストルスは来ているんだぜ？」

「天使は最初の発現から約一週間で本来の力を取り戻す。作戦立案の時間を考えると、そうだな。できれば明日くらいまでに、適切な女の子にキスを済ませてくれると嬉しいぞ？」

「無む茶ちや言うなっ！」

　本気でこの女はオレに、この学校中の女の子と次々とキスしていけって言ってるのか？　ありえんだろう、常識的に考えて……って、

　ハッ──。待てよ。この学校の女の子ってことなら……、

「なあ、六道……」

「？」

「……さっき、この学校の女子なら誰だれでもいいと言ったな？　この学校の女子なら誰にキスしてもオレは、兵器アームズとやらを作ることができるのか？」

「うん」

「それはなにか？　六りく道どう、君が相手でもそうなのか？」

　再び首肯。オレは心臓をバクつかせながら、六道の表情をうかがう。

「だったら、例えば、例えばだぞ……。と、とりあえず、最初は君とキスをするというのは……、い、いや、これは別に君だから、というわけでは、な、なくてだな、事情を知る六道ならハードルが低いかと思ったからなんだが……、そういうのはあり、なのか？」

「だ、駄目だ！」

　六道は立ち上がって頭を振った。

「さ、最初に言ったじゃないか！　兵器を作りたければ、この学校にいる女の子とキスすること。……でも、私は“〝除く”〟って」

　そういえば……。言ってた気がする……。

「……でも、それはなぜだ？」

「そ、それは、わ、私が攻略不可能キャラだからだっ！！！！！！！！！」

　腕を組んで胸を張ってみせた。

「理由になってない！　そもそも、自分で攻略不可能キャラって言うなよな。じゃあ、ここにいる他のみんなは？　オレがキスをしたら武器を作ることができるんだろう？」

「いやあああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　三み浦うらがさっきよりも大きな悲鳴を上げて、柱の陰に完全に隠れてしまう。他の女の子たちは、想定内だったのか、意外と冷静だった。

「できるけれど……」

　急に六道は不ふ機き嫌げんそうに唇を尖とがらせた。

「ただ、ここにいる私以外のメンバーも、キスまでもっていくのは大変なんだぞ？」

「そ、そうなのか？」

「一いちの宮みやは……重度のファザコンでかつオイディプスコンプレックスだから無理だろう？」

「あら、ファザコンではありませんわ。父を超える殿方以外には興味ないというだけです」

　一宮さんが頬ほおを膨らませる。

「三浦楓かえではさっきも言った通り男性恐怖症で、半径二メートル以内に近づくことも難しい。四し之の杜もりは仲良くなるどころか、そもそも他人とコミュニケーションをとれない……。残るのはカナと五いつ木き先生だけれど……」

　六道はオレと二ふたッつ谷やを見比べた。

「新しん藤どう、お前、カナとキスをするのか？」

　二ッ谷は真っ赤になった頬を手で押さえて、テレッと俯うつむいてしまった。

「いや、その……」

　二ッ谷のリアクションに狼ろう狽ばいしていると、

「世間一般的に、それはロリコンというんだろう？」

「獣ですわよ」

「ひぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　六りく道どうたち、生徒会メンバーは、汚い物でも見るかのような視線を投げかけてくる。

「ちょっと待てよ！　誰だれもするとは言ってないって！」

「じゃあ、後は五いつ木き先生だけど……」

「ごめんね。新しん藤どうくんのためならキス、させてあげてもいいんだけど……。私じゃ、たぶんキスしても戦機乙女ヴアルキユリアは出ないのよ。更年期だから」

「更年期、早いでしょ！　先生、まだ二十代くらいじゃ？」

「テッセラクト視覚サイトの点からは、既に先生は歳としをとりすぎなんだ。おばあちゃんなんだ」

　六道がゆっくりと首を振りながら、かなり失礼なことを言う。

「だから、私を含め生徒会メンバーにキスすることは考えない方がいいと思うんだ」

「なんで近場に攻略不可能な女の子ばかり揃そろってるんだ……」

「生徒会以外の女の子と仲良くなればいいだろう？　それに、例えキスできても、相手が新藤に心を許さない限り、兵器アームズは出てこない。しかも、新藤は、天使アポストルスの特性に合わせて、異なる“〝戦機乙女”〟を生み出す必要があるんだ」

「つ、つまり？」

「うん、つまり、敵の天使に合わせて、違う女の子にキスしないといけないんだ。だから、最初から楽していたら、後で困ることになるんだ」

「じゃあ、オレは本当に女の子をとっかえひっかえ、キスしろってことか？」

「そうなんだ」

「……それをオレに信じろと？」

「信じなければ新藤は……、死んでしまう。……とても、悲しいことだけど」

　六道はどこか寂しげに、死という言葉を口にする。

　一瞬、脳のう裏りにさっきの巨大な剣の姿が過よぎる。普段ならそれほど実感できない言葉。だが、今は、いつもよりリアルに感じる。

（オレは女の子にキスできなければ死ぬのか……？）

　冗談みたいな話だ。まったく実感が湧わかない。話もイマイチ納得できない。なんでオレが襲われないといけない？　なんでオレが学園の女の子にキスをすれば武器を作れるんだ？　その辺のことがさっぱり見えてこない。

　ただ──、六道やここにいるメンバーのことは信用できるような気がする。ギリギリのところで命を救ってもらったから、というのもあるとは思う。だが、それだけじゃなくてさ……。さっきから真まっ直すぐ向けられている眼まな差ざしが、真剣にオレのことを心配しているっぽいから。嘘うそはついていない気がする。たぶんだけど。

「……分かった」

　ややあって、オレは頷うなずいた。

「はっきり言って、まだ状況がよく理解できないし、完全には信じきれていない……」

「……」

「……が、もう少し、話は聞く。もし納得できれば、女の子とキスしようとしてみるよ。それで……、あのバカデカイ剣をやっつけるために、オレは誰だれにキスしないといけない？」

　そう言うと、六りく道どうは険しかった表情を少し和らげた。

「分かった。これから説明する。……カナ？」

「はい」

　二ふたッつ谷やが手元のディスプレイをタップすると、円卓中央のスクリーンに映像が映った。

「！」

　あっ、と息を飲む。グランドで襲ってきた剣がアップになって映し出されたからだ。

「一体目の天使アポストルス……。以後、コードネーム“〝エクスカリバー”〟と呼びますです」

　スクリーンでは、その名称の由来と思われる巨大な大剣がオレに向かって逆ぎやく袈げ裟さで斬きり上げられ、サッカーゴールが崩れ落ちていた。

「見たところ“〝エクスカリバー”〟はその速度、防御力は並以下のＣ級だけど、斬ざん撃げきの攻撃力はＳ級と考えられるんだ。通常の物理外壁は簡単に破壊されるし、テッセラクト装そう甲こうも相当分厚くないと耐えられないと思う」

　六道の解説に頷うなずきあう生徒会メンバー。オレもあの斬撃がヤバイことだけは分かった。

「それで、この“〝エクスカリバー”〟に対抗する上で、新しん藤どうがキスする相手として適した女の子をリストアップする……」

「そんなの分かるのか？」

「女の子にキスして生まれる兵器アームズは、女の子の資質、性格によって変わるんだ。この学校の生徒のテッセラクトの傾向は全員データ化されている。天使の能力が分かれば、どの女の子から作られる兵器で対抗できそうか、絞りこむことができるんだ」

「なるほど……」

「じゃあカナ、候補を出してくれないか？」

　二ッ谷がテーブルの上にワイヤレスのキーボードを取り出して入力を始める。

（はえええええ）

　並のブラインドタッチじゃない。ものすごい勢いでどんどん打ち込んでいる。やはり、並の小学生ではないらしい。

「エピタフの生徒全七百名から五名に絞ったです。表示します」

　弾はじくようにエンターキーが押されると、メインディスプレイの映像が切り替わり、制服姿の女の子のバストトップが横一列に並んだ。さらに二ッ谷がマウスを操作すると、写真の下に名前と住所や電話番号、学年とクラス、そしてテッセラクト視覚サイトの数値らしきものがスラスラと表示されている。

「お、おい。こ、これってまさか！」

「学生証の写真と中学校の内申書をもとに作られたデータベースだが、なにか？」

「ヤ、ヤバイんじゃないか。個人情報保護の点で……」

「その点なら大丈夫。ちゃんと入学時の誓約書に書いてあるんだ。生徒の個人情報は学園のサービス向上のため、学園内に限り利用されることがある、と」

「サービス向上、関係ねえ！」

「それよりも、新しん藤どう……、え、選べるだろうか？」

「はっ？　選ぶって？」

「この中でもし一人を選ぶとしたら……、誰だれが新藤の、その……好みなんだ？」

　六りく道どうはどこか不ふ機き嫌げんそうに尋ねてきた。

「な、なんでそんなことを!?」

「彼女たちは“〝エクスカリバー”〟に対抗する兵器アームズを生み出せそうな女の子だ。誰でもよいけどキスをするのは新藤だから、好みの女の子の方がきっとやる気がでるかと……」

「私が提案しました」

　一いちの宮みやさんが微笑ほほえんで、頷うなずく。

「六道さんは、誰でもいいわ、と言っていました」

　一宮さんが付け加えると、六道はムウッと不機嫌そうに唇を結ぶ。

「だ、だって……。そういうものなのか？　別に好みだからって、簡単に仲よくなれるわけじゃないんだぞ。むしろ、新藤を好みとする女の子を選んだ方が……」

「でも、新藤くんのモチベーションは違うのではないのですか？」

　可愛かわいく微笑まれ、オレは顔を熱くしながら「ええ、まあ」と答えた。

「む──ん、そういうものなのか。で？　新藤は誰が好みなんだ？」

　軽くオレを睨にらんでくる。

「う───ん」

　微妙な気持ちになりながら、女の子たちの顔を眺めていく。集合写真を見せられ、どの女の子が好みか友人たちと騒ぐシチュエーションにちょっと似ている。どの子もそれなりに可愛かった。こんな子が一人、彼女になってくれたらいいなって思うくらいに。

「は、鼻の下を伸ばしていてばかりじゃ、駄目なんだぞ？」

　六道に軽く睨まれた。

「……よし、決まった」

「誰？」

　六道をはじめ、女の子たち全員の視線がオレに集まった。

「その前に言っておくが、まだオレは１００％、君たちの言うことを信用しきれていない」

「……分かってる」

「だから、好みの女の子は誰、って言われても、あまりピンとこないんだけどさ。それでも、仮にもし、本当にこの中の誰かとキスをするんだとしたら……、あの子がいい」

　オレは頷くと、ディスプレイの中を指差した。

　左から三番目。小柄で長いツインテ。前髪パツン、長睫まつげ、切れ長の目。敢あえて分類するとしたら、妹系の可愛かわいい女の子である。

　どれどれ、と生徒会メンバーたちはディスプレイを覗のぞきこむ。

「……新しん藤どうは、こういう感じの童顔が好みだったのかっ！」

　六りく道どうが超シリアスな顔で睨にらんできた。

「新藤さん……童顔好き……ひいいいいいい」

　三み浦うらは体をブルブルと震わせ、一いちの宮みやさんと五いつ木き先生は「なるほどなるほど」となにやら納得するように頷うなずいていた。

「なんだよ、この微妙なリアクションは！　好みの子を選べって言ったのはそっちだろ？　その子が一番、目が綺き麗れいなんだよ！」

「……この子のプロフィールはどうだろう？」

　六道が二ふたッつ谷やの方を見る。メインディスプレイでオレが選んだ女の子の顔と名前と詳細なプロフィールが拡大された。

「最も上がみ瑠る璃り。岐ぎ阜ふ県出身。一年Ａ組……私たちと同じクラスか……」

　六道はディスプレイに並ぶ文字を読み上げた。

「最上建設社長の一人娘。身長は百五十四センチ、体重四十キロ、スリーサイズは○、○、○、趣味はオリジナルアクセサリー作り、将来の夢は服ふく飾しよくデザイナー。うん、なるほどな」

「そ、そんな思いっきりプライベートまで調べてあるのか!?」

「とか言いつつ、意外に胸があるな、とか思ったんだなっ！」

　また、六道に睨まれた。

「いやあ───────」

　三浦がバッと椅い子すから立ち上がり、また、柱の後ろに隠れてしまった。

「あらあら、六道さん、あんまり苛いじめちゃ可哀かわい想そうでしょ」

「でも確かに、そんなにあるようには見えないわね。着やせするタイプかしら」

　一宮さんと五木先生も好き勝手なことを言っている。

「それで、この子からどんな兵器アームズが出てくるんだろう？」

　六道の疑問に答えるように、表示される映像が文字情報に切り替わる。“〝絶対孤高の盾スヴアリン”〟と見出しがあって、盾たての形をしたＣＧとデータのようなものが並ぶ。

「天使アポストルスの物理的な直接攻撃を99％防げる……なるほど」

　六道は腕を組んだ。

「剣に対して盾、というのは悪くないか」

「そうね。クラスが同じというのも都合がいいわ」

　一宮さんも頷いた。

「でもさ、ちょっといいか？」

　オレは首を傾かしげる。

「盾で剣の攻撃を防ぐだけでいいのか？　防ぐだけじゃ倒せないだろ？」

「ああ、そのことなら心配ないんだ」

　六りく道どうは前髪をかきあげた。

「エピタフはテッセラクト視覚サイトの高い学生が集まっている。その分、テッセラクトから破壊的な存在が発現するリスクも高い。だから、それらに対する備えもある。それを使えば、“〝エクスカリバー”〟程度の天使アポストルスなら殲せん滅めつは可能。時間さえ稼いでくれれば、なんとかなる」

「なるほどね。盾たてで防いでいる間に、その備えとやらでやっつけると」

「そうなんだ。だから生徒会としては最初のターゲットはこの子でいいと思う」

　六道が生徒会メンバーを見回すと、その後、オレの方に顔を向ける。

「後は、新しん藤どうの気持ちかな」

　ジッと見つめてくる。

「お、おう？」

「……私たちは知ってる知識を、新藤に話した。新藤を襲った剣の正体、そしてその撃退方法。撃退するためにやらなくてはいけないことも」

「ああ……」

「生き残るために、新藤は最も上がみ瑠る璃りにキスをしなくてはいけない。生徒会はそのためのサポートは惜しまない。……でも、それを行動に移すためには、新藤が私たちの言うことを信じてくれないといけないんだ」

「……」

「新藤は、私たちのことを信じてくれたか？」

　六道は真剣な表情で言い、胸に手を当てる。

　オレは六道から目線を逸そらし、ディスプレイに目をやった。

「……本当にオレがこの子とキスすれば、あの敵を倒せるのか……？」

　生徒会の立派過ぎる設備を見せられこれだけ説明を受けても、まだ半信半疑だ。

　だって天使に兵器アームズだぜ？　しかも、兵器は女の子にキスをしたら出てくるという。六道や生徒会にいるメンバーがグルになって嘘うそをついていて、オレに壮大過ぎるドッキリをしかけようとしているんじゃないかって、普通思うだろう。

「倒せる。私たちを信じて欲しいんだ」

　六道は真面目まじめな顔で頷うなずく。他の生徒会メンバーたちも同じような表情をしている。全員、本当に本気の顔をしている。

　これが、演技とか、ドッキリとか。そんなこと、あるのか──？

「なあ」

　オレは改めて、六道を見た。

「正直に言う……。さっきから、天使にテッセラクト視覚にキスで兵器……だろ？　はっきり言って、一度に大量のキーワードが出てきたせいで頭の中が混乱中だ」

「……気持ちは分かるよ」

「そういう状況だから、話を全部信じろっていうのは無理な話だ。なんだか、隠されてることもあるような気がするしな」

「……」

「ただな」

　オレは首を横に振った。

「よく分かんないけど、やらなきゃオレが殺されるってのは確実っぽい。あの剣のオレに対する殺意みたいなヤツ？　は本物だった。それに、君たちが助けてくれたのも事実だ」

　フウと、息を吐き出した。

「だからさ……、戦機乙女ヴアルキユリアってヤツをこの目で見るまでは、君たちの話を完かん璧ぺきには信じられないけどさ……分かったよ。努力してみるよ。この子にキスして、戦機乙女ってヤツを作るよう頑張ってみる」

　女の子にキスして本当にアイツをやっつけられればそれでよし。逆に……、これが目の前の女の子たちが仕掛けた壮大なドッキリだったとしても、それならそれでもいい。オレのためにここまで金のかかってそうなドッキリをしてくれるというなら乗ってやるよ。

「そうか……。よかったよ」

　六りく道どうは安あん堵どのため息をついた。

「ええ。これから始まる天使アポストルスとの戦いにおいて、最初の関かん門もんになるのは新しん藤どうくんに一連の話を信用してもらうこと……、だと私たちは言っていたんですよ」

　六道同様、ホッとした様子で一いちの宮みやさんも言う。

「どうあれ信じてもらえてよかった……。だったら新藤……」

　六道はまた真顔になってこっちを向くと、

「明日の朝一でいい。最も上がみ瑠る璃りに『オレにキスさせろよ』と迫るんだ！」

「ぶっ！」

　椅い子すから転がり落ちそうになった。

「どんな勘違いな野郎だよ！　剣に殺される前にオレを社会的に破滅させる気か！」

「新藤くんの言うとおりですよ。さすがにそれは、焦り過ぎです」

「うんうん」

　一宮さんと五いつ木き先生が首を振ってくれる。

「えっ？　駄目か？　だってキスさせて欲しいんだから、最初にはっきりと言った方がいいんじゃないか？」

　六道は不思議そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「だからって、仲良くなる前からそんなことを言ったらひかれるって！　逆効果だって！」

「そ、そうなのか？　そういうものなのか？　私なら単刀直入なのが好きだが」

　六道は不満そうな顔をする。

「なあ、六道。オレ、さっきからなんとなく思っていたんだが……」

「？」

「さっきからオレに散々キスしろとか、女の子をとっかえひっかえ仲良くなれとか、さかんに煽あおってくるけど、君自身は、そういう経験とか知識が全然ないんじゃないか？」

「えっ？　そ、そんなこと、ないぞ！」

　ドキッとしたように口の端を引ひき攣つらせる。

「それにしてはなんか女心の機微が分かってないような発言があるような」

「そ、そんなことはない。け、経験はともかく、知識は十分あるんだ。ちゃ、ちゃんと事前に、調査してあるんだ」

「調査とか言ってる時点で……」

「むっ？　信じられないって言うのか？」

「まあまあまあ」

　一いちの宮みやさんが肩を震わせながら、口を挟んできた。

「キスさせろよはともかく、早目に短い会話くらいはしておいた方がよいですわ」

「まあ、会話するくらいなら……」

「その後、仲を深めていく方法は、私たち生徒会が全力でサポートしますから」

　一宮さんが胸を押さえると、二ふたッつ谷や、三み浦うら、四し之の杜もり、五いつ木き先生も頷うなずいた。

「……真面目まじめな話、キスはいつまでにすればいいんだっけ？」

「天使アポストルスが力をつけて、再び現れるまでに、できるだけ早く……。最悪でも一週間以内」

　一宮さんは頷く。

「一週間でキス……」

　画面の最も上がみを改めて見る。自分の好みはともかく、客観的に見てかなり可愛かわいい部類に入る女の子だと思う。普通の共学の学校じゃアイドルになれるだろう。オレがこんな高たか嶺ねの花と仲良くなれるのか？　しかも、一週間でキスまでいけとか……。ハードル高すぎだろ。

「出てくる兵器アームズは、女の子の性格によって変わると言ってたよな。じゃあ、出てくるのが盾たてってことは……？」

「それだけ、最上瑠る璃りはガードがかたいと思う」

　やっぱ無理だろ、それ。前途多難な気持ちになって、オレは顔を引き攣らせた。



　　　☆



「ここもすげえなあ」

　夕焼け色に染まった眼前の建物を見上げながら、オレは一人呟つぶやいた。

　タイルの張られた十階建てくらいのビル。端々にガラスが多用された洒落しやれたデザイン。壁には生活感をできるだけ排したベランダがあって、一見、単身者向けのデザイナーズマンションあるいはリゾートホテルといった感じの外観のそれが、エピタフの学生寮だった。

　生徒会会議室から解放されたオレは、その足で寮に向かった。明日から始まる新生活に備え、色々と準備も必要だ。自分以外の生徒たちは、既に寮に戻って引越しダンボールの荷に解ほどきをしているとのことだった。

　アーチを通り抜け寮の玄関をくぐる。エントランスホールの端の寮事務所に向かった。

「すみません……。入寮手続きしたいんですけど。新一年生の新しん藤どうです」

　カウンターの窓口の前に立って中に声をかけると、奥から二十代後半くらいの女性が現れた。ショートカットの美人。モデルのように体型がグラマラス。白いブラウスのボタンが、弾はじけ飛とばんばかりに胸がせり出していた。パッと見、寮母っぽくない。

「すみません。ちょっと入寮時間に間に合わなくて」

「あ──。生徒会から聞いているよお」

　一度奥に引き返すと、カードキーと携帯電話を持って戻ってきた。

「部屋が変わったことは、聞いてる？」

　カウンターから顔をニュッと出してきた。胸元が見えそうになったので視線を背ける。

「いいえ」

「７０５から５０１に急きゆう遽きよ変わったのよ。引越し荷物もさっき移動させてもらったから」

「はあ、そうですか」

　上の階の方がよかったが、理由を聞くほどでもなかった。

「これが部屋の鍵かぎ。引越し業者が出入りするから、今日は夜まで鍵が開いているわ。貴重品は持って出てね。後、これは携帯電話。学園の中じゃ、これしか使えないからね」

　携帯電話の話は聞いていた。最新型のスマートフォンのような外観をしている。

「じゃあ、荷に解ほどき、頑張ってね」

　寮母さんはニッコリ笑う。別れ際に、井いの上うえ茜あかねと、名前を教えてくれた。

　あっさりと入寮手続きは終わり、オレはエレベーターで五階まで上がる。「５０１」はエレベーターから降りて、すぐ目の前の部屋だった。

　言われた通りドアに鍵はかかってなかった。中に入ると、六畳くらいのフローリングの部屋に、備え付けのベッドとクローゼット、机。ベランダに出られる掃き出し窓の前に、寮母さんが運んだダンボールが並べてある。確認はしなかったが、入ってすぐの廊下にあったドアの奥にはトイレと風呂があると思われた。

「なんもする気がおきねえな」

　ベッドの上にバタンと腹ばいに倒れる。朝から意味不明なことが連続し過ぎて、脳みそが疲弊している。学校は女子ばかりだわ、同志扱いされるわ、巨大な剣が襲ってくるわ、女の子にキスして兵器アームズを作れって言われるわ……。

「なんでこんなことになったんだか……」

　さっきからため息ばかりが出る。女の子とキスしないといけない。しかも一週間以内に。かなりハードル高い。これが恋愛シミュレーションゲームなら間違いなくクソゲーだ。そもそも、キスしたらなんで兵器が出てくるのか、そこんとこがやっぱ意味が分からないし。

　オレになんで、そんな能力があるのかも不明のまま。意図的にボカしてたのは間違いない。一体、どうやって出てくるんだ？　想像もできねえよ。

　そんなことを考えながら、ベッドの上に仰あお向むけになってボーッとしていると、手元に学園公認のスマートフォンが転がっているのに気がついた。

「？？」

　自分のならさっき寮母さんから受け取ったものが、ポケットに入ったままだ。なぜ、携帯電話が二つも？

　手にとる。メールソフトの、未送信メールボックスの画面が開いていた。

「な、なにいい？？」

　思わず声を上げた。未送信ボックスに五十件くらいのメールが入っているのだ。ここまで未送信を貯ためこむことも、あまりないのではないだろうか。

　その時、バスとトイレがあるらしき壁の方向から物音がした。ガラガラと、扉でも開けられたような音である。

「なんだ？　誰だれかいるのか？」

　首を捻ひねりながらベッドから降り、ドアの前までいく。

　何の考えもなくドアを開く。

　中はトイレと洗面所があって、その奥にユニットバスがある構造のようだ。でもって、全開の洗面所とバスを隔てる蛇腹のドアの向こうに、

「？？？」

　……誰かいる。あまつさえハミングしながら、タオルで濡ぬれた髪を拭ふいている。

　呆ぼう然ぜんとしながら、オレは目を凝らす。小柄な体、透き通るような真っ白な肌、細い足、小さくくびれた腰、控えめに膨らんだ胸の膨らみ……って、

「！！！！！」

　お、お、女の子だああ。女の子がいるっ！　そ、そ、そ、それも全裸で！！！！！！！！！　ちょっ！　なんで女の子がオレの部屋の風呂場にいる？？！！

　ドアノブを持ったまま硬直していると、髪にタオルを巻きつけた女の子が、ふいにこっちを向いた。女の子の全身が、生まれたままの姿で目に飛びこんでくる。大事なところを自主規制という名の湯気で隠そうともせずに。

「！」

「！」

　目が合った。女の子が目をパチクリとさせる。前髪パツンに、長い後ろ髪。長い睫まつげに縁取られた大きな瞳ひとみ、文句なしで可愛かわいい、そして、見覚えのある顔。しかもついさっき見た。

「最も上がみ……瑠る璃り!?」

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　その名前を呼んだのと同時──。

　空気を切り裂くような、学生寮中に響き渡る悲鳴が上がった。



　オレは最上瑠璃と最悪の出会い方をした。
















　　　　　３章　《隣の席の孤高少女》







　ジリリリリリリリリリリリリ──。

　暗くら闇やみを切り裂くけたたましいベル音で、オレは覚かく醒せいした。ガバッと布団を跳はね除のけ、目を半分ほど開ける。

　ありゃ、ここ、どこだ……？　寝ぼけた頭でちょっと考えてしまった。天井の壁紙と照明をジックリ観察している内に、ようやく状況を正しく認識できる。ここは自宅のマンションではなく、昨日、入学した学校の寮だということを。

　ゆっくりと上体を起こし、ようやく携帯電話の目覚ましアラームを止とめた。周囲を見渡す。ワンルームアパートのような細長い部屋。ベッドと机、そしてベランダに出られる掃き出しの窓には遮しや光こうカーテンがかかっている。

　寝起きの気分は最悪。昨日は色々ありすぎて、一晩寝たくらいじゃ回復しそうにない。

　ベッドから降り、まだ荷に解ほどきの済んでいないダンボール箱の間をすり抜けて窓の前に立つ。両手で勢いよくカーテンを開いた。

「おっ」

　目の前に絶景が広がる。朝日に照らされたキャンパスだ。森に囲まれた緑の丘きゆう陵りよう地ちに、都心のビルのような近代的な校舎が無数に立っている。日の光を受けた金属質の外壁が、宝石のようにキラキラと輝いている。

　校舎に向かって芝生の丘陵の中を伸びる通学路を歩く、真新しい制服に身を包む生徒たちの姿が見える。見える限り、見たところ全員、女の子だ。そんな絶景を見ていると、憂ゆう鬱うつな気分が少し和らいできた。

　顔を洗うために洗面所のあるユニットバスへ向かう。昨日、事件があった場所。部屋に入った瞬間、昨日の事件の光景が頭に浮かぶ。人生で初めて見た女の子の全裸。寝ている間も何度も思い返したくらい鮮烈だった。そして、その裸の人物こそが、

「──最も上がみ瑠る璃り」

　写真より可愛かわいかったような気がした。裸の効果を差し引いても。

　昨日のこと、六りく道どうたちに報告しないといけないか……。

　歯を磨きながら思う。現在、最上瑠璃のオレに対する好感度は最悪、のはずだ。というのも、オレの懇切丁寧な説明により、部屋を間違ってオレの部屋でシャワーを浴びるというミスをしたのは彼女の方だということが分かった後も、彼女の剣けん幕まくは全く収まらなかったのだ。この世に存在するありとあらゆる罵ば詈りをオレに浴びせて、携帯電話だけ持って本来彼女の部屋である隣へ戻っていった。一晩明けても根に持っていることは確実だろう。

　最悪、ターゲットを変更しなくてはいけないかもしれない。歯ブラシをコップに置いていると、ふと、トイレのタンクの上に、ピンク色のポーチが置いてあることに気がつく。

「なんだこれ？」

　自分の持ち物に、あんなファンシーな色の物はないはずだ。

　もしかして、これ、最上のかもしれない。昨日、あの事件の後、ものすごく興奮していたので忘れて帰ったのか。中にはお化粧道具でも入っているのだろう。

　どうやって返すか……。ポーチを元の場所に戻しながら、オレは肩をすくめた。

　ユニットバスから出ると、寝巻きのジャージから制服に着替えた。まだ教科書もノートも入っていない鞄かばんに、部屋の鍵かぎと財布と携帯電話を放ほうりこむ。

「よし、じゃあ、いってきます」

　無人の部屋に声をかけてドアから外に出る。同時に、横の部屋の扉も開いた。

　ゲッ──。思いっきり目が合った。隣の部屋の住人、最上瑠璃と。

　最上は生徒会会議室で見た写真と同じように、リボンで留めたツインテールの髪型に白を基調としたブラウスとプリーツスカートにリボンの制服が、よく似合っている。

　最上は、一瞬顔を薄うす紅べに色いろに染めた後、全身をプルプルと震わせ始めた。大きな瞳ひとみをつり上げて、オレを睨にらみつけてくる。

「お、おはよう……」

　オレは引ひき攣つったような作り笑いを浮かべ、ぎこちなく手を上げた。最上はしばらく赤い顔を震わせていたが、やがて、プイッと顔を背けた。

「……強ごう姦かん魔は死ねばいいのに」

　吐き捨てるように言うと、階段の方へ小走りで去っていく。

「ご、強姦魔───？！！！！」

　な、なんで覗のぞきがそこまで発展しますか!?

「そもそも昨日のアレは、オレのせいか？　全部オレが悪いのか？」

「なに、朝から一人ごと言っているんだ？」

「うおっ！」

　いきなり背後から声をかけられたので、オレは大きなリアクションで仰のけ反ぞった。恐る恐る振り返ると、切れ長の目の美人がそこに。六りく道どう麻ま奈ながニコリともせずに立っていた。

「新しん藤どう、おはよう」

「お、おう。おはよう。ってか、なんで六道がここにいんだよ」

「私がいたら駄目か？」

　むすっと頬ほおを膨らませる。

「いや、別に駄目じゃないけど、単純に今、ここにいるのが不思議なだけで……」

「不思議ではない。だって、私もこの寮に住んでいるのだから」

「まじかよ。学園長の癖に、寮に暮らしてるのか？」

「その方が新藤に何かがあった時、対処しやすいじゃないか」

　六道は長い髪をかきあげた。

「そりゃそうかもしれないけど……」

「それより、さっき、新藤、最も上がみとなにか揉もめてなかったか？」

「そ、そうか？」

「はっきりと聞こえてなかったが、『強姦魔は死ね』とか言われてたような……」

「はっきりと聞こえてる───！」

「やっぱりそうだったのか。なんとなく、最上の口の動きがそう見えただけなんだけど」

「読どく唇しん術じゆつかよ！」

「新藤がどうして強姦魔扱いされるんだ？」

　六道は不信そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「もしや強引にキスを迫ったのか？　あれだけ無理やりは駄目だと言ったじゃないか」

「つーか、お前は思いっきり煽あおってなかったか？」

「だからって本当に迫る人がありますか！」

「ありますかって、キャラ違うだろ！　ってか、迫ってねえよ。もっと事態は深刻なんだ」

　周囲に人がいないことを確認して、昨日あった事件のことを説明する。部屋を間違った最上がオレの部屋でシャワーを浴びていて、運の悪いことに裸を見てしまった、と。

「なるほど。そんなことがあったのかあ」

　六道は腕を組んで、少し考えるような仕草をした。

「そうなんだよ。勝手にオレの部屋でシャワーを浴びていたのに、最上は一方的にオレを悪者扱いするんだ」

「う──ん。急きゆう遽きよ、新しん藤どうの部屋を彼女の隣にしたのは、失敗だったかもしれない」

「部屋を変更したの、やっぱ、お前の差し金!?」

「でも、惜しかったじゃないか。その時、ついでにキスすればよかったのに？」

「なんのついでだよ！　覗のぞきの上にキスなんかしたら、それこそ完全に犯罪者だ」

「裸も見られたしキスもいいかな、って思ったかもしれない。大盤振る舞いだな」

「んなわけがない！」

　オレは大きくかぶりを振った。

「と、とにかく、そういうわけで最悪の出会いをしてしまったんだ。あいつのオレに対する好感度は最低最悪だ。挽ばん回かいの可能性があるかどうかも分からない。ゲームならイベント前まで戻ってるところだ。……傷が浅い内に相手を変えるというのは、ダメか？」

「だーめ」

　六りく道どうは首を振った。

「なぜにい！」

「まず第一に、彼女が今回の作戦に対して最適な人材だから。第二に、この程度の事件で諦あきらめていたら、ターゲットを変えたところで上う手まくいきっこないから」

「この程度って言うけどさ。彼女にとっては裸を見られたのって、大きな事件だと思うぞ」

「そうか？　漫画やアニメではこういうサービスイベントがあったカップルは大体、上手くいっているようだが？」

「漫画を現実と一緒にするなよ。ってか、前に言っていた恋愛の調査って、まさか漫画を読んだだけじゃないだろうな？」

「えっ？」

　…………。一瞬、六道の表情が固まった。

「な、なわけ、ないだろ？　漫画でしか知らないなんてこと、あるわけないじゃないか？」

「なんなの今の間！」

「と、とにかく！　ターゲットを変えるのは駄目なんだ。もうちょっと頑張って欲しいな」

「……分かった」

　オレは渋々頷うなずく。

「じゃあ、私は一足先に学校に行くから。新藤は登校する前に、そのボサボサの髪をなんとかした方がいいかもしれない」

　そう言って六道はポンとオレの頭の上に手を置いた。その時、ブラウスからフワッといい匂においが鼻び腔こうをくすぐったので、オレはドキッとした。

「じゃあ」

　六道は硬直したオレの前で反転すると、階段の方へ小走りに駆けていく。オレは六道に触られた頭に手を当てた。確かにボサボサだ。

「櫛くしを通してくっか」

　なんたって、今日から通う学校はほぼ女子校だ。身だしなみには今までより気を使う必要があるだろう。



　一階のカフェテラスで朝食をとって寮を出ると、既に八時を回っていた。今日は昨日に引き続いて学校の説明のみで集合時間も遅いが、学校生活の初日としては出遅れ感。事実、通学路の女の子の姿もまばらで、どう見ても寝坊したような子ばかりだった。

　昨日見たときも思ったが高等部校舎はピカピカで、近代的なビルのような感じだ。チリ一つ落ちていない下げ駄た箱ばこで革靴を履きかえると、二階の教室へ向かう。教室横の掲示板に押しピンで配席表が張られていた。自席を確認する。

　後ろの方の席。だが、その横の席の名前を見て、オレは「げっ」と声を漏らした。

　最も上がみ瑠る璃り、と書いてある。

「やってくれるなあ……」

　生徒会か五いつ木き先生の仕業に間違いない。表を見ていくと、昨日は気がつかなかったが六りく道どう、三み浦うら、そして、四し之の杜もりの名前もあった。生徒会メンバーが軒並み同じクラスにいる。

　陰いん鬱うつな気持ちになりながら教室に入る。席についていた女子たちの視線が一斉に、こっちに向く。やはり全員が女子。クラスにはオレしか男はいないようだ。

　中に入る。昨日に比べると反応は小さい。「おはよう」と声をかけてくれる女の子もいる。教室には六道の他に、三浦と四之杜の姿も既にある。六道は一番前の席で片かた肘ひじをつき、三浦はオレが見るとサッと顔を背け、四之杜は昨日と同じように黒っぽく改造された制服を着ていた。そんな生徒会メンバーにチラチラと視線を送りつつ、オレは自席までいく。

　配席表通り、横の席に最上がいる。オレの顔を見ると、「なんで？」ってものすごく嫌な顔をされた。オレが自席の横までいくと、眉まゆを逆ハの字にして睨にらまれた。

「ちょっと！　なんでここにくんのよ！」

　クラス中に聞こえるような声で叫ばれた。

「い、いや、なんでっていうか……。ここ、オレの席なんだけど……」

「ホントに!?」

　すごい勢いで教室から飛び出していくと、またすぐに帰ってきた。

「最悪……」

　唇をギュッと閉めると、席についてバンと机を叩たたく。それっきり、しかめっ面でそっぽを向かれてしまった。

　教室が再びざわついた。オレがどんな態度を示せばよいのか分からず、呆あつ気けにとられていると、世話やきそうな女の子数人が、最上の席を取り囲んだ。

「……なにかあったの？　彼と知り合い？」

「あなたたちには関係ないでしょ？」

　冷たい目で睨んで、ピシャリと。その言い方があまりにつっけんどんなので、近づいた女の子たちは、「ゴメン」と言って、そそくさと帰っていった。最上の態度が冷たいのは、オレだけではないらしい。ちょっと、女の子たちに申し訳なく思う。

「なあ、その……最も上がみ」

　突っ立ったまま、話しかけた。

「話しかけないで！」

「いや、昨日のことを、ちょっと謝りたくてさ」

「だから、話しかけるの禁止だって！」

「いや、しかし……」

　キッと睨にらまれたので、それ以上言うのは止やめた。言えば強ごう姦かん魔と叫ばれそうだし。

　オレはため息をつくと、自席につく。つーか、とりつくしまもない。今後、仲良くなれるような展望が全然見えない……。

「新しん藤どうくん、おはよう」

　ため息を重ねていると、最上と逆側の席に登校してきた女の子から、声をかけられた。

「あれれって、そうか」

　斉さい藤とうさんだった。最上に注意が行っていたんで全然気がつかなかったが、最上の反対隣は斉藤さんだったらしい。

「おはよう」

「トイレに行ったっきり、帰ってこないから心配してたんだよ。無事寮には入れたの？」

「ああ、一応。あの後、いろいろと事件があってさあ」

　で、ものすごい体験をしたのだが、さすがに話さないほうがいいだろう。

「ふ──ん、事件かあ。もしかして、それがあっちの子のトラブルと関係してる？」

　斉藤さんは最上の方を見ながら、声を細める。

「関係あるようなないような……。実は寮の部屋、彼女が隣で……。昨日、色々と……」

「ああ、生活音とか？」

「もうちょっと、違う感じの……」

「そうなんだ。彼女、ツンツンしてるもんね」

　笑って肩をすくめる。

「まあ、何か困ったことがあったら相談してね。力になれるかもよ」

　笑え窪くぼを凹へこませて、ニコッと笑われる。正直、救われた。こっちのお隣さんは、ものすごくいい人だ。この学校で普通の人にあまり会っていないせいか、妙に感動する。

「そういえば、内うち田だくんには会った？」

「いや。あいつも寮は同じなんだよな？」

「部屋は知らないけど。昨日の夜、寮の食堂で、一人で食べていたから声をかけたんだあ」

「はあ。そしたら？」

「暗い顔をしてた。ホームルームでＤクラスの女の子に合コンしようとか言って声をかけまくったせいで、ひかれまくって、完全に孤立したって。ハーレムどころじゃないって」

「悲惨だなあ」

「もう学校辞めたいって」

「はやっ！　まだ初日だろ？」

「で、私だけでもハーレムに入ってくれって言われて泣かれちゃった」

「泣きべそかいたの逆だった！」

「もちろん、断ったけどね！」

　斉さい藤とうさんは微笑ほほえみながら、親指を下へ向けた。

　……斉藤さんの怖さのような物を見た気がする。

「つーか、女しかいないから絶対にモテモテって話はどうなったんだよ」

「その考えが甘いんだよね。男が少ないからって女の子は甘やかしたりしないよ」

　斉藤さんの言葉を心に留とどめておこう。これからオレは内うち田だがやろうとしていたことに近いことを、しないといけないからな。

　そうこうしている内に、チャイムが鳴った。すぐに教室のドアが開き、五いつ木き先生が入ってきた。黒いビジネススーツをビシッと決めて、髪もアップにまとめている。

「では、ホームルームを始めます」

　五木先生が黒板の前に立って微笑を浮かべると、教室はスッと静まり返った。

「今日は正式な席順で座ってもらいました。今学期はこれでホームルームや授業を受けてもらいます。そう言っても、来週までは学校紹介ばかりで授業はありませんけどね」

　しっとりと笑う。昨日、生徒会で見た時とは違う、大人の女性の雰囲気を醸し出している。

「先生、お願いがあります」

　突然、隣の席の最も上がみが立ち上がった。

「なんですか？　最上さん」

「私の席を、替えてくれませんか？」

「どうして？」

「……理由は言いたくありません」

　最上はそう言って、口をすぼめた。

　オレは胸を撫なで下おろす。もし、みんなの前で覗のぞきを暴ばく露ろされたりしていたら、クラスの他の女子たちにどう思われていたか。

「う───ん、ゴメンなさい。最初はこれでやってくれないかな？」

　五木先生は申し訳なさそうな顔をした。

「……分かりました」

　納得のいかない表情で最上は着席した。

　教室に小さなザワメキがおきていた。クラスメイトのみんなが最上の方を見ている。ワガママな子と思われているかもしれない。裸を見られたから、と理由を言えばみんな同情してくれただろうに。う──む。これはちょっと。さすがに、最上に申し訳ないか……。

「あ、先生」

　オレも挙手して起立した。

「実は最も上がみさんと、昨日、ちょっと……、トラブルがありまして。オレが悪かったんですけど。そういうわけなんで、彼女が席を変えたいというのには理由があります。オレ、席を移動してもいいですが……」

「えっ？　う──ん」

　五いつ木き先生がチラッと目を動かした。視線の先にいる六りく道どうが、首を振った。

「ダメです」

「……」

　先生、思いっきり六道の言いなりかよ？

「トラブルがあったのなら、その関係を修復するのが高校生というものですよ」

　しかも、なんかいっぱしに先生らしいこと言ってるし……。

「……分かりました」

　首を振りながら、オレは腰を下ろす。

　六道がオレと最上を隣同士においておきたい、と思う気持ちは分かる。だが、今のこの険けん悪あくな状況だと逆効果だと思うんだがな。

　ため息をつきながら、チラッと最上の方を見やると、少し驚いたような表情でオレの方を見ていた。席を変えてくれってオレが頼んだのが意外だったんだろう。

　だがオレと目が合うと、また元のムッとした顔になってそっぽを向かれる。

　やっぱ逆効果じゃないか？　これ……。



　二日目の学校は授業はなく、学校生活の説明だけで午前の内に終わった。斉さい藤とうさんと学校で昼食をとり、昼過ぎには寮に戻ることができた。

　夕飯にはたっぷりと時間がある。終わっていない荷に解ほどきをしようと思って、自室の前までいくと、隣の部屋の前に最上が立っていた。通学鞄かばんのチャックを開けて、手で中をまさぐっている。オレがドアの前に立つと、一瞬、こっちを向いて、すぐに顔を背けられた。

　オレは無言で自室のドアにカードキーをかざした。なにか声をかけようかと思ったが、今朝、話しかけるな、と言われたばかりなので自重。そのまま自室に戻った。

　こんな調子で本当に最上と仲良くなれるんだろうか……。

　ベッドの上に胡坐あぐらをかいてオレはため息をつく。一いちの宮みやさんには今日中に知り合いくらいにはなっておけ、と言われたが昨日の間に知り合いを通り越して“〝敵”〟になってしまった。完全にマイナスからのスタートだ。脈が無さそうなら、早急にチェンジしたいところだ。

　明日にでも六道たちに相談しよう、と思う。そして、なんだかんだ言って、真面目まじめに女の子にキスしようとしている自分に軽く驚く。

「さてと──」

　オレはベッドから下りると、部屋の隅に積み重ねられたダンボール箱へ目を向ける。昨日、荷解きができなかった分、今日、頑張るしかないだろう。

　どれから開けていくか考えていたところ、ふいに喉のどの渇きを覚えた。一階の自販機に行こうと、部屋から出る。

「？」

　驚いた。まだ、最も上がみが彼女の部屋の前にいる。さっきと同じように、鞄かばんの中を検分している。ずっとその場にいるような感じだ。

「どうかした？　なんかあったのか？」

「べ、別に……」

　最上は少し焦ったような表情で、チャック全開の鞄を両腕で隠すような仕草をした。

「……お前、もしかして」

　オレはドアと鞄を見比べながら、コメカミを掻かいた。

「もしかして、鍵かぎ、なくしたとか？」

　最上の白い頬ほおがサッと朱に染まった。

「ち、違うに、き、決まってるでしょ！」

「でもって、スペアキーがなかに残されてるのか？」

「だから、違うわよっ！　それより、私に話しかけないでって言ったじゃない！」

「へいへい、そういえばそうだった」

　肩をすくめると、その場を立ち去る。エレベーターで一階に降りて自販機へ向かっていると、寮母の井いの上うえさんとばったり出会った。

「新しん藤どうくん、荷に解ほどきは終わった？」

　井上さんが、ニッコリと微笑ほほえんで話しかけてきた。カリグラフィの書かれたＴシャツにジーパンというラフな格好。Ｔシャツは豊満な胸の谷間を強調するように、襟えり首くびが大胆にカットされていて、またしても目のやり場に困る。

「いえ、いまやっている途中。ってか、よく、オレの名前、覚えてますね」

「だって、この寮に住んでる男子って、君しかいないし」

「そうか、そりゃそうですよね」

　やっぱそうか。少なくとも高校生の男子はオレ一人らしい。

「あ、そういえば……」

　少し悩んだ末、そのまま行ってしまいそうだった彼女をオレは呼び止とめた。

「５０２号室の最上さんが、部屋から締め出されたみたいで。鍵をなくしたかも」

「それは可哀かわい想そうね。分かった、じゃあ、事務所のマスターキーで開けてあげるわ」

　そう言って、井上さんは小走りで事務所に駆けていった。走りながらゆっさゆっさと揺れる胸が、思春期のオレには気になった。

　予定通り自販機でジュースを買って、カフェテラスで十分くらい暇を潰つぶすと、五階の部屋に戻った。最上の姿は既にない。

　ピッ、とカードキーで開かい錠じようした時、突然、隣の部屋のドアが開いて、最上が出てきた。こっちを向いたので、オレも中に入る足を止める。

　最上はいつもと様子が違った。なんだか戸惑ったような顔を、下の方へ向けていた。しばらく、無言の時間が流れる。ややあって、

「その……」

　最も上がみは下を向いたまま、唇をモゴモゴと動かした。

「……ありがとね」

　蚊の鳴くような声でそんなことを言う。そして、困ったような上目遣いでオレを見る。

「えっ？」

「寮母さんに……。言ってくれたんでしょ？」

「ああ？？　う、うん」

　狼ろう狽ばいしながら頷うなずく。いや、感謝された理由は分かっていたが、最上がそんなことをオレに言うとは思っていなかった。むしろ、迷惑がられると思っていたのだが。

「それとね、まあ、昨日のは、私も多少は悪かったかもしれない」

　視線を逸そらして、そんなことを言う。

　あれ、と思った。最上って、意外と素直な性格をしてるじゃないか、と。今朝までのあの極端に攻撃的な感じは、裸を見られて混乱していただけかもしれない。

「いや、うん、オレもいきなり開けて悪かった。まさか、中に人がいるとは思わなくて」

　そう言うと、最上は昨日のことを思い出したのか、白い頬ほおを赤くしていた。

「あと、話しかけるの禁止は、止やめにしてあげるわ」

「そ、そう、よかった」















「挨あい拶さつとか、必要最小限の声かけは許してあげる。答えるかどうかは分からないけど」

「……」

　全面的に心を許してくれたわけではないらしい。まあ、そりゃそうか……。

「あ、そうだ。なんか最も上がみの忘れ物があったんだった」

　急いで部屋に戻ると、最上がトイレに忘れていったポーチを取ってきた。

「これな」

　最上に渡そうとした時、

　ポーチの横のチャックから、ポトッと。

　白いレースハンカチのようなものが落ちた。

「わりい」

　反射的に、ハンカチの端をつまんで拾い上げた。

　ブラーンとオレの目の前で、白い布地が広がった。

　コメカミがピクピクと引ひき攣つった。オレが拾い上げたのは、どう見てもハンカチではなさそうだった。そもそも形が四角ではなく三角形である。オレの知る限り、レースのついたそのような形をした物は一つしかない。パンツだ。

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　最上は首まで真っ赤になった。肩を震え、髪が逆立ったように見えた。

「ご、ごめん。ま、まさか、こ、こんな物が……、入っているとは思ってなくて……」

　慌ててパンツをポーチに戻しながら、しどろもどろに言う。

「……他に、言うことはないの？」

「えっ？　え───っと、最上って白無地派なんだな……」

「やっぱり、死ね」

　最上は叫ぶと、オレからポーチを奪い取り、バタンと大きな音を立てて部屋に戻っていってしまった。その扉をジッと見つめながら、オレは呟つぶやく。

「……最低だ」

　せっかく修復しかけた関係が、また悪化してしまった……。

「……最上との仲が、進展したみたいだな」

「うおおおおおいいい」

　背後からいきなり声が聞こえたので、オレは軽く飛び上がるくらいに驚いた。振り返ると、腰に手をあてた六りく道どうが立っていた。しかめっ面で……。

「お前……、気配もなく背後に立つのは止やめろよ……」

　答える代わりに、六道はオレの部屋を指差した。オレがカードキーで扉を開けてやると、先にズカズカと部屋の中に入っていく。

「雑然としてるな」

　部屋を見渡しながら、六道はそんなことを言う。

「荷に解ほどきが済んでないんだ。入学式に合わせて親が荷物を送りつけてきたからな」

「実は私の部屋もそうなんだ」

　恥ずかしそうにそんなことを言う。

「悪いけど、ベッドの上にでも座ってくれ」

「うん」

　六りく道どうは素直に頷うなずいて、ベッドに腰掛けた。オレも勉強机の椅い子すに座る。

「その、よかったな。最も上がみと少しは仲良くなれたみたいじゃないか」

　六道は嬉うれしいような悲しいような複雑な表情をした。

「いや、そんなでもないぞ」

「謙けん遜そんしなくてもいい。パンツをプレゼントされるくらい、仲が進展してたじゃないか。私とてパンツを新しん藤どうにプレゼントするのは抵抗があるくらいなのに。気持ち悪くて」

「いや、パンツもらってないよ!?　つーか気持ち悪い？？」

「でも、手に持ってたじゃないか。もしかして、また強奪したのか？」

「ま、またって？　人を下着ドロの常習犯のように言うなよ。あれは、忘れ物なんだよ！」

「……そうなのか？」

「そうだよ。忘れ物を返してただけだ」

「そうか。てっきりパンツを交換しあうくらい、仲良くなったのかと思った。若い男女が仲良くなるとそんなことをする……と、聞いたことがあるからな。五いつ木き先生から」

「その情報は一般的じゃない！　ってか、やっぱ、六道の恋愛の知識はどこかおかしいぞ」

「まあ、それはともかく」

「強引に話題変えた！」

「冷え切った関係を、どうやって会話できるまでに向上させた？　薬でも使ったのか？」

「使ってないよ！　ってか、そんなの持ってないし!?」

「じゃあ、どうやった？」

「いや、狙ねらったわけじゃないんだけどさ……」

　カードキーの事件のことを話す。

「最上には悪いけどカードキーを紛失してくれたお陰で、関係修復ができた形だな」

「なーるほど。そういうことか」

　言いながら、六道は一枚の寮のカードキーを机の上に置いた。

「おい。ま、まさか、それ」

　オレはカードキーを凝視した。

「最上の部屋の鍵かぎだけど、なにか？」

「なにかって！　それ、ど、どうやって……」

「うん。今朝の校舎内の案内の時に、鞄かばんから失敬した」

「学園長がそんなことしていいのかよ！」

「も、問題ないぞ？　学園長は、学園内では絶対的な権力を持っているし……治外法権？」

「問題ありまくりだって！　しかも絶対権力を持ってる割にやることがセコイよ」

「……だって、今朝、新しん藤どうが自信を無くしていそうだったから……。なんか手助けできないかなと思ったんじゃないか！」

　六りく道どうはムスッと頬ほおを膨らませた。

「……鍵かぎを盗んでどうやって助けるつもりだったんだ？」

「えっ？　……た、例えば、盗んだカードキーを、新藤の鞄かばんにこっそり忍ばせておくとか？」

「それでどうなるんだ？」

「紛失した部屋の鍵が、後日、新藤の鞄から発見されて……」

「オ、オレ、嵌はめられてる──!?　絶対にオレが盗んだと思われるじゃん！」

「ん？　た、確かにそうだな。それで最も上がみが新藤に感謝して、仲良くなるシナリオだったんだが……変だ、どこでおかしくなったんだろう？」

　真面目まじめな顔で腕を組む。

「いや、最初から破は綻たんしてるって、そのシナリオ！」

「でも、結果的に関係がそこそこ修復されたんだからよかったんだ」

　ニコリともせずにそんなことを言った。

「……結果的にはね」

　少し得意げな顔をする六道に、オレはやれやれと首を振った。

「とにかく、これは渡しておくよ」

　六道はカードキーをベッド脇のサイドテーブルに置いた。

「いや、渡されても困るんだが」

「これを使えば、さらに仲が発展するかもしれない」

「どう使ったら!?」

「夜、部屋に入りこんで、キ、キスを迫る？　よ、夜よ這ばい？　先生から聞いたことがある」

「せっかく修復した関係が悪化するわっ！」

「とにかく今の関係に安住することなく、さらに仲良くならないといけないんだ。そして、日曜日までになんとかキスをすること。さもなくば……」

　最後まで言わずに六道はベッドから立ち上がると、ベランダ際に立つ。窓から流れる風で、長い髪が靡なびく。六道は眩まぶしげに目を細め、揺れる髪を耳にかけた。

「なあ、六道……」

「？？」

「前にも聞いたかもしれんが、六道たちが……、オレを助けてくれる理由はなんだ？」

「……今は言えないんだ」

「オレが特殊な能力を持っていることを、どうして知ってるんだ？」

「それも言えない」

「全部秘密なのか？」

「ゴメン……」

　六道は申し訳なさそうな顔をする。

「でも嘘うそはついてない。新しん藤どうを守ろうとしているのは本当。それだけは真実なんだ」

　六りく道どうは眉み間けんに皴しわを寄せてこっちに顔を向ける。その鳶とび色いろの目を見ていると、六道のことを信じたいと思えてくるから不思議だ。そして、なぜか、どこか懐かしいような感覚……。

「なんでそこまで、新入生の一人に過ぎないオレのためにやってくれるわけ？」

「……」

「……もしかして、六道、昔からオレのこと知ってるとか？」

「……」

　六道は険しい表情のまま、こちらを見ている。

「……なぜそう思うんだ？　私が守ろうとするからだけか？」

「いや、初めて見た時も思ったんだけどさあ、なんとなく。六道の顔、なんか見覚えがあるような気がすんだよな」

「いや……、それは勘違いだ。私は新藤とは会ったことはない」

　そう言って、六道は目を細めた。

「？」

　もしや今、笑ったのか？　そういえば、六道がちゃんと笑ったところを見たことがない。

「じゃあ、新藤。また明日」

　そう言って、六道は手を上げると、部屋から出て行った。

　六道が消えていったドアをオレはいつまでも見つめていた。
















　　　　　４章　《六道の秘密》







　カフェテラスと呼ばれている寮の食堂は、一階の玄関から一番奥の方にあり、寮生に朝食と夕食を提供してくれている。カフェテラスを名乗っているだけあって、外に面した壁が一面ガラス張りというお洒落しやれなデザイン。ガラスの向こうには、芝生と白しら樺かばの林で作られた中庭がある。木立に設置された巣箱の小鳥を見ながら、食事を楽しむ趣向なのだ。メニューは朝も夕もバイキング形式で何でも好きなだけ食べることができる。

　最も上がみと微妙に雪解けした（？）翌日の朝、オレは制服に着替えて鞄かばんを持って、昨日よりも三十分も早くカフェテラスに向かった。中に入ると、キョロキョロと首を動かす。

　いるはずだ。玄関傍そばの壁に耳を当て、隣の部屋の扉が開けられるのを待っていたのだ。

　見つけた。最上は四人席で一人で食べている。オレはお盆に適当にパンと目玉焼きとコーヒーを置くと、最上のテーブルに近づいていく。

「おはよう」

「……」

　最上は無言でジロッとこっちを見た後、

「おはよ」

　と、小声で答えた。

「ここで食べてもいいか？」

　なんで？　って顔をされる。

「まあ、いいけど」

　ホッとした。修復した関係は維持されているらしい。

　最上の前の席に座る。

「ここのご飯、美お味いしいよな」

　パンを頬ほお張ばりながら言う。

「そう？　だってなんだかフワフワしてないし、香りもよくないし」

「そっか。最上はお金持ちの家出身だから」

「なんで、人んちの財政事情を知ってるの？」

　ムッと眉まゆ尻じりを上げた。

「い、いや、最上って、お嬢様の雰囲気があるからさ」

「ふ───ん」

　イマイチ納得いってなさそうな顔をされ、オレは作り笑いを浮かべた。

「そ、それより最上さ」

「なに？」

「昨日、学校でずっと一人だったよな？　学校説明の時も一人だし。行きも帰りも」

「そうだけど？」

　なんでそんなことを知ってるの？　って顔をされる。

「いや、なんでかなあと思って。一緒に行くヤツ、いないの？」

「いないけど。だって、人と一緒にいるのって面倒くさいし」

　最も上がみは小さく切ったソーセージを口に運びながら言う。

「面倒？　そ、そうか？」

「そうよ。それに、私、この学校、嫌いだし」

「嫌いになるの早いな。まだ三日目じゃないか」

「というか、最初から来たくなかった。テッセラクト視覚サイトだかなんだか知らないけど、私は興味ないのに……」

「なのに入学したの？」

「それは……って、なんでこんなこと、アンタに話さないといけないのよ！」

　最上は急に眉まゆ尻じりをキッと上げると、オレを睨にらみつけてきた。

「勘違いしないで欲しいんだけど、アンタがしたことは許されるわけじゃないのよ！　変に馴なれ馴なれしくしないで！」

　バンと音を立てて立ち上がると、トレイを持って去ってしまった。

　し、しまったあ。早まったか。オレがガックシと首をうな垂れながら、コーヒーを口に運ぼうとしていると、

「着々と、仲良くなっているみたいじゃないか」

「うおおっ」

　コーヒーを吐き出しそうになった。後ろの席に六りく道どうがすまし顔で座っていた。

「お、お前、いつから……」

「最初からいたんだぞ？　気づいてなかったのか？」

「気づかねーよ」

　こいつ、忍者のように気配を消せるのか？

「そんなことより、巧うまくいってるみたいじゃないか、最上と。──フンッ」

　仏頂面でそんなことを言う。

「……あれが巧くいってるように聞こえたか？」

「ああ。だって痴ち話わ喧げん嘩かをしていたじゃないか」

「あれが痴話喧嘩に聞こえるのは、世界広しと言えどもお前だけだぞ」

「そ、そうなのか？」

「ああ、失敗したんだよ。一緒に学校に行こうとして！」

「えっ？　あ、あれで誘っていたのか？」

　六道は目をパチクリと瞬まばたきさせた。

「そうだよ。そういう方向に誘導しようとしてたんだ」

　いつも一人だな、から一緒に学校へ行こうへと絶妙なスルーパスを決めようとしていた。

「あの、新しん藤どう、こんなこと言いたくないんだけど」

　六りく道どうはトレイを持って来るとオレの横に腰掛けて、ジッとオレを見つめた。

「まどろっこしいのはよくないと思うんだ」

「えっ？」

「そういう風に、遠まわしに誘導しようとするのはかえってよくない。女子はそういうのを敏感に感じ取る……と、聞いたことがある」

「なんで伝聞調？　六道だって一応、女子だろ？　実体験に基づいてんじゃないの？」

「いや、五いつ木き先生がそう言ってたんだ」

「結局、人から聞いた話？　……でも、じゃあ、なんて誘えばよかったんだ？」

「一言、『オレについてこい！』と」

「男らし過ぎるだろ！」

「でも、今時の女子はそっちの方が好きなんだぞ？　……たぶん」

「それも、研究で分かったことなのか？」

「さあって。どうでしょう？」

「無駄に惚とぼけるなよ！　どうせ漫画で聞きかじったか、五木先生の入れ知恵なんだろ？」

「でも、遠まわしに誘って、失敗したのは事実じゃないか」

「うっ」

「でも、まだ挽ばん回かいは可能、だと思う」

　六道はコクリと頷うなずいた。

「えっ？」

「まだ、最も上がみは通学途中だ。今すぐ追いかけて、一緒に学校に行こうって誘うといい」

「でも、さっき、やな顔されたぞ？」

「あれはあれ！　これはこれ！　恋愛では気持ちの切り替えが大事……らしいぞ？」

「また、五木先生語録か？」

「今度はズバッと誘うんだ！」

　そう言って、六道はカフェテラスの出入り口をズバッと指差す。なんだか六道に指図されるのは悔くやしいが、諦あきらめるのが早いというのももっともだ。

「……分かった。そこまで言うなら、行ってくる」

　オレは口の中に残っていたパンをコーヒーで流しこむと立ち上がった。カフェテラスを出て、大急ぎで寮のエントランスを走り抜ける。

　寮から校舎まで伸びる通学路。小さな集団に集まって登校する女の子たちの中を、一人で歩く女の子がいる。真っ赤なリボンで結ばれたツインテールが揺れていた。顔を前に向けて、小柄な体たい躯くの割には大きな歩幅で、風を切るように歩いている。人を寄せ付けないようなオーラを纏まとっているのは、さすが絶対孤高の女の子だ。

「よ、よお、最上」

　横に並んで歩きながら、軽い調子で手を上げた。

「こんなところで会うなんて奇遇だな」

「はあ？」

　軽いジョークのつもりだったが、思いっきり変な顔をされる。

「これから登校だよな？」

「はあ」

　ますます変な顔をされる。オレはスッと静かに息を吸いこんだ。

「お、同じクラスだし、い、一緒に行こうぜ？」

　言ってやった、言ってやった。なけなしの勇気を搾り出したぜ。

　最も上がみはさらに意味不明、という風な顔をしたが、少しの間考えるような仕草をした後、

「……まあ、いいけど」

　えっ。マジか？

　こんなあっさりオッケーが出るのか？　絶対、断られると思っていたのに。

　驚きつつも、心臓を高鳴らせながら、そのまま最上と通学路を並んで歩いていく。緑の丘きゆう陵りようの中を真まっ直すぐ校舎まで進む煉れん瓦がの道。両脇には未いまだ満開の桜の木が並んでいる。

　……で、こっからどうすれば？　誘ってはみたが、その後のことまで考えていなかった。

「……」

「……」

　無言で歩き続ける二人。煉瓦を踏みつける最上のローファーの足音だけが耳に届く。

　やべえ、これはマジで気まずい。なんかしゃべらないと。

「あ、あのさ」

　ようやく、オレは口を開いた。唇が異様に重く感じた。

「最上って学校から帰ったら、い、いつもなにやってるの？」

　ど、どうだ。多少、らしい話題を振れたんじゃないか？

「いつもって言われても。まだ、今の生活が始まって二日目なんだけど」

「確かに……。じゃあ、初日はなにやってた？」

「裸を見られてショックだったから、寮の屋上で夕日を眺めて気を紛らわせていた」

「そ、そうなんだ。りょ、寮、屋上あるんだ。へえ」

「結構、見晴らしがよかったわよ。近くの海が見えるのよ」

「マジで？　ここって周り中、森じゃないのか？」

「寮でも部屋によっては見えるかもしれないわ。とにかく、あそこから海に沈む夕日を見ていたら、気持ちが和らいできたわ」

　最上はフンと鼻を鳴らした。

「そっか。じゃ、じゃあ、昨日は？　部屋に戻れた後、何をやってたわけ？」

「荷に解ほどき」

「ああ、それはオレも一緒だ」

　そりゃそうか。そうだよな。今は荷に解ほどきが忙しいよな……。

　………………で？　ここからどう話題を広げればいい？　オレは頭をフルで動かす。

「……ちゅ、中学の時は？　なにか趣味とかは？」

「特に」

「部活は？」

「帰宅部」

「休みはいつも何をやってるの？」

「特になにも」

「……」

　会話のキャッチボールが発展しねえ、続かねえ、つまんねえ……。

「新しん藤どうくん」

　最も上がみが急に立ち止どまる。オレも合わせて足を止める。

「う、うん？」

「なんで、私に近づくの？」

　ドキッ──。

「私、結構、初日に酷ひどいこと言ったし、まあ、それはアンタが悪かったんだけど、その後も冷たくして、嫌な女だと思われてそうなんだけど……。なんで話しかけてくるわけ？」

　ジッとオレを見つめた。

「いや、それは……」

　唾つばを飲みこむ。

「なんつーか、あの時のこと……、謝れてないから。ちゃんと話したいなと思って……」

「それだけ？」

「それに、この学校女の子ばっかりで、クラスも男はオレ一人だから、中々友達できそうにないから、寂しくてさ。席も隣で、部屋も隣の最上さんと話せたらいいかなと思った」

「……ふ──ん、寂しいんだ」

　最上はなぜかちょっと嬉うれしそうな顔をすると、再び歩き出した。

「新藤くん」

　歩きながら、顔をこっちに向けてくる。

「はあ」

「今度から、新藤くんのことを新藤と呼ぶから。その方が話しやすいでしょ？」

　いきなり、そんなことを言われる。なんだ？　急に親密度アップか？

「いいけど……。じゃあ、オレは最上って呼んでいいのか？」

「駄目。そっちはさん付けで呼んでよ」

「なんでだよ」

「馴なれ馴なれしくされるの、嫌いなのっ！」

「はあ……、まあ、いいけど」

「じゃあ、新しん藤どう」

「へい」

「……」

「呼んだだけかよ！」

「特に、話すこともないし」

　最も上がみはそう言うと、プイッと前を向く。名前で呼ばれるようになっても、会話のキャッチボールが続かないのは変わらないらしい。

　でもまあ、いい。強ごう姦かん魔から名前で呼ばれるまで発展したのだから、今のところは満足すべきだ。きっと、六りく道どうも納得してくれることだろう。



「残念、としか言いようがない……」

　生徒会の会議室に六道の静かな声とため息が響いていた。放課後、今朝の顛てん末まつを話すと返ってきたのはそんなリアクションだった。

「残念？　オレは大進歩だと思うんだが」

「名前で呼ばれて喜んでいたら駄目だと思う。“〝いっちゃん”〟、“〝るりちゃん”〟で呼び合うくらいの関係になったというなら、進歩と呼べるかもしれないけれど」

「あの状態から、どんな確変があったらそうなんだよ！」

「仲のよいカップルは、特別な名前で呼び合うと聞いた。苗みよう字じで呼び合うようなフェーズは、初日に終えていて欲しかった」

「フェーズとか、かっこつけるな！　漫画で得た知識の癖に！」

　眉まゆ根ねを寄せて本当に残念そうな顔をする六道に、メンドくさそうな表情を返すオレ。それを円卓を囲む一いちの宮みやさんたち他生徒会メンバーが、どこかニヤニヤしながら見守っている。

　まあ確かに。六道の言うことも一理ある。少しは仲良くなったのだから、あの調子でクラスにいる時も話しかければよかった。だが、ウザがられるのが心配で止やめておいたんだ。

「新藤はもっと積極的になった方がいいんだ。……だ、だから、いつまでも童貞なんだぞ？」

　六道は横を向いて、ボソッと言った。

「ちょっ！　オレが童貞なのは事実だが、そういうことをみんなの前で言うか？」

「じ、事実なのか？　そうか、やっぱりそうなのかあ」

「なんでちょっと嬉うれしそうなの!?　童貞の意味も、大して知らないくせに！」

「り、理論なら知ってる！」

「まあまあまあ……」

　六道の横の席に座る一宮さんが両手を挙げて立ち上がる。立った時に、その大きな胸がプルルンと揺れた気がする。よくないことだなと思いつつ、どうしてもそこに目がいってしまう。井いの上うえさんと比べたらどっちが凄すごいんだろう、とかあらぬ方向へ思考が向く。

「上う手まくいきかけているから、慎重にいきたいと思う新藤くんの気持ちはよく分かりますわ。ただ、六りく道どうさんの言う通り、新しん藤どうくんにあまり時間が残されていないのも確かです」

「確かにね。いつ、また“〝天使アポストルス”〟が襲来してもおかしくないんだから。今頃、名前で呼んでもらって喜んでる場合じゃないかもしれないわ」

　五いつ木き先生までそんなことを言う。

「そもそも初対面から数日でキスまでもっていくというのに無理があるような？」

「それはそうだけど、そうも言っていられないでしょ？」

　五木先生に、大人の余裕溢あふれる態度でたしなめられる。

「なんとしてでも、あと三日で最も上がみにキスをするんだ。チュ──するんだ」

　六道は椅い子すにかけなおすと、真顔で言った。

「そりゃあ、目指してはみるけどさ……」

　さっぱり自信がない。そもそも女の子と付き合ったこともない人間に、一週間で仲良くなってキスまでしろとかハードルが高すぎる。

「チューするには、シナリオが必要かもしれないな」

　六道は顎あごに手を当てた。

「シ、シナリオって？」

「作戦というか、新藤が最上とチューするまでの筋道？　ロード・トゥ・キス」

「言いたいことは分かるが、お前、結構、恥ずかしいこと言ってないか？」

「つまり、キスするまでのビジョンが欲しい、ってことですね」

　一いちの宮みやさんが頷うなずいた。

「どうやってあと三日で最上さんとキスをするか。シナリオでもビジョンでも計画、道筋でも、そういうのを新藤くんは持ってるの？」

　五木先生にチラッと見られる。

「そ、それくらい、あるさ。あるとも！」

「……どんな？」

「まず、今日、名前で呼び合う仲になっただろ」

「それから？」

「明日は今日よりもうちょっと仲良くなるだろ」

「どうやって？」

「通学の時に加えて、学校でも積極的に会話すれば、もっと仲良くなるって」

「その後は？」

「明後日あさつては明日よりも仲良くなるだろ？」

「……そして？」

「で、その次の日の土曜日は、まあ休みだから二人で遊びに行ってだな……。その間にもっと仲良くなって……、で、夕方にはキスだ」

「……」

　六道は無言で他生徒会メンバーを見回した。今度は一宮さんがため息をついた。なんだか重苦しい空気が室内に広がる。

「なんだよ、この雰囲気。オ、オレの計画になんか問題、あるのか？」

「……五いつ木き先生、判定をお願いします」

　六りく道どうがチラッと視線を向けると、五木先生は険しい表情でいきなり立ち上がった。

「恋愛を舐なめるなあああああああああああああああああああ───────────！」

　会議室にボワンボワンと声が反響する。オレも他の生徒会メンバーも耳を押さえた。

「新しん藤どうくん、本気でそんなんで最も上がみさんとキスできると思ってるの？」

　キッと睨にらまれた。

「い、いや、なんていいますか……」

「もし、本当にそれでキスできると思っていたら、最上さんも軽く見られたものね」

「そういうわけじゃ……」

「新藤くんが超イケメンで、最上さんの好みとバッチリあっている、というなら、まあその計画でも大丈夫かもしれない。でも、新藤くんはそういうわけじゃないでしょ？」

「はあ、まあ……」

「それでも男子が女子を落とすためには、緻ち密みつな計画と作戦実行能力が必要不可欠よ！」

　五木先生はビシッと天井を指差した。

　なんか先生、いつもと雰囲気が違う……。

「五木先生は恋愛の酸いも甘いも知る恋愛マスターなんだ」

　六道が解説してくれる。

「そ、そうなんですか？」

「何度も涙で枕を濡ぬらしてきたんだぞ」

「それ、マスターじゃないんじゃ……？」

「ううう、男なんか嫌いだ──。みんな死んじゃえばいいのに」

　先生が嘘うそ泣なきを始める。

「とにかく経験豊富だから。五木先生の助言は参考になるんだ。私も教授してもらった」

「はあ……。じゃあ、先生、では、どうすればいいんですか？」

「それはね」

　五木先生は一瞬で嘘泣きを止やめると、真面目まじめな顔に戻った。

「最上さんが新藤くんにメロメロになる作戦を考えないといけないの。それも具体的に！」

「……」

「で、作戦を練る時、女の子をメロメロにする三つのポイントを押さえて欲しいわ」

「三つのポイント？」

「そう。この三つを押さえれば、女の子はメロメロだわ」

「本当ですか？」

　オレは胡う散さん臭くさそうな目で先生を見る。

「まず一つに、女の子は優しい男に惹ひかれるのよ！」

　五いつ木き先生は大きな声で言った。

「優しくないとその時点で駄目ね。好意の対象から消えるわ。人とすら認識できない」

「それは五木先生の好みでは？」

「シャラップ！　大半の女の子はそういうものなのよ！」

　またも睨にらまれる。

「とにかく、女の子を落としたかったら、その子には優しく接しなさい。分かった？」

「……はあ」

「で、次に二つ目はワイルドさね」

「はっ？」

「優しいだけじゃ駄目なのよ。時には敵から相手を助ける強さが必要」

「て、敵って？」

「なんでもいいのよ。女の子に襲い掛かる危機全般！」

「そんなことってありますか？」

「あるわ。年頃の女の子にとって、街は危険で一杯なのよ」

　五木先生は両手を広げる。……この先生、どこまで本気なんだ？

「とにかく、女の子を守ってあげること！　分かった？」

「はあ……」

「そして、三つ目！　優しさ、ワイルドさと、人間性について言ったけど、でも最後に物を言うのはフェロモンね」

「フェロモン!?」

「そう。人間も動物である以上、生物的なものに抗あらがうことはできないわ。最も上がみさんに向かって、ありったけのフェロモンを発射しなさい！」

「発射って！　昆虫みたいにそうそう、出せませんよ！」

「最近の研究だと腋わきとかから汗と一緒に出るらしいわ」

　一いちの宮みやさんが超真剣な顔で教えてくれる。

「いや、ちょっ、いきなり腋とか近づけたら、それ、変態じゃないですか！」

「なるほど。使いどころが肝心ということか……。メモメモ」

　六りく道どうがノートにペンを走らせながら頷うなずいていた。

「以上、三つの点に基づいて相手を落とす作戦を考えないと、キスなんて夢のまた夢」

　五木先生はドヤ顔で言う。

「はあ、マジですか」

　ため息をつくオレ。女の子を落とすのがこんなに大変だったなんて知らなかった。リア充じゆうって言われてる奴やつ、マジでリスペクトだ。

「ただ、さっき新しん藤どうくんが言ってくれた計画で、一つだけ良いと思ったんだけど」

　一宮さんが微笑ほほえみを浮かべた。

「土曜日に最上さんと二人で遊びに行くっていうのはいいと思うわ。つまりデートでしょ」

「デート!?」

　何の考えなしで言ったつもりだが、確かに。それはデートだよな。二人っきりで遊びに行くんだから。六りく道どうも一いちの宮みやさんの方を向いて、コクリと頷うなずいた。

「デートをしたからキスができるとは限らないけど、それもできないようならキスも無理。彼女を誘い出せるかどうかは、この作戦が成功するかどうかの最初の試金石になるわ」

「そうか……。確かに」

　少なくとも今の関係のままだと誘ったところで、オッケーはもらえそうにない。

「まだ誘えてもないのに言うのもなんだけど、どこへ行くつもり？」

　と、また五いつ木き先生が探るような目でオレを見る。

「えっと、なんか、学園内にお店とかが集まってるところがあるんですよね？」

「エピタフモールのことね」

　一宮さんが頷いた。

「そう、そこ。そこに行こうかと」

「賛成です！」

　二ふたッつ谷やが唐突に挙手して、反応した。

「モールのゲームコーナーにある飴あめキャッチャーは楽しいです。絶対に燃えますよ！」

「小学生のデートとは違うんだよ？」

「カナは小学生だけど、小学生じゃないんだよ？」

　ぶうと口を結んでみせた。

「ですが、あそこは学園内では最適だと思いますよ。すぐ横には広い公園もありますし」

「公園で歩く、いいわねえ。青春だわあ」

　一宮さんと五木先生も賛同してくれる。

「どこに行くかよりも、今はどうやって誘うかの方が大事なんだ」

　六道がムスッと、白けるようなことを言った。頬ほおを膨らませて、口の先を尖とがらせている。よく分からないが、時々、六道は急に不ふ機き嫌げんになったりするような気がする。もしかして情緒不安定なのか？



　地下の生徒会から地上に戻ると、辺りはすっかり夕方だった。妙に大きな夕日が、西の山に沈もうとしている。

　生徒会は、オレが明後日あさつてまでに最も上がみをデートに誘うという目標が立ったところで終了。オレは、職員室に戻った五木先生を除く生徒会メンバーと本校舎から寮に向かっていた。茜あかね色いろに染まった石畳の上を、六人で歩いている。

「これじゃあ、今日も荷に解ほどきできないなあ」

　学校が午前で終わる今週中に済ましておきたかったのに、生徒会のせいで十分に時間がとれないでいる。お陰で未いまだに部屋はダンボールだらけだ。

「新しん藤どうくんは、このまま帰宅ですか？」

　ため息をついていると、一いちの宮みやさんが尋ねてきた。

「そうしようかと。遊びに行くところないし。一宮さんは帰らないっすか？」

「私は一宮グループの人間と学校運営について会議があります。校舎へ戻りますわ」

「へえ、すげえな」

　忘れてしまいそうになるけど、今、ここにいる連中は学校の設立メンバーなんだよな。

「六りく道どうは出なくていいのか？　学園長なんだろ？」

「出ない。そういうのは一宮に任せているんだ。めんどくさそうだから」

　澄まし顔で言う。なんとなくだが、そういうのは一宮さんの方が向いてそうだもんな。

「三み浦うらさんと四し之の杜もりは、オレと同じ寮？」

　そう言って三浦を見ると、サササと四之杜の後ろに隠れてしまった。

「教師用宿舎に住む五いつ木き先生と六道さんを除くと、私たち生徒会メンバーは、中等部の寮に住んでいます。あちらの寮に緊急時用の作戦会議室がありますから」

「じゃあ、高等部寮に入っているのは六道だけなんだ」

「中等部寮に学園長用の部屋もあるのだけど、六道さんがどうしても、新しん藤どうくんの近くに住みたいって言うんですわ」

「だって、現場に新藤の護衛が一人は必要だろ？」

　ニヤニヤ笑いながら言う一宮さんの発言を、六道はクールに受け流す。

「では、私たちはここで。また、明日、生徒会で」

　高等部ゾーンと中等部ゾーンへ分かれる分ぶん岐きの交差点で、一宮さんは優雅に会釈した。

「じゃあねえ──」

　二ふたッつ谷やが手を振って、四之杜は目を伏せて去っていく。三浦は最後まで二ッ谷の後ろに隠れていた。

　そして、オレと六道だけになっていた。

「じゃあ、帰るか」

「うん」

　真っ赤な石畳の道を二人で並んで歩く。にしても生徒の姿が全然ない。まだそれほど暗くもないのに、全員健全だよな。

「にしても、六道たちってすげえな。こんな学校を作って運営するなんてなあ」

　だだっ広いキャンパスを見回しながら、オレは改めて感想を口にする。

「そうかなあ？　私たちにとっては普通のことだから、あまりそう感じないけれど」

「いや、普通の高校生じゃできないって」

「確かに。私たちは普通じゃないかもしれないな」

　六道は下を向きながら、そんなことを言う。

「い、いや、別に六道たちが特殊って言ってるわけじゃないんだぜ？」

「いいんだ。特殊なことには違いないんだ」

　肩をすくめる。

「……前に聞きそびれたけどさあ。生徒会のメンバーは全員、特殊な力を使えるのか？」

「うん。テッセラクト由来の兵器アームズを行使できるぞ」

「でも、前に天使アポストルスを撃退した時はライフルとかロケットランチャーとか使ってたよな？」

「あれはただの火器じゃないんだ。対テッセラクト用の特殊武器で、テッセラクト視覚サイトを持っていないと、天使にダメージを与えられない」

「あ、そうなんだ」

「私たちにとって兵器はとっておきだから、滅めつ多たに使わない。威力としては対テッセラクト用の火器でも十分だから」

「へえ」

　素で感心しながら聞いていた。正直、六りく道どうたち生徒会メンバーのこととか、まだよくは分かってない。学校を作った目的も、イマイチ納得できないし。テッセラクト視覚サイトに詳しい、古くからの家系ってことぐらいしか、教えてもらっていない。まあ、そのうち分かるだろうと思って、聞いてもないんだけど。

「それよりも、新しん藤どう……」

　歩いていると、六道がこちらを向いてきた。

「週末、上う手まくいけば、最も上がみとデ、デートにいくんだよな？」

「おう。上手くいけばな」

「……」

　六道は少し考えるように、眉み間けんに皴しわを寄せる。

「それが、どうかしたか？」

「い、いや、その……。し、新藤は、女子と遊んだりしたこと、あるのか？」

　ジッと見ながら質問された。

「いや、前にも言った通り、そういう経験は一切ないって」

「そう。そうだった。うんうん」

　六道の口が微妙に弛し緩かんする。そして、急に立ち止どまる。

「じゃ、じゃあ、し、新藤……」

　六道は同じく足を止めたオレを真剣に凝視すると、急に手を差し出してきた。

「？」

　不思議そうな顔でその手を見る。

「？　また握手？」

「ち、違う」

　ムッと、小さく首を振った。

「その……、れ、練習した方がいいんじゃないだろうか？」

　真剣な顔でそんなことを言う。

「練習？　って、なんの？」

「ど、土曜日の練習に決まってる。もし最上と仲良くなったら……、土曜日にこういうことを、しないといけないんだろう？」

「はあ？　こういうことって？？」

　六りく道どうは答える代わりに口を尖とがらせて、手をさらに差し出してくる。

「も、もしかしてあれか？　手を握って歩く、練習をしろって言ってるのか？」

　六道はコクコクと頷うなずく。

「カ、カップルは二人で歩く時、いつも手を繋つないでいると聞いたことがある」

「いや、いつもってことはないだろう」

「で、でも、練習をやって損はない、と思う」

「あ、ああ。練習はいいと思うんだが……ただ、恥ずかしくないか？」

「は、恥ずかしくない。私は感情の一部がないんだ」

　一方の手で胸を押さえた。

「えっ？　感情の一部？？」

「ああ。私は羞しゆう恥ち心しんが欠落してるんだ。だから、私は、手を握っても、服を脱がせても、シャワーを覗のぞいても、恥ずかしがったり、嫌がったりしないんだ」

「そ、そうなのか？」

「……ウザイとは思うかもしれないが」

「ウザイとは思うんだ！」

「とにかく恥ずかしがらずに、思う存分に練習できるんだ。都合がいいだろう？」

　そう言って、さらにググッと手を伸ばしてくる。

「それは、分かるけど……」

　オレは差し出された手を見る。ランチャーやライフルをぶっ放していた割に、白くて華きや奢しやな指に見える。

「じゃあ、ちょっとやってみようか……」

「うん」

　六道は無表情で、手をさらに近づけてきた。

「わ、わかった。じゃあ、握るぞ」

　軽く、手を握った。ヒヤッとしていた。冷水で手を洗った直後のように冷たい。

　そして、次の瞬間、オレはドキッと体を震わせて、六道と繋がった手を見た。自分の指に六道が指を絡ませてきていた。こ、これって、俗に恋人握りってヤツか？

「じゃあ、帰ろう」

　頷く六道。オレは「お、おう」と少し焦りながら答えた。

　誰だれもいない静かな通学路を、手を繋いだ女の子と二人っきりで歩く。練習と分かっていても、心臓がバクバクと鳴った。

「……新しん藤どう」

「ああ？」

「勘違いしないで欲しいのだけど、決して、新藤と手を繋ぎたくてこんなことをしてるわけじゃないからな。あくまで練習なんだぞ」

　六りく道どうは真面目まじめな表情で前を向いたまま、そんなことを言う。

「いや、勘違いしないけど……」

「あと、今の発言は、えっと、あれだ。そう、いわゆるツ、ツンデレ的な発言というわけでもないから、やはり勘違いするのはよくない」

「だから、全然勘違いしないって」

「全然!?　ま、まったく勘違いしないのか？」

　ジロッとこっちを睨にらんできた。

「いやだって、練習のためだって言ってたじゃん」

「まあ、それはそうだが」

　納得いってない様子でブウと口を結ぶ。

「……それより、六道」

「？」

「えっと。六道は、こんな風に男子と手を繋つないで歩いたりしたことあるのか？」

「ど、どうしてそんなことを訊きく？」

　不思議そうに目を瞬まばたきさせていた。

「いや、なんか。繋ぐ方とか慣れてる感じだったし」

「そんなはずはない」

　六道は進行方向へ顔を向けたまま、ブンブンと首を振った。

「ないぞ。新しん藤どう以外の男子と手を握ったことなんて」

「そ、そうなの？　今が初めてってこと？」

「ああ。……だって、私には必要ないことだから。十年前から」

　目を細めて言う。言葉の意味はよく分からなかったが、なぜだかホッとした。

　そのまま手を繋いで歩いていくと、目線の先に丘の上に夕日を受けて橙だいだい色いろに光を返す高等部寮の建物が見えてきた。六道が立ち止どまる。

「？」

「……練習はここまでにした方がいいかもしれない。最も上がみに見られたら大変だから」

「あ、ああ。そうだな」

　慌てて手を放す。放してもしばらく、六道の指の感触が残っている。

　二人揃そろって寮に戻った。閑散としていた外に比べて、寮の一階のホールは、カフェテラスや売店に行く高等部の生徒たちが結構いる。ありがたいことに、その中に最上の姿はなかった。

「そういえば、六道の部屋ってやっぱオレと同じ階なの？」

　エレベーターで昇った五階のホールでオレは尋ねる。ちなみに、オレの部屋はエレベーターのすぐ目の前の５０１Ａだ。六道はオレの部屋からホールを挟んで反対側の、Ｂ棟の最初の部屋５０１Ｂを指差した。

「そ、そんなに近かったんだ」

「近い方が、もしもの時、すぐに駆けつけられるんだ」

「それはそうか。そういえば、Ｂ棟って窓の向きが違うよな。オレの部屋からだと森しか見えないけど、そっちって海って見える？」

　最も上がみがそのようなことを言っていた気がする。

「うん、見えるよ」

「やっぱり、そうなんだ。ちょっと羨うらやましいな」

「……見に来てもいいけれど？」

「え？　いいの？」

「うん」

　六りく道どうは無表情のまま自室に近づいていくと、カードキーでドアを開けた。

「お邪魔します」

　六道の後ろについて、中へと入っていく。

　間取りはオレの部屋とまったく同じ。六畳くらいの細長い部屋に、ベッドと机が置かれているだけ。部屋の中のインテリアは、事務的そのものだ。カーテンはシルバー無地の遮しや光こうカーテン。ベッドのシーツも無地。女の子らしい色気がまるでない。しかも引越し用のダンボールがこれでもかというくらい、部屋の端に山積みになっていた。荷に解ほどきの進んでいないオレよりもすさまじい放置プレイっぷりだ。

「海はこっちだぞ」

　六道が窓のカーテンを開ける。

「おお、見晴らしいいなあ」

　ベランダの向こうに見える太陽の沈む海を見ながら、感激の声を上げた。最上が言っていた通り、意外と近くらしい。よく見ると海と学園の間に砂浜のような物まで見える。

「なあ、あの浜って学校の物なのか？」

　窓の外を見ながら訊きく。

「確か。一いちの宮みやがそんなことを、言っていたかなあ」

　妙にくぐもったような声が返ってきた。

「そっか。夏は楽しそうだなあ。って……ちょっ！！！！！！！！！！！！！！！！」

　声が裏返った。

「お、おまっ、なにやってんだ──────！」

　ふと振り返ると、クローゼットに向かった六道が、制服のブラウスを脱いでいたのだ。

「？」

　六道はブラウスの袖そでに腕を通しただけの格好でこっちを向く。バッチリ見えた。透き通るようなスレンダーな半裸、可愛かわいい形のへそ、そして真っ白な可愛いブラが。

「な、な、な、な、な、なに！　脱いでんだよ───────────────」

　また海の方に向きながら叫ぶ。

「部屋に帰ったら制服から室内着に着替えるものだ。新しん藤どうは着替えないのか？」

　真顔で首を傾かしげられた。

「客がいるのに着替えるヤツなんていねえよ」

「なーに、問題ない。私には羞しゆう恥ち心しんがないからな」

「オレにはあんだよ！」

　壁に向かって叫ぶ。心臓がバクバクいっていた。やっぱりこの娘こ、ちょっとおかしいよ。羞恥心がないとか言っているが、そもそもそれもよく分からないって！

　そのまま窓の外に目を向けていると、スススと布地がすれる音が聞こえた。

「い、今は、な、な、なにを？」

「スカートを脱いでいるが、なにか？」

「あ、そう！　スカートをね！」

　ってことは、あれか？　今、六りく道どうは下着一枚でいるのか？

　オレはゴクリと唾つばを飲む。

　やべえよ……。超、あっちを見たい！　本人が恥ずかしくないって言ってんだから、ジックリ観察したって問題ないんじゃないかって思う。

　なのに体が硬直して、首が動かねえ。くそっ。くたばれよ、オレの自制心。

　そうこうするうち、布のすれる音がなくなった。

「き、着替えは終わったか？」















　目の前の窓に向かって尋ねる。

「終わった」

　恐る恐る振り返った。Ｔシャツとレギンスに着替えた六りく道どうがそこにいた。ちょっと安心したような、残念なような。

「せっかく来たのだから、座って休んだらいい」

　スタスタと歩いてくると部屋に付属の勉強机の椅い子すを引き、自身はベッドに腰掛けた。

　言われた通り勧められた椅子に座る。落ち着かず、部屋の中をチラチラ見ていると、クローゼットの前に置かれた大きな洗濯籠かごの中に、パンツとブラが無む造ぞう作さに投げ込まれていた。こんな部屋にいたら、気持ちがや、やすまらねえって。

「あ、あのさ」

　心臓をバクバクさせながら、六道の方を向いた。

「さっきから言ってるけど、感情の一部がないって……、それって本当なのか？」

「本当なんだ。羞しゆう恥ち心しんが希薄なんだ」

「な、なるほど」

　病気とか色々と事情があるかもしれないから、それ以上は訊きかないでいると、

「別に心の病というわけじゃないから。変な気遣いをすることはないけれど」

　肩をすくめる。

「私が羞恥心を失なくした理由は、十年前から訓練しているからなんだ」

　優しげに、六道は目を細める。

「訓練？　自分から無くしたってこと？」

「私のようにテッセラクト視覚サイトの強い人間は、感情の起伏によってテッセラクトの力を引き出してしまう。だから、感情を抑えることは重要なんだ。私の場合、特に羞恥心によって暴走しやすい」

「暴走って？」

「……富士山に風穴を空けたりする」

「……」

　異能力が高いっていうのも、色々と大変らしいな。

「じゃあ、それに関連してもう一つ、教えて欲しい……。テッセラクト視覚サイトってなんなんだ？　テッセラクトって？　イマイチ根本的なところが、よく分かってないんだよな」

　学園エピタフのパンフ以上の説明を受けたことがない。学校も今のところまだ教えてくれてないし。

「……テッセラクトはこの世界にはないもう一つの次元のこと。並行世界のようなもの」

「並行世界？」

「物理世界とは別の理ことわりを持つ世界。そして、そのテッセラクト視覚を持つ人というのは、こちらの世界にいながら、もう一つの世界の一部を見ることができる人のこと。見ることで、テッセラクトの存在をこちらへ持ち出すことができるんだ」

　スラスラと、六りく道どうは淀よどみなく答える。

「なるほどな……。で、オレにもそのテッセラクト視覚サイトというヤツが備わっている、と。で、その能力を使えば、女の子から武器のようなものを引き出せる、と」

「……正確には違うんだ。でも、それに近いかな」

　少し歯切れの悪い言い方をした。

「前にも聞いたが、どうしてオレがそんな能力を使えるって、分かったわけ？」

「それは……、小学生時の検査で」

「あれってテッセラクト視覚サイトの高さ以外のことも分かるのか？」

「く、詳しいことは言えない」

　六道は困った顔でフルフルと首を動かす。

「ただ、新しん藤どうはかつて、その力を使ったことがある。それだけは確かなんだ」

「……」

　最初にこの話を六道から聞いた時から覚える違和感。六道や生徒会はオレについて、ものすごく重要で根本的なことを隠しているんじゃないか、そんな気がしてならない。

「もう一つ。話を戻すが、さっき羞しゆう恥ち心しんを封印するために、訓練したって言ってたよな」

「うん」

「どうやって訓練したんだ？」

　すると、六道は眉み間けんにキュッと皴しわを寄せて一言だけ、

「……し、新藤。お、お前、見かけによらずイヤらしいな？　エロスだな？」

　と。そして、怒ったように顔を背けた。

「えっ、えっ？　エロス？」

　なんで訓練の方法を聞くだけでイヤらしいになるんだ？　説明するのも憚はばかられるような、すごい訓練とかか？　色々と妄想してしまい、またしても動どう悸きがした。

「そ、それよりもさっ！」

　少し微妙な雰囲気になったので、話題を変えることにした。

「六道の部屋、開いてないダンボールの数がすごくね？」

　部屋の中を見回しながら言う。

「オレの部屋もまだ終わってないけど、ここほどじゃないぞ」

　床に荷に解ほどき途中のダンボールがそこら中にあり、壁の角にはダンボールがうず高く積まれて、塔のようになっている。

「私物がものすごく多いし、本当はもっと広い部屋の予定だったんだ」

　六道は珍しく慌てたように言い訳した。

「つーか、あれはさすがに危険じゃないか？」

　ベッドのすぐ横に積み重ねられたダンボールの山を指差した。

「寝ている時に地震とかで倒れてきたら、押しつぶされっぞ。天使アポストルスなんかより差し迫った危機じゃないか？」

「うん、大丈夫。崩れてきたら素早く避ける」

「いや、絶対にそれは無理だろ！　……一人で荷に解ほどきするのが大変なら手伝おうか？」

「心配御無用。一人でできる。むしろ、これからやる」

　時代がかった返事をすると、六りく道どうはベッドの上に立った。

「い、いや、だからって、今から始めなくても」

　六道は無視して、ベッドの端っこに立って、積み重ねられたダンボールに手を伸ばす。つま先立ちして、ようやく届くくらいの高さのダンボールを持ち上げようとした。

「椅い子すを使った方がいいんじゃないか？」

「間に合ってる」

　六道はそろそろっと、慎重にダンボールを引っ張っていく。

　その様子は、あの天使アポストルスと勇ましく戦っていた六道とはまるで違う。特殊な力を使ってなければ、ごく普通の女の子なんだって改めて思う。

　ダンボールを山からスライドさせて、六道が持ち上げようとした。

　その時、六道の体が急にバランスを崩し、後方に大きく傾斜した。

「り、六道!?」

　叫ぶオレの目に、六道が背中からベッドへ転倒していくのが見えた。

　同時に、反動で積み重ねられたダンボールの山がグラッと揺れた。ベッドの上に倒れた六道の上に、雪崩のように崩れ始めた。

「！」

　オレは反射的に立ち上がり、崩れるダンボールの前に立ちふさがるように割って入る。だが、ダンボールはそんなオレに容赦なく飛んできた。木製バットで殴られたような痛みを後頭部と背中に受け、オレも前のめりに転倒する。

　バタン、ブニュ────。

　オレは何か柔らかいものの上に転倒した。さらにその上からダンボールが、次々と覆い重なってきた。

「いてえなあ……」

　腹ばいになったオレは激痛の走る後頭部を押さえながら、閉じていた目を開けた。霞かすむ視界の中で火花が散っていた。

　背中のダンボールを押しのけながら、頭を小さく上げる。

「六道、大丈夫かあ……、って！！！！！！」

　思わず息が止とまった。すぐ目の前に仰あお向むけに寝た六道の顔がある。オレは六道の上に、折り重なるように倒れたみたいだ。

「ご、ごめん！」

　慌てて上体を起こした。

　その時、ベッドのマットレスについたはずの右手からムニュッと、柔らかい感触が返ってきた。まるでマシュマロを握り締めたようなこの感触は……、

　恐る恐る自分の右手を見る。

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　狼ろう狽ばいの声を上げて、咄とつ嗟さに右手を上げた。わ、鷲わしづかみしてた。六りく道どうの胸をＴシャツの上から思いっきり。

　しかも右手だけでなく、左手もヤバイことになっていた。左手がついたベッドのマットレスのすぐ近くで、六道のスカートがめくりあがっていた。もうちょっとでパンツが見えるくらいに露出した足の間に手をついている。もう数センチ上のそこは魅惑のデルタ地帯だ。

　オレは慌てて左手もひっこめる。その際、めくりあがったスカートを元に戻す。

（や、やばいって）

　ハアハアと息を吐きながら、六道の上から横に移動した。傍はたから見れば、完かん璧ぺきにオレが六道をベッドに押し倒した格好だ。息を整えながら、仰あお向むけに倒れた六道へ改めて目を向ける。

　あれだけオレが大声を上げたにもかかわらず、長い睫まつげに縁取られた六道の目は堅けん牢ろうに閉じられたままだ。胸にタッチしたことは、気がつかれてはなさそうだ。

　ホッとするのと同時に、意識を失ったままなのが心配になってきた。オレに押しつぶされて、頭を打ったかもしれない。

「り、六道……。大丈夫か？」

　小さく声をかける。すると、目がゆっくりと開いて、鳶とび色いろの瞳ひとみにオレの姿が映った。

「だ、大丈夫か？　どこか痛むのか？」

「どこも痛まない」

　六道はいつもの冷静な声で言うと、ムクッと上体を起こした。

（助かった。気づかれてはなさそうだ……）

　冷静にＴシャツの裾すそを整えている六道をチラ見しながら、オレはホッとため息をつく。なんつーか、初めての経験だった。予想以上に柔らかい。そして、見た目より大きかったような。

　呆ぼう然ぜんとした頭で右手の感触を反はん芻すうしていると、

「それよりも、新しん藤どう。さっき、私を押し倒した後、なにをしていた？」

　六道が片かた眉まゆを上げて、キッと睨にらんできた。

　やべっ。ドサクサに紛れて胸タッチしたこと、やっぱ気づかれていたか？

「わ、わりい。て、手をついたら、偶然、そこにあってさ」

「……」

「わざとじゃないんだ。不可抗力だ。それに、ちょっと触れただけですぐに放した」

　本当は割りとはっきりと握ったような気もするが。

「そんなことはどうだっていいんだ」

　六道は相変わらず不ふ機き嫌げんそうな面を向けている。

「へっ？」

「せっかくハプニングで急接近したのに、どうして新しん藤どうは出さなかったんだ？」

「はっ？　出さなかったって何を？」

「フェロモン？」

　ボソッと言う。

「フェロモン!?」

「五いつ木き先生が言っていた。最後に大事なのはフェロモンだって。さっきはせっかく練習するチャンスだったのに、新藤は出さなかった！　千載一遇のチャンスを逃した！」

「怒ってるのそこ？？！！」

　口が馬鹿みたいにパカッと開く。

「デートをしていても、フェロモンは中々出すチャンスはないと思う。あんなことでもないと。だから、機会があったら、もっと積極的に出さないといけない」

「さっきも言ったけど、そうそう、出せるもんじゃないって」

「一いちの宮みやは、“〝腋わき”〟から出るって言っていた」

「あの状況で腋を近づけるのか？　本物の変質者じゃないか！」

「せっかく気を失ったふりをして、新藤が腋を近づけてくるのを待っていたのに……」

「待たんでいいって！」

「あんなことじゃ、本番でも新藤は最も上がみにフェロモン出せないかもしれない……」

　六りく道どうは唇をかみ締めた。目を伏せて、本当に心配そうな顔をする。さすがにそんな表情で見られると、申し訳ない気持ちになってくる。

「だ、大丈夫だ。デートの時、もしもあんなことが起きたら、その時は絶対にフェロモンを出すって！」

「……本当か？」

　疑うように眉み間けんに皴しわを寄せた。

「ああ、本当だ」

「そう。だったらいい」

　安心したように六道はホッとため息をついた。

　そんな彼女を見ながら、オレは確信していた。

　やっぱこの娘こ、変、だと。

　あんな状況で、あんなに際どい格好になったというのに、言うことが「もっとフェロモン出せ」だ。普通じゃない。裸を見られただけで強ごう姦かん魔呼ばわりする最上の方が、まだ自然じゃないだろうか？

　でもって、オレはようやく信用することができた。

　六道に羞しゆう恥ち心しんがないって話。さっきまでは半信半疑だったけど、今度は納得できた。本当にそうなんだなって、思った。

　だってさ。

　六道は胸タッチされたっていうのに、頬ほお一つ、赤らめなかったんだぞ。








　　　　　５章　《オリエンテーリング》







　翌、木曜日の朝。

　早目に起きて制服に着替えたオレは、玄関近くの壁に耳を当てていた。

　ガチャッ、と音。最も上がみが部屋を出た。少し時間を空けて、オレも部屋を出る。駆け足で階段を駆け下りて、カフェテラスに向かう。最上はトレイを持ってテーブルに座ったところだった。

「おはよう」

　オレもトレイにパンとおかずとコーヒーを載せて、最上のテーブルに近づく。

　最上は一いち瞥べつをくれると、「おはよ」と答えた。

　返事が普通に戻ってくるようになっただけでも感激だ。最上の顔色をうかがいながら、席につく。特に拒否するような素振りがないのでホッとした。

「今日はオリエンテーリングだな」

「……そうね」

「一応、特殊な学校なくせに、やることは至って普通だよなあ」

　今日から明日にかけて、高等部の生徒はクラスごとに分かれて学園内でオリエンテーリングをする。なにしろ学園は広大だ。図書館や体育館といった施設も点在している。しかも全員が新入生という状況なので、オリエンテーリングを通じて施設の場所とか利用の仕方を覚えてもらおう、という趣旨らしい。

「しかも、目的の施設を回って、スタンプを押していくらしいぜ。あまりに普通だよな。特殊な学校なんだから、もっと特別なことをやって欲しいよ」

「別に。もともと、この学校に期待してなかったから、あんま興味ない」

　最上はサラダのレタスを口に運びながら、サバサバした口調で言う。

「でも、最上もテッセラクト視覚サイトは持っているんだろ？」

「たぶんね」

「でも、興味はないのかあ。じゃあ、この学校に来ようと思ったのは、なんでなんだ？　いや、なんというか興味本位で訊きいているだけなんだが」

　前にキレられた質問を、もう一度する。

　最上はジロッとこっちを睨にらむ。

「いや……、言いづらい話ならいいんだけど」

「別に言いづらくないけど」

　肩をすくめる。

「私がここにいるのは父親に強く薦められたから……。ただそれだけ」

「そ、そうなんだ」

「私は地方出身なんだけど、地元の高校に行くのが希望だったのよ」

　表情を曇らせながら、ボソボソと言う。

「それを親が……、行けって。なんでも、父の会社の取引先の会社の社長から、薦められたらしいわ。絶対に入れた方がいいって」

「へええ」

「でもね。だからって、一人娘を手放すのってどうなの？　本人は嫌がっているのに寮生活させるなんて考えられない。……だから嫌い、パパのこと」

　最も上がみはムスッと唇を尖とがらせた。

　オレは「それは確かにな……」と腕を組んだ。

「そっか。この学校って、希望してきたやつばかりじゃないんだな……」

「そうよ。そうじゃない人だっているの」

「なるほど……」

「そういうアンタはどうなの？」

　最上はチラッと上目遣いでオレを見た。

「親元を離れて、いきなり寮生活なんて、いやじゃなかった？」

「オレはもともと一人暮らしだからなあ。あんまり抵抗なかった」

「そうなの？」

「ああ。両親とも中一の時に、海外転勤になったから、オレ、一人なんだよな。近くにばあちゃんの家があったから、ご飯はそこで食ったりしてたけど」

「そ、そうなんだ」

　目をパチクリとして、不思議そうな顔をした。

「中学生で、親と離れて暮らすのって……嫌じゃなかった？」

「どうだったかなあ。たぶんだけど、あんま嫌じゃなかった気がする。もともと両親とも妙に忙しい人だったから。あんまコミュニケーションとってなかったのもあったかな」

「そ、そう」

　最上は横のガラス張りの壁の方へ顔を向けた。

「私も、実家にいる時から一人のことが多かったけど……」

　寂しげに目を細め、ガラスの向こうの芝生と木立の庭に目を向ける。

「……って！」

　急に恥ずかしげに顔を赤らめる。

「なんで、こんな話をアンタにしないといけないのよ！」

「そ、そうだよな。ちょっと込み入った話を聞いて悪かったよ」

「い、いや……。話したのはこっちだけど……」

　最上は下を向くと、飲みかけのコーヒーを飲みきり、立ち上がる。

「先に行くから」

　それだけ言うと、トレイを持って立ち上がった。オレは「おう」とだけ言って、追いかけないでいた。最も上がみがこの学校のことを嫌う事情がなんとなく分かったから、それだけでちょっと満足した。



「それは一いちの宮みやの陰いん謀ぼうなんだ」

「陰謀？」

　一人で登校したオレは、教室前の廊下の端っこで、六りく道どうに今朝の会話の内容を話していた。最上が希望してエピタフに入学したわけではないという話をすると、陰謀などという物騒な単語が飛び出したのだ。

「最上のテッセラクト視覚サイトは高いんだ。そういう人間はなんとしてでも、エピタフに入学させたい。でもだからって、新しん藤どうのように、推薦状を出しただけでホイホイ入ってくる人ばかりじゃない」

「人をトラップにかかる家の害虫みたいに……」

「そういう時は、一宮が色々と頑張ったみたいなんだ」

「色々というと……」

「基本的にはお金で解決したみたいだ」

　六道はサラサラの長い髪を耳に掛けながら言った。

「金かよ！」

「色々と優遇措そ置ちを出すんだ。入学金、授業料無料。それでも駄目なら、お小遣いや入学準備金の名目でお金を渡したりもする。そこまでしたら、本人もその親も喜んで入学を決めるみたいだ」

「い、いいのか、そんなことして！」

「優秀な生徒はなんとしてでも集めないといけないからな。……でも、最上さんの家は裕福だから、お金じゃ動かない。そういう時はコネを使う」

「コネ？」

「一宮グループの力や国会議員を使ったらしい。最上の父親は建設会社の社長だから、取引先の一宮グループや、地元の議員に強く勧められたら断れなかったんだろう」

「……なんかそれ、やり口がえげつなくないか？」

「でも、そこまでやって入学させられたからこそ、新藤は最上に狙ねらいを定めることができたんだ。天使アポストルスに対抗することもできるんだ」

「まあ、結果的にはそうだけどさ……」

　そのせいで最上は両親と離れ離れにされて、学校にも両親に対しても不満を持っている。それってなんか可哀かわい想そうだよなあ。

「最上がそんな込み入った話を新藤にしたってことは……、少しは仲良くなってきたということだろう？」

「まあ、たぶん。多少は」

「そ、そうに決まってるじゃないか」

　六りく道どうは眉み間けんに皴しわを寄せた。

「その調子で仲良くなって、土曜日、遊びにいけばいいんだ」

　言葉とは裏腹にちっともよくなさそうな表情で言い捨てると、回れ右して去っていく。

「なんなんだよ、あれは……」

　オレは首を傾かしげながら、横に揺れる六道の後ろ髪を眺めていた。



　　　☆



　一時間目のチャイムが鳴ると五いつ木き先生が教室に来て、オリエンテーリングの説明を始めた。ルールは決められた学園内の施設に行ってスタンプを見つけ出し、規定の用紙に押すというもの。授業の一環ということで、スタンプをコンプリートした順番によって体育と倫理の授業の成績の点数をつけるらしい。

「制限時間はありませんが、コンプリートできなくても昼までにこの教室に帰ってください。帰ってきた人から順に、今日の学校は終わりとします。では、かいさ───ん」

　五木先生が黒板の前でパンと手を叩たたくと、教室は放課後になったような喧けん騒そうに包まれた。

「さてと」

　バラバラとグループになった生徒たちが教室を出発していく中、オレは横の席に目をやった。最も上がみは見るからにやる気のなさそうに口を尖とがらせて、プリントを眺めている。

「高校にもなってオリエンテーリングってのも情けないよな」

　声をかけてみる。

「……かったるい」

　よかった、返事があった。登下校時や寮以外では、初めて最上とまともに会話した。

「スタンプ、一緒に探すっていうのはどう？」

「はっ？」

　最上は朝と同じように、なんでって顔を一瞬したが、

「……まあ。別にいいけど」

　そう言って、ため息をついた。

　よおっしゃあ。頭の中でガッツポーズを決めるオレ。オリエンテーリングを最上と一緒にまわって、その間に土曜のデートに誘う……。昨晩、寝ている間に思いついた作戦だ。

　一つ目の関かん門もんを突破できたぜ！　と、喜んでいると、

「あれえ？　新しん藤どうくん、いつ、最上さんと仲直りしていたの？」

　最上と逆サイドの斉さい藤とうさんが、席の間にやってきた。大きな目をグリグリと丸くしながら、オレと最上を見比べる。

「いや、まあ、なんというか、仲直りっていうか……」

　コメカミを引ひき攣つらせながら、最上の顔をうかがう。斉藤さんの発言で、最上が不ふ機き嫌げんになって、一緒にオリエンテーリングに行けなくなったりしたら悲しい。

「仲直りもなにも。最初から、別に喧けん嘩かなんかしてないけど」

　最も上がみはフンと鼻を鳴らした。

「「ええっ？」」

　斉さい藤とうさんと上げた驚きの声が見事にハモる。みんなの前であれだけ大々的に席を変えてくれって言っておいて喧嘩していないとか……。

「そ、そうなんだ。でも、まあ、よかったね」

　斉藤さんは違和感アリアリな顔をしつつも、笑ってくれた。やっぱ、この人、いい人だ。

「オリエンテーリング、私も一緒に行ってもいいかな？」

「えっ？」

「お邪魔じゃなかったら、だけど」

　斉藤さんはオレに向かってウインクする。たぶん、オレのために言ってくれているんだと思う。仲直りしたばかりで二人っきりは大変だろうと。

　でも、斉藤さん！　その気持ちはありがたいんだけど、本当は最上と二人っきりになりたいっす。だって、オレ、最上をデートに誘わないといけないから。だが、

「別に……。私はいいけど」

　最上があっさりと頷うなずいてしまう。

　ううっ。これじゃあ、さすがにオレが断るわけにはいかないよなあ。

「う、うん、そだな。じゃあ、三人で回ろうか……」

　オレが胸の中でため息をついていると、

「私も一緒に回ってもいいだろうか？」

　凛りんとした声を響かせ、六りく道どうが現れた。

「えっ？　ええっと、六道さん？？」

　斉藤さんがキョトンとする。今まであんまり接点がなかったからだろう。同じようにオレも不思議そうな顔をしていると、六道は意味深な視線を送ってきた。なにやら企たくらんでいるらしい。

「じゃあ、四人で回ろっか？」

「う、うん。オレはいいけど」

　オレは頷きながら立ち上がる。最上も特に反対するわけでもなく席を立った。

　四人でぞろぞろと、他のクラスメイトに続いて一緒に教室から廊下に出る。

「最上さんって寮は何階？　私は八階なんだあ」

「五階」

　下げ駄た箱ばこに向かっている間、積極的に話題を振ろうとしている斉藤さんと最上の後ろを、六道と並んで歩いていると、

「……二人っきりにするから。待っていて」

　耳元で六道がさり気なく囁ささやいた。

　ホッとする。六りく道どうがサポートしてくれるというのは心強い。



「実は六道さんとも、ゆっくり話したかったんだあ」

　オリエンテーリングの最初の目的地を学園の中央にある公園に定め、四人で学園内の道を歩いていると、斉さい藤とうさんがニッコリと笑ってそんなことを言った。

「新しん藤どうくんもだけど、放課後はすぐにいなくなっちゃうから、なかなかチャンスがなくて」

「話しがしたいというのは、なぜだろう？」

　六道がいつもの無愛想で答える。個人的には、斉藤さんはいい人と思うから、もうちょっと優しくして欲しいんだが。

「だって、六道さんって色んな噂うわさがあるもん」

「噂？」

「なんか学校の偉い人の関係者とか？」

　──げっ。六道が学校の創設者の一人っていうのは、一般生徒には秘密のことだと思うんだが、早くもばれてるじゃねえか。

「本当だ。私は学校ができる前からテッセラクト視覚サイトの研究に協力していたんだ。学園側の人間に知り合いは多いな」

「へーえ。じゃあ、六道さんは、テッセラクト視覚について詳しいの？」

「ああ、それなりには」

　上う手まくかわしてる。さすが六道だ。

「じゃあ、もしよかったら教えて欲しいかも。テッセラクト視覚って、結局のところどういうものなんですか？」

「それは……」

　斉藤さんの六道への質問に、六道は淀よどみなく答えていく。想定された質問なのか、それとも普段から聞かれるのに慣れているのか、六道は若干の誤ご魔ま化かしを交えながら説明していた。

　二人の会話に聞き耳を立てつつ、オレは、ふと、最も上がみに視線を向けた。最上はつまらなそうな顔で、足元を見ながら歩いていた。オレは歩調を最上に合わせて横に並ぶ。

「そういえば、最上さ。もう荷に解ほどきは終わった？」

「一応ね」

「オレはまだ全然終わってないぞ」

「計画性がないからね。そのままだと一生終わらず、卒業式を迎えることになるわ」

「ありえるけどな。親が海外から大量に服を送ってきてさあ。しかも、出張先の民族衣装みたいな服が一杯で。これが整理つかないんだよ。誕生日だからって大量に送ってきてさあ。どこから手をつけていいか」

「誕生日？」

　最上はジロッと不ふ機き嫌げんな顔を向けてきた。

「アンタの誕生日いつなの？」

　ニヤリと笑う。

「オレはなあ。同じ学年の誰だれよりも先に誕生日を迎えるんだ」

「はあ？」

「四月二日生まれなんだよ」

　怪け訝げんな顔をされる。まあ、慣れっこだけどな。

「一日生まれの方が早いじゃない」

「四月一日はその前の歳としの学年になるんだ。だから二日生まれのオレが一番年上」

「へえ。そうなんだ」

　最も上がみはそれほど感心もしてない様子で肩をすくめた。

「そういう最上は誕生日いつ？」

「な、なんでそんなこと訊きくのよ？」

　急に声を荒らげる。

「いや、特に理由はないんだけど……」

「ないのに、人の誕生日を訊くわけ？」

「いや、その」

　しどろもどろになっていると、最上は尖とがらせた口をモゾモゾと動かした。

「……四月七日」

「七日？　ちかっ！」

「近いからって、別にどうということもないんだけどね」

　フンと鼻を鳴らされる。

　ってか、最上の誕生日って、今週の土曜日じゃないか。つまり一緒に遊びに行こうと企たくらんでいる日……。ってことはもし誘えたりしたら、誕生日デートになるわけだ。それって誘うためのハードルは上がったのか、それとも下がったのか？？

　最上の横を歩きながらアレコレと考えている内に、中央公園に到着する。

　中央公園は学園エピタフの真ん中にあって、キャンパスマップで見る限りかなり広い施設だ。実際、目の前には芝生の広場がどこまでも広がり、その向こうには林まで見える。学園の住人の憩いの場所として設定されたらしいが、平日の午前ということもあって見渡す限り人の姿はない。穏やかな陽光の降り注ぐ芝生のみが、どこまでも広がっている。

「で、スタンプってどこにあるのかな？」

「さあ」

　入口の案内板のところにでもあるかと思ったが、そこにはない。斉さい藤とうさんとキョロキョロと探す。こういうのは他の生徒が集まっているところに行くのが効率がよいのだが、中央公園を最初の目的地にしたのはオレたちが最初らしく、それも叶かなわなかった。

「宝探し的な要素もあるのかなあ？」

「全員で探すのは効率が悪いんじゃないだろうか？」

　いきなり、六りく道どうがそんなことを言った。

「全員で同じ場所を探すよりも、別働隊が近くの他のスタンプポイントに行った方がいい」

　言いながら、チラッとこっちを見た。

　なるほど、そういうことね。

「確かに……。手分けして探そうか。この近くで他の目的地ってなにがあるのかなあ」

　調べると、公園敷地内にある屋内プールがスタンプポイントになっていた。

「じゃあ、六道さんの忠告に従って、プール組と公園組の二手に分かれようか？」

　斉さい藤とうさんはオレたちを見る。

「最も上がみさんはプールと公園、どっちがいい？」

「どっちも乗り気じゃないけど、屋内の方がまだ……」

「新しん藤どうくんは？」

「あ──、オレもプールの方かな」

　最上の方を気にしながら答える。嫌そうな顔はしてなかった。

「そっか。じゃあ私と六道さんで公園の方、探そっか？」

　斉藤さんの問いに、六道は無言で首肯した。

「では、先に見つかったら、もう一方に連絡するということで」

「了解」

　番号を交換しあうとオレと最上は斉藤さんたちと別れ、一緒に屋内プールへ向かった。

　屋内プールは公園の入口からほど近くにあった。国際水泳大会でも開けそうなくらい重厚感のある外観の建物で中もかなり広そうだ。とても学校のプールには見えない。

　入口の自動扉を開けると、温水プールならではのモワッとした湿度と塩素の匂においがしてくる。中には広い立派なホールがあった。でも、受付に人の姿はない。

「スタンプはどこにあんのかなあ」

　最上と一緒にスタンプを探してホールの中を歩いていると、

「……ふう」

　いきなり最上が大きなため息をついた。

「ど、どうかしたの？」

「……なんか二人になれてよかった」

「へっ？」

　ちょっとドキドキしながら最上の顔を凝視する。

　も、もしかしてオレと二人っきりになりたかったって、そういうこと？

「そ、それってどういう……？」

「私ね、団体行動苦手なのよ。四人で行動するのは苦痛なの。教室出る時は大丈夫かなって思ったけど、やっぱり辛つらかったわ」

　最上は「う──ん」と両手でノビをしながら言った。

「だから勘違いしないで欲しいのだけど、アンタと二人っきりになれてよかったって言っているわけじゃないの。人数の問題よ。本当は一人がいいけど、四人よりは二人がいいってだけ。例え、もう一人がアンタだとしてもねっ！」

　長い睫まつげに縁取られた目を尖とがらせて、オレを見る。

「そ、そう。そういうことね」

「そういうわけで、あんまり早く見つけて合流したくないから。ゆっくり探しましょ」

「はあ、まあ、それはいいけど」

　二人っきりの間に最も上がみを誘いたいオレとしては望ましい展開だ。

「すげえな。ここ、プールが二つもあるんだ」

　ホールの壁の館内の案内図の前で、オレは感嘆の声を上げる。この施設には巨大な五十メートルプールが一つと、もう一つ、飛び込みもできる深いプールがあるらしい。

「スタンプはどこにあるんだろうな？」

「さあ」

　少なくとも入口のホールにはなさそうだった。

「もしかしてプールの方にあるのかな？」

　ホールの奥のガラスの扉の方を見る。その奥に五十メートルプールがあるらしい。

「そうかもね」

「行ってみようか」

　何しろ広いので、案内地図で五十メートルプールへの行き方を確認した。ガラスの自動ドアを通って、自動で点灯したＬＥＤ電球に照らされた長い廊下を歩いていく。途中にあった更衣室の前で立ち止どまる。

「たぶん、ここにはないと思うけど、一応、見ていく？」

「そうね。後で探しに戻るのはバカバカしいし」

　最上と別れて、男女それぞれの更衣室に入った。

　新しい建物独特の塗と料りようの匂においが鼻についた。更衣室はこれまた学校のプールとは思えないくらい立派な作りになっていた。しっかりとした鍵かぎのかかるロッカーが設置されている。激しい男女比にもかかわらず、ロッカーは百人分はありそうだった。

　予想通りスタンプが見当たらないので、オレが廊下に戻ろうとしていた時、

「キャ─────────────────────────────！」

　壁の向こうから最上の悲鳴が聞こえた。

「最上!?」

　廊下に飛び出ると、躊ちゆう躇ちよしつつも女子更衣室に突入した。入ってすぐの所で、最上が震えながら立っていた。

「ど、どうした？　なんかあったのか？」

「なんか、ロッカーの向こうで物音が……」

「音？」

　耳を澄ます。確かにロッカーの向こう側の列から、カサカサと音がした。聞きようによっては、人の気配のようにも思えた。

「だ、誰だれかいるのか？」

　呼んでみる。返事はない。

「も、戻って人を呼んだ方が……」

　最も上がみが声を震わせながら、後ろからオレの制服のシャツ裾すそを引っ張ってくる。

「ちょっと見てくるよ」

「へ、変質者だったらどうするの？」

「陸の孤島の学園に変質者いないだろ。いたら先生に通報すればいいさ」

　と、威勢のいいことを言いつつ、オレはおっかなびっくりな足取りで物音のする方に向かっていった。

　カサカサッと、また音がする。確かになんかがいるっぽい。でも、これ、人か？

　オレはロッカーの列の端まで行くと、そこで立ち止どまった。

　生なま唾つばを飲みこむと音がする列を覗のぞく。その時、薄うす暗くら闇やみの中で、何かがキランと光った。叫び声を上げそうになったのをなんとか我慢して、目を凝らす。

　光ったのは生き物の目だった。デカイドブネズミ。茶色い皮毛に覆われていて、子猫くらいのサイズはある。それがロッカーの扉で爪を研いでいるらしかった。

「なんだよ。驚かせるなよ」

　安あん堵どのため息をつくと、オレはドンと床に足を踏み下ろした。ネズミは飛び跳ねて驚くと、オレの横を通り抜けていった。

「キャ─────────────────」

　また、最上の悲鳴が聞こえた。ドタンという音が続く。

　急いで戻ると。最上が尻しり餅もちをついていた。

「な、なんか、きょ、巨大なのがあ、足に当たって……」

　半泣きの顔で駆けつけたオレの方を見上げてくる。

「ああ、なんかネズミがいたっぽい。ほら、ここってあったかいだろ？　だからやってきたんだと思う」

「ネ、ネズミ？」

「ああ。変質者じゃあ、なかったみたいだ」

　言いながら最上に手を差し伸べた。

　で──、手を伸ばしたまま固まった。

「……」

　コメカミから冷や汗が垂れてきた。尻餅をついた最上のスカートがめくれあがり、パンツがチラッと見えているのだ。

　オレの様子に、最上がハッと足元に目を落とし、慌ててスカートの裾を押さえた。

「み、み、み、み、見たでしょ─────!!」

　耳まで真っ赤にして睨にらんでくる。

「いや、見ていない！　見たかもしれないが、この暗さだし、一瞬だったからほとんど見えなかったって！」

「嘘うそばっかり！　見ていないというなら、パンツの色を言いなさいよ！」

「薄い水色だろ。そしてレースがあしらわれている可愛かわいいヤツな」

「やっぱり見たんじゃない!!　しかもジックリと観察してるじゃない！」

「ハッ、しまった誘導尋問だったああ！」

「やっぱりアンタは変態だわ。初めて会った時から変わってないじゃない、もうサイテー、サイアク！」

　不満そうに口を尖とがらせながらも、最も上がみは伸ばしたオレの手を握ってきた。

　よかった。口で言ってるほど怒ってはないみたいだ……。

　最上を引っ張り上げながら、オレは内心ホッとしていた。

「や、やっぱ、ここにはスタンプなさそうだな。やっぱ、プールの方に行こうぜ」

「……」

　最上はムスッとしたまま頷うなずいた。

　廊下に戻って歩いていると、最上が頬ほおを膨らませてチラチラッとオレの方を見てきた。

「なに？　もしかして、まだ怒ってるの？」

「べっつに」

　最上を見返すと、プイッと視線を逸そらされた。

　そのまま歩を進めていると、

「……逆よ」

　小さい声で言った。

「へっ？」

「ちょっとね。アンタのことを誤解してたかも、と思えてきただけ」

「なにが誤解？」

「いや……、前、鍵かぎをなくした時も寮母さんに言ってくれたし……、さっきも悲鳴を上げたらすぐに助けに来てくれたし。意外と結構、いいヤツかもしれないって。そう思った」

「そ、そうだろう？　オ、オレはいいヤツなんだぜ」

　わざとらしく胸を張ってみせる。

「……ただ、なんかいつも間が悪いわ」

「間が悪い？」

「裸を見たり、パンツ見たり……」

「そ、それ、オレのせいか？」

「そうでしょう？　私のせいだって言うの!?」

　そう言って、またムッと口を尖らせる。だがその顔は、少し笑っている。

　も、もしかして今のって。

　……軽くフラグ立ってないか？

　オレに対する好感度が上向いたような気がする。ゲームでいえば、なんか女の子の表情のグラフィックが「普通」から「いい」へ変わった。まだ頬ほおを常時赤くしてるレベルではないが、かなり改善してる。

　そう思いながら、改めて最も上がみの表情を観察する。いつもオレの前ではおでこに浮かんでいた皴しわがない。油断なく閉じられている桃色の唇も、若干弛し緩かんしているじゃないか。

　──チャンスだ。デートに誘う。

（……あとはタイミングだ。タイミングさえ合えば、きっと成功するはず）

　動どう悸きがする胸を押さえながら、オレは小さく深呼吸した。

　突き当たりの自動ドアを開けると、そこには五十メートルプールがあった。できたばかりだから当然かもしれないが、プールもプールサイドもピカピカ。誰だれに使われるわけでもないくせに、プールには温水が張られている。結構深そうな水深。国際競技規格ってヤツかもしれない。

　曲げ木のアーチが支える天井は高く、ものすごく開放感がある。高校のプールとは思えないレベルだ。

「オリンピックもできそうだなあ」

　プールサイドから中を覗のぞく。それを最上は遠くの壁際から見ていた。

「あ、スタンプあったぜ」

　プールサイドにスタンプ置き場が設置されていた。

「斉さい藤とうさんに連絡しとこうか」

　携帯電話を取り出そうとしていると、

「まだいいわよ」

　最上がそんなことを言った。

「どうせ連絡がないってことは、向こうは見つけてないんでしょ？　だったらすぐに電話しても公園に戻って一緒に探すことになるだけだもの」

「まあ、確かにな……。じゃあ、ちょっとここでサボるか」

「うん」

　最上はニコリと笑み、近くのベンチに腰を下ろした。オレもベンチに近づき、横に立つ。二人並んでプールを眺める。天窓から差しこむ陽光で水面がキラキラと輝いていた。

「ふあ──ああ」

　横に立つと、最上は大きな欠伸あくびをすると、眠そうにしょぼしょぼの目をかいた。

「……なんか疲れてそうだな」

「なんか、最近、あんまり眠れないのよ」

　小さくため息をつく。

「初めての寮生活で、枕が合わないとか？」

「ううん。そういうのとはちょっと違うのよ」

　最上は眠そうな目で虚空を見つめる。その顔には深い、疲労の色が浮かんでいた。

「もしかして……、親の話と、関係してる？」

　少し間があった後、

「まあね」

　最も上がみはポツリと呟つぶやいた。

「昨日の夜もパパから電話があってさ。言い争いになっちゃった」

「……」

「明後日あさつて。私の誕生日じゃない」

「ああ、そうだな」

「なんかパパ、プレゼントを送ってくれるっていうのよ」

「……よかったじゃないか」

「いらないって、断った」

　フンッと鼻を鳴らす。

「な、なんで？　もらっておけばいいのに」

「あの人は私を捨てたの。だからプレゼントくれるって言われても、白々しいじゃない」

「いや、捨てたってことは……」

「ううん。捨てたの！　この学校に来る前から、パパとは喧けん嘩かしてばっかりだったもの。あの人の仕事優先なところが大嫌いだった。だから、パパは私を見捨てた。……あの時と同じように！」

「あの時？」

「……」

　最上はしかめっ面で下を向いてしまった。

　六りく道どうから生徒集めの裏話を聞いた身としては、最上のように望まず入学した生徒には同情してしまう。しかも、誕生日を両親に祝ってもらえない辛つらさってヤツは、オレもよく分かるし。

　オレはジッと俯うつむいた、最上の横顔を見つめる。

　ふと、ある考えに至る。

　──今、誘ってみようか、と。

　このタイミングなら、オッケーがもらえるかもしれない、と。

　や、やるか……。オレはスッと深呼吸をした。

「なあ……。最上さあ……」

「なに？」

　最上は不思議そうに目を瞬まばたきさせていた。

　明らかに以前のような敵意丸出しの表情とは違う。今なら。もしかして。

「誕生日の土曜日って、なんか予定ある？」

「ないけど。なんで？」

「ひ、暇なら一緒にエピタフモールに行ってみないか？　まだ行ったことないんだけど、色々店が入っているらしいぜ」

「えっ？」

　最も上がみはキョトンと目を瞬まばたきさせた。それって、ていう顔をしている。

「どうだろう。あんまり豪勢にはできないが、ファストフードの店でポテトをおごるくらいならできるぞ。プチ誕生日会しようぜ？」

　言いながらちょっとだけ、罪悪感を覚える。なんか最上の不遇につけこんで、誘ってるような感じがする。しかも、オレは純粋な気持ちから最上をデートに誘っているわけじゃない。自分を守る兵器アームズってヤツを作るために、やっているんだ。

　ジッと最上の顔を見つめて返事を待っていると、

「ええっと……」

　最上が困ったような顔をした。言いい辛づらそうに、口をモゾモゾと動かしている。

　やっべ。もしかしてオレ、早まったか？

「あのね。そのね……」

　上目遣いでオレを見る。

　本格的にヤバい。ネガティブな答えが返って来そうな予感がプンプンと……。

　しまった。誘うのは、まだちょっと早かったか？

「アンタがいいヤツだとは思うけど──」

　やべっ……。拒絶くるう─────────!?

　ショックに耐えられるよう、グッと拳こぶしを握り締める。

　そして──。

　最上が何か言おうと口を開こうとした、

　その時──。



　キ───────────────────────────────ン。



「？」

　いつか聞いた耳鳴りのようなものと気配を感じた。

　こ、これって、もしかして……。

　オレは目線を上へ向けた。

　舌打ちした。

　なんでだよ。なんでアレがあんなところにいるっ!?

　建物の天井の近くに、光に縁取られた紋章のような物が浮いているのだ。それは、入学式の時、グランドで見たものと同じ物。多角形を貫く剣の模様が──。あれは、

　天使アポストルス！

　どういうことだ？　聞いてない。あいつは日曜まで出てこないんじゃなかったのか！

「新しん藤どうくん、やっぱりね……」

「も、最も上がみ！」

　最上の言葉を遮るように叫んだ。

「今すぐ、外に出るんだ！」

「へっ？　どうして？」

「え、えっと、オ、オレ、建築現場でバイトをしてたから、手抜き工事が分かるんだ」

「はあっ？」

「さ、さっきから、ここにいると軋きしむような音がする。こ、この建物は危険だ。いつ崩壊してもおかしくない！」

「崩壊？　それ、本当なの？」

「ほ、本当なんだ！　オレを信じて、安全が確保されるまで外で待っておいてくれ。頼む！」

　精一杯真剣に最上の顔を見つめる。

「……わ、分かったけど」

　最上は不信そうに、頷うなずく。

「じゃあ、オレは調査に行ってくるから。すぐに帰ってくるから、最上は外でさっきの返事を考えておいてくれ！」

「ええっ？　ちょっと！」

　驚く最上を無視してプールサイドを走った。

　ヤツを違う場所へ誘導して、彼女が避難するまでの時間を稼がないと……。オレは来た方とは反対側の自動ドアをくぐって、廊下をひた走った。ドアの手前には「飛び込みプール」の看板が掲げられていた。

　電話が鳴った。予想通り六りく道どうからだ。

「六道、大変だ！」

　マイクに向かって叫んだ。

『スタンプが見つかったのか？』

「それどこじゃないんだって！」

『分かってる。カナから連絡があった。天使アポストルスが発現したんだろう？』

「笑えないぞ、この状況でその冗談！」

『それで、新しん藤どうと天使は今、どこにいる？』

「飛び込みプールに向かって移動中。ってか日曜まで出てこないんじゃなかったのか!?」

『そのはずだ。新手、もしくは、エクスカリバーの分身的な存在かもしれない』

「まじかよ！　そんなにウジャウジャ出てくんのか!?」

『どちらにしても戦力は大したことはないと思う。すぐに私が行って天使を撃退する。新藤はそれまで時間を稼いで欲しい』

「最上が近くにいる。一応、プールの外に避難するよう言ったけど、ライフルやらロケットランチャーをぶっ放したら、六道に天使の存在がばれるかもしれないぞ」

『大丈夫。なんとか、気がつかれないように天使を退却させる。新藤は生き延びることだけを考えればいい』

　そう言って、電話を切られる。

「なんとかって、どうするんだ？」

　疑問に思いながらも廊下を駆け抜けた。一番奥の自動ドアを通り抜けると、再びプールが現れる。講堂よりも天井の高い開放的な空間に、底が見えないくらい深いプールだ。並々と水が張られた上には、上階から伸びる飛び込み台が見える。案内図にもあった飛び込みプールだ。

「さあ、来いよ。間違っても向こうのプールには出てくんなよ！」

　オレは身構え、ドーム状の天井へ目を向ける。

　シーンと静まり返った空間。どこかで水滴の音とシュ──ッと、水分が蒸発するような音がしたような気がした。

　空に向けた目を、ジッと凝らす。

　例の耳鳴り──、空中にボンヤリと、紋章を象かたどった光が浮かんだ。

「来るか……」

　やがて、オレが睨にらみつけたその紋章の中から、何かが現れた。

「！」

　背筋に戦せん慄りつが走る。現れたのは剣の鞘さやだ。やはり巨大な。それが、まるでワープアウトしてくる宇宙戦艦のように、尖とがった先端からゆっくりと、紋章から現れている。

「あいつの仲間か……」

　歯を食いしばりながら、オレは剣鞘を睨みつけた。

　外見はまさしく金属製の大きな剣の鞘だ。中央部には、エクスカリバーの柄つかに嵌はめこまれていた宝石と同じ形状の彫刻が施されている。エクスカリバーが収まるべき剣鞘に間違いない。そして、あの剣鞘も、オレを叩たたき潰つぶそうとするのだろう。オレの肉体が滅びるまで、獰どう猛もうな殺意で圧倒してくるのだろう。

　あのデカさの物が叩きつけてくる恐怖は、剣も鞘も似たようなものだ。グランドで見た、強力な戦闘力が脳のう裏りに蘇よみがえる。まだ鞘自体はピクリとも動いてないというのに、体が勝手にジリジリと後退した。

　だが、下がりながらも、オレは鞘を睨み続ける。

　ここで時間を稼がないと──。

　せめて最も上がみが建物の外に出るまでは……。

　コロス──。

　前回と同じく声が響く。なぜか分らない。全く身に覚えのない、オレに対する殺意。



　コロス、コロス、コロス、コロス、コロス、コロス──。



　なぜだ。

　どうしてお前は、オレにそんなにも強い殺意を持っている!?

　ギギギギ──。

　油の切れた機械のような音を上げながら、剣鞘さやが振り上がり、上段に構えられた。

　来るか──。

　間合いをとる。

　鞘の尖とがった先端がわずかに動いた時、

　オレは反射的に横っ飛びに飛んだ。プールサイドのコンクリの床に受身を取りながら転がった。

　刹せつ那な、空気を切り裂く音が上がり、突風が吹き抜ける。

　激しい炸さく裂れつ音おんと爆発音が、背後から上がった。オレが立っていた床面に亀裂が走り、プールから水柱と水蒸気が上がる。

　ガラガラガラと後ろから音がした。壁にまで斜めに裂け目が走り、壁面のコンクリの一部が崩れていた。

　パネエ。鞘のくせに──。

　あれをまともに喰くらったら確実に潰つぶされる。

　しかし、だ。前ほどの恐怖はない。確かに威力は強いが、目で見てから逃げられる。動きが単純なので、予測できる。攻撃を繰り出す直前の動きを見切れば、

　──必ず避けられる！

「……さあ、こいよ」

　空中の鞘に向かって手を伸ばし、こいこいと手を動かす。

　若干、調子づいてるなと思う。だが、それくらい虚勢を張らないと、精神を保っていられない気がする。

　全身から汗が噴き出してきた。足の武者震いがさっきから止とまらねえ……。

　と、

　オレの挑発するような動きに反応したわけではないだろうが、あの巨大過ぎる鞘の先端が上がっていく。

　何度でもきやがれ。同じように来る限り、何度だって逃げられる──。

　上段の構えで止まった鞘がピクッと動く。

　来るっ！

　反射的に横っ飛びに飛んだ。

　その時──、

　近くで自動扉が開く音がした。

「あれ？　どこよ、ここ……」

　人の声。地面に転がりながら、振り返る。最も上がみがそこに立っていた。

「最上!?」

　オレが叫ぶと同時に、斬ざん撃げきが放たれる。

　強烈な風圧が来る。

　衝しよう撃げき波はが最も上がみの近くの壁に、激突し爆発した。返しの爆風をもろに喰くらい、最上の体が吹き飛ばされた。

「最上─────────────────────────？？！！！」

　悲鳴を上げるオレの目に映る、飛ばされてプールに落下する最上の姿が。

「最上っ！」

　すぐさまオレもプールに飛びこんだ。

　剣鞘さやが追撃してくるに違いないとか、そんなことはどうでもよかった。とにかく最上を助けないと、という気持ちが体を奮起させた。プールに落ちた最上を目指して泳ぐ。

　最上はプールサイドから結構飛ばされて落水していた。水中から顔だけ出して、手足をバタバタと動かしているが、まともに浮いていない。どうやら泳ぎが不得意らしい。

　オレが近づき最上に手を伸ばす。

　しがみついてきた。加重がかかって、グッとオレの体も沈む。

「ぐおおおおお」

　必死に手をかく。

　なんとか浮力を確保し、そのままプールサイドへ最上の体を引っ張っていく。

　泳ぎながら最上の体に目を向ける。

　青い顔をして、目を閉じたまま。水を飲みすぎて、気を失っているのか？















　プールから上がり、最も上がみの体を引っ張り上げ、プールサイドに寝かせた。

　ハッと顔を上げた。

　空中から悠ゆう然ぜんと人を見下すように浮遊する剣鞘さやが見えた。

　ギギギギ──。

　鞘が振り上げられていく音。

　やべっ。逃げられない。せめて、最上だけでも助けないと。

　その時──、

　鞘のすぐ横に、何かが見えた気がした。

　幻かと思った。

　でも事実、空中に誰だれかいる。学園エピタフの制服姿の女の子が。空中だと思ったのは飛び込み台の上だ。そして、女の子の正体は、

　六りく道どう──！

　鞘が振り下ろされようとしたのと同タイミング。六道が飛び込み台の上を走った。走りながらスカートをたくし上げる。右足のホルダーからダガーを抜きざまに跳躍した。

　ダガーを両手に持ち変え、

　剣鞘の真ん中、あの宝石の形をした彫刻に突き立てた！



　─────────────────────────！！！！！！！



　耳をつんざくような高周波の悲鳴が周囲に響き渡り、

　強烈な光を発して、

　剣鞘は爆縮した。

　そして、光の粒子が降りしきる中を六道が飛び込みの選手もかくや、という美しいスタイルでプールへ着水した。ほとんど上がらない水しぶき。一瞬のことだった。

「……ほんとに銃器を使わずにやっつけやがったよ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくオレ。目を上げるとあの巨大な剣鞘の姿は完全に無く、ただ飛び込み台が静かに揺れていた。

　ってか、それよりも！　オレはプールサイドに倒れた最上の横にしゃがんだ。

「最上」

　叫んだが、目は堅く閉じられたままだ。鼻に耳を近づけると、息をしていなかった。半開きの口からゴボゴボという音がする。

「み、水を飲み込みすぎたのか!?」

　とりあえず水を吐き出さないといけない。最上の上半身を見る。ずぶ濡ぬれのブラウスからブラが透けていたが、そんなことはどうでもよかった。

　胸の下の辺りをグッと両手で押さえた。

「もっと力を入れないと効果ない」

　いつの間にか、プールから上がってきた六りく道どうが、制服から水を垂らしながら立っていた。

「こ、このくらいか？」

　思いっきり、力いっぱい押す。

「その調子」

　言われるまま力任せに押さえていると、最も上がみの口からゴホゴホッと水が吐き出された。遅れて、ス──ス──と呼吸音が聞こえてくる。

「もう大丈夫」

　その場で回れ右をした。

「あ、おい、行っちゃうのか？」

「だって、私がここにいるのは変だから」

　確かに、一緒にずぶ濡ぬれになった六道のことを、なんて最上に説明すればいいだろう。

「あ、ありがとな」

「いいんだ。これが私の義務なんだから」

　少し困ったようにそう言うと、ガラスの割れた自動ドアの向こうに消えていった。

「う、う──ん」

　ややあって、最上の目の長い睫まつげがパチパチと動いた。

「も、最上？　気がついたか？」

　ゆっくりと、大きな目が開く。

「……パパ？」

　衰すい弱じやくした声でそんなことを言った。

「いや、オレはパパじゃない」

「？」

　最上はまた何度も瞬まばたきさせて、凝らした目をオレに向ける。オレだと分かると、恥ずかしそうに頬ほおを赤く染めた。

「え、えっと……。何があったんだっけ？」

「い、いや、なんか、最上がこっちのプールに来た直後に壁が落ちてきて、その衝しよう撃げきで最上がプールに落ちて……」

　かなり無理のある説明だな、と自分でも思う。破壊された周囲の壁や床は、手抜き工事ってレベルじゃねえだろ。

「この建物が危険って本当だったんだ……」

「……な？　オレが言ってた通りだろ？」

「なんとなく思い出したかも。私がプールに落ちて、溺おぼれているのを新しん藤どうくんが助けてくれた、んだよね？？」

「うん、まあ、そうだな」

「……やっぱりそうなんだ。なんとなく、新藤くんの手を掴つかんだことを覚えてるような」

　そんなことを言いながら、最上は上体を起こした。

「もう、制服がびっしょりじゃない。って、あああああああああああああっ！」

　眉み間けんに皴しわを寄せると、両手を交差させて胸を隠した。

「なんかすけすけなんだけど!!」

　キッとオレを睨にらんできた。

「……気を失っていたからって、変なことしてないでしょうね？」

「し、してないって」

　怪しむように睨んでくる。でも、口は笑っていた。

「新しん藤どうくん……」

　最も上がみは急に真面目まじめな顔になってオレを見つめてきた。

「ん？　どうした？」

「ありがとね……。助けてくれて」

　そんなことを言う。

「建物が壊れてもおかしくなかったのに、新藤くんは私を見捨てずに助けてくれた」

　恥ずかしそうに肩をすくめる。

「い、いや、まあ。普通、あの状況だと、助けるって」

　本当はオレ自身も助けられたんだけど。

「でね……。さっきのあれなんだけど」

　最上は上目遣いで見つめてきた。

「あれって？」

「土曜日、遊びにいくって話でしょ！　自分が誘ったのに忘れたの!?」

　眉まゆ尻じりをキュッと上げた。

「いや、わ、忘れてはいないって！　ちょっと時間が空いたから分からなかっただけで」

　慌てて手を振っていると、

「……いいよ。遊びに行っても」

　コクッと。

　最上は首を、縦に振った。

「マ、マジで？　マジでいいのか？」

　裏返った声で聞き返す。

「そういう言い方するんならいかない」

　プイッと顔を背ける。

「いや、いや、そう言わんと！」

　祈るように手を組むと、最上は目だけこちらに向けて、ニッコリと笑んだ。

「それでどういう予定？　私は一日暇の予定だけど」

「えっ？　ええっと……」

「まさか決めてなかったなんて言わないでしょうね？」

　軽く睨まれる。

「い、いやそんなことは……。じゃあ、十時に寮の玄関に集合な感じでいい？」

　実は誘う以上のことは考えてなかった。

「いいわ」

「なんか、目立ってイヤというなら」

「自意識過剰。デートに行くってわけじゃないんだから」

「そ、そうだよな。別に見られて困ることないよな」

　やべっ、ちょっと気持ちが舞い上がっていた。最も上がみ的にはデートと言っても、クラスメイトと土曜日に遊びに行く、ってだけの話だ。今のところな。

　まあ、それでもいい。最上を土曜日に誘うことができた。後はその内容次第ということになるけど、少なくともキスに繋つなげる道のりはできたじゃないか。

　こっそり安あん堵どのため息をついていると、

　クシュン──。

　最上が小さくくしゃみをした。

「ど、どうしたの？」

「何か寒い……」

　ブルッと体を震わせた。びしょ濡ぬれの制服をいつまでも着ていたら、そりゃ寒くもなるよな。

「事務所にバスタオルとか置いてないか見てくるよ」

「待ってよ。私も行く」

　一緒にプールの入口に戻っていると、最上がジロッと怖い目でこっちを見てきた。

「ねえ、新しん藤どうくん……」

「なに？　まさか、やっぱ遊びに行かない、とか言わないよな？」

「言わないわよ。そうじゃなくて！」

　口を尖とがらせる。

「私が気絶している間、本当はずぶ濡れの制服を見て変なことしたんじゃないの？　怒らないから白状しなさいよ」

「し、してないって！　さすがにオレはそこまで落ちてないって！」

　ブンブンと頭を振った。

「嘘うそばっかり。だったらブラの色、言ってみなさいよ」

「パンツとお揃そろいの淡い水色だろ？　いつも白ってわけじゃないんだな」

「！」

　後頭部をガツンと叩たたかれた。








　　　　　６章　《Arm or Die ?》







「明日、最も上がみにキスをするんだ」

　翌日の金曜の放課後──。生徒会会議室で六りく道どうは、真剣な顔でオレを見ながらそう言った。

「そうですわね。ここまで来たら、もう明日にかけるしかありませんわ」

　一いちの宮みやさんも真面目まじめな顔で頷うなずく。他メンバーたちもいつになく緊迫感のある表情をしていた。

「次、現れる天使アポストルスは本来の力を持っている。それまでになんとしても戦機乙女ヴアルキユリアを発現させる」

　六道は顔を強こわ張ばらせる。生徒会会議室にピリピリとした空気が充満していた。

「デートコースだが、五いつ木き先生監修の下、私たちの方でも考えてみた。参考にして欲しい」

「ああ、それは助かるよ」

　オレは素直に頷いた。デートする学園内にそれほど詳しいわけではないから。

「じゃあ、カナ」

「はいです」

　二ふたッつ谷やがタブレットを操作すると、円卓中央のディスプレイに学園の全体地図が表示されて、その中で赤い光が点滅していた。

「赤い点は、学園内のデートスポットを地図にプロットしたものです」

「この中でも歩く中心になる場所は、やはりここですわ」

　一宮さんがレーザーポインターで指し示したのは、エピタフモールと呼ばれる生活区だ。生活区は高等部地区と中等部地区の丁度真ん中にあって、チェーンのコーヒーショップ、ファストフードの店とコンビニなどがある……らしい。実はまだ行ったことがない。

「しかも、モールのゲームコーナーにはキャンディキャッチャーがあります」

「カナちゃん、前からやけにそこに拘こだわるね」

「キャンディは正義です！」

　結構、熱い顔で言い切られた。

「まあ、オレもまずはそこに行こうと思ってるよ」

　最上にもそこに行こうと誘ったしな。

「モールで軽くお茶した後は、中央公園に行けばいいですわ」

　エピタフモールから程近いところに、昨日のオリエンテーリングで行った中央公園がある。ちなみに、あの事件のために、オレと最上と六道はオリエンテーリングを途中で切り上げてしまっている。結局、一人で周ることになったと、今朝、斉さい藤とうさんに怒られてしまった。

「公園内は広くてゆったりしてますから。並んで歩けばいい雰囲気になると思いますわ」

「なるほどなるほど」

「そして、公園内の林を抜けると、学園で一番、見晴らしのよい展望台に着きますです」

　公園の端の辺りが点滅し、画面の端に海を見下ろせる展望台が表示された。

「ここは崖がけの上から海を見渡せるロマンチックな場所です。キスをするならここです」

　二ふたッつ谷やが顔を赤らめながら言う。

「そうね。私もキスをするなら“〝誓いの丘”〟がいいと思うわ」

　腕を組んだ五いつ木き先生が真面目まじめな顔で頷うなずいた。

「ち、誓いの丘？　って、どこっすか？」

「だから、公園の奥の展望台のことでしょ？」

「いつの間に、そんな素敵な名前が！」

「それっぽい名前がある方が雰囲気がでるでしょ？　“〝誓いの丘”〟には、そこで告白したカップルは結ばれるという伝説があるのよ」

「学校が開いて五日なのに既に伝説が!?　しかも、ほとんど女子校状態なのに」

　ツッコミつつオレも勝負を決めるのならそこだ、と思っていた。海が見えるというのがいい。

「じゃあ、明日は今のコースを基本に、新しん藤どうがアレンジしてくれるか？」

　六りく道どうがジロッとこっちを見た。

「あ、ああ。後は任せて」

「……ホントに大丈夫か？　ちゃんとキ、キスできるのか？」

　心配そうに眉み間けんに皴しわを寄せた。

「だ、大丈夫だろ？　できるって」

「……」

　他の生徒会メンバーも、腕を組んで、「う───む」と不安そうな声を出していた。

「なにこの残念な雰囲気。あの状況からここまでこられたんだぜ。それだけでも、評価してくれてもいいんじゃないか？」

「どんなに途中経過がよくても、結果が伴わなければ意味がないんだ……この業界は」

「なんの業界だよ！」

「本当にほんと──に、自信、あるのか？」

「そ、それは……」

　六道に見つめられ、一瞬、ウッと言葉を失いつつも、

「いや、大丈夫だ。絶対に最も上がみと仲良くなってキスする。キスは人生で初めてだけど、まあ、なんとかなると思う」

　オレは首を大きく縦に振った。五木先生から小さく「おお──」という声が上がる。

「そうか。まあ、最上さんは新藤くんの好みらしいから、頑張れるよな。初めてでも！」

　六りく道どうはプイッと横を向いた。

「ちょっ、なんでそこで不ふ機き嫌げんになんだよ」

「別に！　不機嫌じゃない！」

　六道は小さく唇を尖とがらせる。

「はああ？　なんなんだよ」

　時々、この娘こは突然怒りだすが、なんに不満なのかさっぱり分からない。

「まあまあまあ、二人とも不安はあると思うけど、大丈夫、私に任せてくれれば心配ないから」

　隣の席の五いつ木き先生が得意げな顔で立ち上がった。

「明日は必ず成功する。恋愛の神様であるこの私の助言に従えばね！」

「神様って自分で言いますか？」

「甘く見ないで。あなたがオムツをしてる頃から、私は殿方との逢おう瀬せを繰り返してきたのよ」

「随分と早熟ですね。まだ小学生じゃないですか？」

「デートで女の子を簡単に落とす方法をマンツーマンで指導してあげるわっ。“〝美人教師～禁じられた個人レッスン～”〟」

「なんのタイトルですか！」

「とりあえず、明日までにこれだけは読んできて」

　ドサッと円卓の上に何冊も本を積み重ねた。どれも必勝デートテクニック、のような文字が躍る胡う散さん臭くさそうなヤツだ。

「これって男性向けの本ですよね？　なんで先生が持ってるんですか？」

　パラパラとめくりながら、不審の視線を先生へ向ける。

「これを読んで、逆に男心の研究をしているのよ」

「神様なら本に頼らず、リアルな男性からその辺を感じ取ってくださいよ！」

「リアルの前に、本を使った研究が必要なのよ。……これ以上心の傷を増やさないために」

　そう言って、悲しげに目を伏せる。ってか、絶対、恋愛の神様じゃないだろ、この人。

「へえ。こんな本が出てるのですか」

　いつの間にか近くに来ていた一いちの宮みやさんが、五木先生の本を読み始めた。二ふたッつ谷やもそれを横から覗のぞく。一緒になって六道も熱心な表情で本のページを捲めくっていた。ただ一人、三み浦うらだけ、汚いものでも見るような目で遠巻きに見ている。

「先生！　後学のためカナにもデートの必勝法を指導してください！」

「私も興味ありますわね」

「……」

　女の子たちが熱い視線を五木先生に送る。

「よろしい。では、私の二十余年かけて培った技術を、惜しげもなく後進に伝えましょう！」

　ドヤッと腕を組む五いつ木き先生に女の子たちが「わ─────」と拍手喝かつ采さいを送る。六りく道どうですら、真面目まじめに先生を見守っている。

「じゃあ、新しん藤どうくん。持ってる本の五ページ目を開いて、読んでもらえるかしら？」

　先生がウインクしてきた。

「いや、その……」

　今日は早目に寮に帰って疲れを取って明日に備えたかったのだが、とてもそんなことを言えない雰囲気だ。

「……はい」

　先生に言われたページを開く。

“〝この一言で女の子は男にメロメロに──。十秒で女の子を落とせるスーパーテク”〟

　オレの脳の方がトロケそうになってきた。



　　　☆



　暗くなったキャンパスの中を寮に戻ったオレは、エントランスホールで一度立ち止どまり、ため息をついた。

　結局、こんな時間になるまでずっと、五木先生の恋愛レッスンを受けていた。他の生徒会メンバーと一緒に。五木先生に、デート中の男のマナーやら喋しやべり方かたやら気配り、歩き方まで徹底的に叩たたき込こまれ、体中がクタクタだ。女心とやらはなんとなく分かったような気がしなくもないが、明日の本番で実践できる自信はほとんどない。

　五階に戻り、部屋の前まで戻って、カードキーをかざした瞬間、隣の部屋が開いて、最も上がみが出てきた。上下とも薄桃色のパジャマという格好だ。

「あっ」

　最上は室内着姿を見られたためか、少し恥ずかしがるような顔をする。

「体の方は大丈夫？　風邪とかは？」

「う、うん。もう全然平気」

「パジャマってことはもう寝るの？」

「夕飯食べたから、すぐに室内着に着替えただけ。これから、部屋に引きこもって準備よ」

「準備って明日のか？」

「それ以外ないじゃない」

　そう言ってから、少し不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんに皴しわを寄せた。

「だからって、勘違いしないで欲しいんだけど、別にアンタと一緒にお出かけするのが楽しみだからじゃないわ。そうでなくても、女の子は外出する時は色々と準備するもんなの。まだ、服とかコスメとか、ダンボールに入ってる物もあるんだから！」

「いや、別に勘違いなんかしてないし……」

「そう。それならいいけど……」

　最も上がみは細めた目をジッとこちらへ向けた。

「じゃあ、明日、十時にね。よろしく」

　最上はそう言って、ドアを閉めた。

「もしかして、遅れるなって言うために、オレが帰ってきたのを見計らって出てきたのか？」

　六りく道どうもそうだが、女心ってヤツはよく分からない。

　首を振りながら、改めて自室のドアを開けた。

「う───ん」

　ベッドに腰掛けて唸うなった。

　オレも最上に見習って、明日の服装を考えた方がいいかもしれない。とはいえ私服は大して持っていない。ズボンはジーパンだし、シャツのバリエーションもほとんどない。最上はお金持ちのお嬢様だから、服はいっぱいもっていそうだ。こちらから誘った手前、あまりにみすぼらしい格好をして行くのもよくない。確か、母親が外国から送ってきたカットソーが、まだタグがついたまま引越し荷物の中にあったような気がするのでそれにでもするか。

　着た格好を写メしようと思う。まだ高校生活が始まったことの報告も、お礼のメールもしてないしな。学校から提供された携帯電話をポケットから取り出そうとする。ないことに気がつく。

　やべえ。どこかに落としたか？

　五いつ木き先生のレッスンの時に持っていたことまでは覚えている。最後に出したのは、一いちの宮みやさんとの練習を終えて生徒会に戻った時。机の上に置いて、そのまま回収しなかったかもしれない。

「……しゃあない戻るか」

　半端ない疲労感を覚えながら、また、部屋を出て行った。



　カフェテラスで夕飯を取って寮から出た時には、既に二十一時を回っていた。ＬＥＤの外灯に照らされた通学路を再び校舎へと向かい、例の秘密のエレベーターで地下に下る。

　あの、地下の空洞には昼間と同じように光が灯ともっている。まだ、生徒会メンバーが残っているらしい。白砂利の上の道を行き、社のような建物の入口自動扉を開いた。

　中に入る。真っ暗な廊下の向こう、ボンヤリと光が見える会議室の方からかすかに、声が聞こえてきた。まだ、誰だれかが残っているらしい。

　廊下を進んでいくと、声が次第にハッキリと聞こえてきた。

「新しん藤どうくんが、明日、人生初のキスをしますって宣言した時、ちょっと怒ってたんじゃない？」

「べ、別に、怒ってなんかないぞ」

　一宮さんと六道のようだった。

　すり鉢状の生徒会会議室の、階段の上から下を見下ろす。照明は円卓の周りだけついていて、会議室は薄暗かった。生徒会のメンバーで残っているのは二人だけのようだ。

「素直じゃないわね。本当は新しん藤どうくんに向かって、かなりムスッとしていたくせに」

「ムスッとなんかしてないぞ」

　まずい。話題が思いっきりオレだ。ここは早目にオレがいることをアピールした方がいいな。盗み聞きはろくな結果にならない。どうやって自分の存在を示すか考えようとしていると、

「でも、六りく道どうも、一いち途ずなところがあるわね」

「何を言っているのか分からないぞ」

「彼のためにわざわざこんな学校を作って、こんなことまでやって」

「……こうすることが私たちの義務、という意見で一致したじゃないか？」

　口を開けたまま、動けなくなった。

　どういうこった。学校を作った？　オレのため？？

　思わずオレは廊下の壁に張り付いて、頭を低くする。

「でも、だからって普通、ここまでやるかしら？　七兵器家セブン・アームズが総力を挙げて、日本中からテッセラクト視覚サイトの持ち主を集めるなんて、尋常じゃないわ。外国勢に聞かれたら、戦争でも始めるのかって思われるわよ」

　七兵器家セブン・アームズ？　知らない固有名詞が出てきた。やべえ。完かん璧ぺきに出るタイミングを失っちゃったよ。

「仕方がない。そうでもしない限り、新藤は消えてしまうんだから」

「彼は死ぬけど……、同時に彼の中の“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟も滅びる」

　一いちの宮みやさんの凛りんとした声が響く。

　？？　オレの中、だと？

「滅びるとは限らないだろ？　天使アポストルスが新藤を殺そうとすれば、“〝万の兵器師”〟は必ず目を覚ます。天使と“〝万の兵器師”〟のどちらかが滅びるまで続く、終末戦争が始まるかもしれない」

　おいおいおいおいおいおいっ。ちょっと待てよ。どういうことだよ？

　オレの中になんかいるって？　戦争？　なんのことだ？

「理由は本当にそれだけかしら？　あなたが新藤くんを守ろうとするのは……」

「他にあるわけない」

「……本当はまだ、昔のことを引きずっているだけでは？」

「意味が分からない」

「気持ちが分からないわけでもないけどね。……十年前、あなたは──」

　一宮さんの声が小さくなる。それを聞き取ろうと、オレは円卓に近寄ろうとする。

　その時、ピッ、と天井のセンサーが反応して、ＬＥＤ照明が明々と点灯した。六道と一宮さんが、ハッとこっちを向く。

「し、新しん藤どうくん！　も、もしかして、聞いてた？」

「盗み聞きする気はなかったんだけど……」

　オレは立ち上がると、階段を下りていく。

「あちゃっ」

　一いちの宮みやさんが額を押さえた。

「どういうことだ？　オレの中に入ってるとか、なんとかって？」

　オレが近づいていくと、二人も立ち上がった。

「ええっと、それは……」

　六りく道どうが珍しく困ったように下を向いてしまった。

「……そのままの意味ですわ」

　押し殺した声で一宮さんが言った。

「い、一宮？　は、話すのか？」

「仕方がないですわ。この状況で話さないのは、彼に不信感を与えて今後に影響が出ますわ。それに、いつまでも隠し通せることでもないんですから」

「……」

　六道はばつが悪そうに軽く唇を噛かみ、下を向いてしまった。

「新藤くん」

　一宮さんは、ジッとオレを見つめてきた。















「結論から言うと、あなたの中には、“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟というテッセラクト由来の存在が宿っています」

「オ、オレの、中？」

　聞き間違いじゃなかった。オレの中に何かがいるって。しかも口ぶりからすると、途方もないヤツが──。

「そ、その、“〝万の兵器師”〟ってなんだ？　どんなヤツなんですか？　ヤバイのか？」

「“〝万の兵器師”〟はテッセラクトに由来する、あらゆる兵器アームズを扱うことができる……魔神ですわ」

「……魔神？」

「ええ……。“〝万の兵器師”〟は物理世界とテッセラクトを“〝万の兵器”〟によって破壊しつくそうとする……忌むべき存在です」

　一いちの宮みやさんは険しい目でオレを睨にらみながら、はっきりと告げる。

「忌むべき存在……？　オレの中にか？？？」

　心臓がドクンと強く打つ。

「ってか……、宿しているって、どういう……？」

「不胎化された“〝万の兵器師”〟が、あなたを依より代しろとしている。十年前から……。たぶん、新しん藤どうくん自身は自覚していないでしょう」

「……」

　なんだよ魔神って。そんな物がオレの中に、入っているって、どういうこった？

　オレは胸を押さえた。ゴクッと生なま唾つばを飲みこむ。大きくなっていく心音。額にジンワリと冷や汗が浮かんでくる。

「入学式の日……、新藤くんの十六歳の誕生日、あなたの中の不胎化されていた“〝万の兵器師”〟の胎動が始まりました。あの日、天使アポストルスは、その胎動を聞きつけて発現を開始したのです」

「……」

　ガクガクと足が震え始めた。心音が早くなっていくのを感じる。

　お、おい。そ、それって、さ……。

「天使はテッセラクトの免疫機能の一種です。孵ふ化かする前に魔神を殲せん滅めつするため、彼らは新藤くんに襲いかかってくるのです」

「……だ、だから、つまり……、どういうこと、なんだ？」

　声まで震えてきた。

「端たん的てきに言うと、新藤くんはこの世界の敵で、天使は救世主ってところですね」

「！」

　眩暈めまいがした。頭をバットで殴られたような、世界が暗転したかのような、そんな気がした。

　オレが世界の敵……。言われる前からそんな予感はしていた。でも、実際に言われると重い。

　オレの中に世界の敵、忌むべき存在がいるってか？　まじか。今更、そんなこと言うか!?

「じゃ、じゃあさ」

　絞りだすように言葉を紡いだ。

「どうして君たちはオレを守ろうとする？　さっきの話だとこの学校を作ったのも、オレに兵器アームズを作らせて、天使アポストルスから守らせるためってことだろ？　君たちは魔神を復活させたいのか？」

「ち、違うんだ！」

　突然、今まで下を向いていた六りく道どうが顔を上げた。

「孵ふ化かさせないためにも、新しん藤どうはキスしないといけない」

「？？　意味が分からない」

「新藤はこの学校の女の子にキスをすることで“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟を発現させることができる。……“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟の力を借りて」

「！」

「その時、キスと同時に“〝万の兵器師”〟の魂の一部を“〝戦機乙女”〟に受け渡すことになるんだ。それによって、復活を遅らせることができる」

「遅らせる……」

　言ってる意味は分かる。だからと言って、オレや君たちがやろうとしていることが正当化できるわけじゃない。

「……」

　オレは胸を押さえて下を向く。この中に途方もない奴やつが入っている。そう言われても、全然、実感が湧わかない。話がでかすぎて、嘘うそだか本当だかも分からない。

　ただ、オレが世界にとって排除されるべき存在で、あの天使とか言うヤツがオレを排除するためだけに存在するってのは妙にリアリティがある。

　だってさ。あの天使と呼ばれる剣は、いつも強烈な殺意をオレに向けていたから。

「なあ……」

　顔を上げて、半眼になって六道を見た。

「もう一度、訊きく。生徒会が、いや、六道が、オレを守ろうとするのはどうしてなんだ？　“〝万の兵器師”〟の復活を阻止したいだけなら、何も知らされないオレが、あの剣にぶっ潰つぶされるのを見ているだけでもよかったんじゃないのか？」

　オレの問いに、六道は悲しげな顔をする。

　なぜだ？　なぜお前がそんな顔をする。

「そういう考えもあるとは思う。でも、私は新藤が死なず、かつ、“〝万の兵器師”〟の孵化も止とめる道を選びたい」

　そう言う六道はまるで怒っているようで、どこか悲しげで、そしていつも通り真剣だった。

「オレの意志とは関係なくな……」

　オレはこれからどうすればいいんだ？　戦機乙女ヴアルキユリアのことを聞かされた時、オレは半信半疑ながら、六りく道どうたちを信じようと思った。六道たちが、オレを助けたいと言っているから。学校の女の子と仲良くなって、あの凶悪な剣から、身を守る術を作ろうと、そう決めた。

　だが、それでいいのか？　正しいことなのか？　オレが自分の身を守ることは、同時にオレの中の得体の知れないヤツも守ることになる。

「六道。……一いちの宮みやさんは言った。オレは世界にとって敵だと」

　六道は無言でかぶりを振る。そんな彼女をオレは、睨にらむように見つめる。

「本当にそんなオレが存在していいのか？　オレや君たちに、正義はあるのか？」

「……新しん藤どうが存在することは、確かに世界にとって脅きよう威いかもしれない」

　六道は目を細めた。

「だが私たちは、私は、例え世界中が新藤の敵になっても──！」

　六道の凛りんとした声が鼓膜に響く。

「神が新藤を潰つぶそうとしても──！」

「……」

「私は、お前の味方をする。どんなことがあっても」

　六道は初めて会った時と同じ眼めをしていた。真実を語っている目。嘘うそは言っていないと、確信させる目を。

　──どうしてそこまで断言できる？

「だから明日、新藤は最も上がみにキスをして欲しい」



　ややあって、

　オレは応こたえた。

「……ああ」

　完全にはすっきりとしないまま──。







　ジリリリリリリリリ──。



　薄うす暗くら闇やみの中に警告音が響いている。携帯電話の目覚ましアラームだ。

「……」

　無言でアラームを止とめ、ゆっくりと上体を起こす。土曜日。普段ならそのままベッドでゴロゴロしているところだが、今日はそういうわけにはいかない。後、小一時間ほどで、最も上がみとの待ち合わせの時間なのだ。

　ベッドから降りてカーテンを全開にした。瞼まぶたの重い目に、朝の日差しが容赦なく突き刺さる。

　鏡で自分の顔を見る。酷ひどい顔だ。髪はボサボサ、肌は全体的に青白く、目の下にクマまでできていた。昨晩、あまり眠れなかった。本番前日だからというわけでなく、たぶん寝る前に六りく道どうたちから聞かされた話が原因だ。

「くそっ……」

　首を振った。一晩明けた今でも、納得はできていない。正義でありたいとか、オレはそういうことを考える潔けつ癖ぺき症しよう、なんてことはないんだが。でも、なんつーか、自分だけが生き残ればいいっていうのには抵抗がある。



　本当にオレは存在していいのか──。



　胸を押さえる。ここだか、どこだか分からないが、オレの中に“〝何か”〟が入っている。しかもそいつは世界に破滅をもたらすかもしれないと。あの天使アポストルスと呼ばれる剣は、それを防ぐためにオレを殺そうとしている……。

　あいつがオレに向ける圧倒的な殺意には、正当な理由があったわけだ。だというのに、オレはあいつを破壊しようとしている。しかも、最上を利用しようとして……。

　どうすりゃいいんだ……。

　考えていると、ドンドン気持ちが暗くなってくる。いや。今は、オレはやるべきことをやればいいんだろう？

　六道たちの言っていた言葉を信じるって、一度決めた。だから今は、最上とのデートを成功させることだけを考えるんだ──。

　だが、そう自分に言い聞かせても、昨晩からズッと頭の中にある霧のようなものが、晴れないでいる。

　重い足で洗面台に行くと、顔を洗って、髪に櫛くしを通した。誘っといてこの顔じゃ最上に申し訳が立たないからな。用意しておくつもりで忘れていたカットソーをダンボールから探し出し、慌ててタグを切って袖そでを通していると、約束の時刻の十分くらい前になっていた。

「飯、食ってる時間、もうないな」

　さっきから腹がなっているが仕方がない。階段を駆け下りて、そのままロビーに急いだ。すると、エントランスホールのところで、つま先で足踏みしながら立っている最も上がみを見つける。白いチュニックに薄黄色のギャザースカートというガーリーな雰囲気の格好。オレの姿を確認すると、いきなり眉まゆをキッと上げた。

「遅いじゃない」

「悪い、悪い」

「約束の十分前には来なきゃ駄目じゃない」

「悪いって。でも、遅刻はしなかっただろ？」

「そんなの当然よ」

　最上はムスッと頬ほおを膨らませ、腕を組んだ。

「それで……どこに行くの？」

「とりあえずモールに行って、お茶でもしようぜ」

「分かった」

　最上は膨らませていた頬をひとまず萎しぼませると、寮のエントランスホールへ向かって一人で歩き出す。慌ててそれを追いかけるオレ。

　やべえ。初しよっ端ぱなから減点。挽ばん回かいしないとマズイぞ……。

　エントランスホールから外に出て、玄関前の階段まで行った時、横の最上が急に立ち止どまった。キッと腹立たしげに目を細めた。彼女の視線を追うと、校舎まで延びる通学路を一人の男性がこちらへ向かってきている。高級そうなスーツをビシッと決めた、四十はいってそうなダンディな雰囲気の紳士だ。

「まさか……。来るなんて」

「来る？　誰だれが？」

　最上は疑問に答える代わりに、いきなりオレの手を……。

「！」

　ギュッと握り締めた。

　えっ？　マジで？　目を大きくして思わず、握られた手の方を見てしまった。オレと最上って。こんな、仲良かったか？

　不思議に思いつつも、オレも遠慮がちに最上の手を握り返した。練習のお陰で意外とすんなりできた。六りく道どうのに比べて、スベッとしていて、小さい……。

「走って！」

　いきなり最上が叫ぶ。

「へっ？　走る？」

　答えるよりも先に、最上はオレの手をグッと引っ張った。階段を駆け降りると、通学路で立ち止まった男性に向かって走っていく。最上は彼をキッと睨にらみつけている。

　もしかして、あのダンディな男性は……。

「瑠る璃り……」

　スーツの男性が最も上がみの名前を呼ぶ。名前を呼ばれても最上は駆け続ける。オレも引きずられるように走っている。男性とすれ違いざまに。

「遠くから来てもらって悪いけど、今日はこの人とデートすることになってるんだ。じゃあねっ、パパ！」

　最上はそう言って、横を通り過ぎた。

　パパって……、やっぱりかあああああああああああああああああ。

「まさか直接やって来るとは思わなかった」

　通学路を走りながら、最上は言う。

「あの人が誕生日プレゼント贈るってのをずっと拒否り続けてたから、イヤな予感はしてたのよねえ」

「……」

「でも、今更来たって、遅いんだから！」

「……」

「それで、最初はどこに行くって？」

　ハアハアと肩で息をしながら、最上は尋ねてきた。

「この雰囲気だと、ゆっくりお茶してる場合じゃないよな？」

「そうね……。あの人たちに見つからない場所がいい」

「分かった……。じゃあ、いいところがある」

　手を今までより少し強めに握ると、走る速度を上げて最上を追い抜く。彼女を引っ張るように駆けたデートは最初から、予定から大きく外れることになりそうだ。





　波が寄せては返す海に朝の太陽の光が降り注ぎ紺こん碧ぺきの色を返している。穏やかな風が横切り、春の草花の香りが漂う。

　中央公園の林の向こうにある展望台。海が見渡せ、一部の人間が“〝誓いの丘”〟と名づけた場所。そこに、オレと最上は来ていた。

「久々に、運動したから、ばてた……」

　展望台の柵の前で、オレは肩で息をしていた。その隣で最上も下を向いてハアハアと呼吸を整えている。寮からここまでずっと走ってきた。最上の親父おやじさんが追いかけてきたわけではないのだが、彼女が足を止とめようとしないのでオレも走り続けたのだ。

　やがて落ち着いてくると、オレも最上も顔を上げる。目が合う。微妙な空気になった後、最上がしかめっ面になった。

「いつまで握ってんのよ！」

　顔を真っ赤にして、ブンブンと繋つながってる方の手を振る。

「つーか、最初に握ってきたのはそっちだろ？」

　言いつつも手を離した。最上は不満そうな顔をしたまま、こっちを睨にらんでいたが、やがて「ハア」とため息をついた。そして、丘を見下ろせる柵の向こうを見やる。

「……ゴメン。せっかく誘ってくれたのに、こんなことになって……」

「……」

「うちのパパときたら。メールでそれらしいこと匂におわしていたけど、本当に来るなんて。でも、正直、迷惑なのよ」

　フンと鼻を鳴らす。

「あの人は、いつだってこうなのよ。こっちの気持ちは全然考えず、いきなり来たりする。肝心な時にはいつもいないくせに。あの時だって……。だから、この学校の寮に入って、パパから離れられてせいせいしてたのに……」

「……この前と言ってることがちょっと違うような……」

「違わない！　こっちが本心なの！」

　怖い顔で睨にらんできた。

「いきなり遠くの学校に入れておいて、誕生日だからって、よく平気な顔で来られるわね。神経を疑うわ」

　唇をかみ締め、下を向いてしまった。

「悪いけど、しばらくはこの辺で時間を潰つぶして、パパが帰ったらまた再開しましょ。約束通り、今日、一日はつきあうから」

　喜びなさいとでも言いたげな顔で、最も上がみはオレを見る。

「……」

　それなら軌道修正は可能かもしれない。生活区の店を見て時間を過ごして、公園を歩いて、夕方にもう一度ここに来れば、ほぼ予定通りのデートプランに戻すことができる。巧うまくやれば予定通りキスまでもっていけるかもしれない。

　……でもな。本当に、本当にそれでいいのか？　って思う。

　だってさ。最上と彼女の父親を引き離した原因ってオレにあるだろ？　強引な一いちの宮みやさんのやり方も酷ひどいが、そもそもオレのためにこの学校は作られ、最上は集められたのだから。しかも、結果的に、喧けん嘩かの傷心を利用してデートに誘い出したわけだし。このままデートを続けて、キスをしようとして、本当にいいのか？　人として。

「なあ、最上……」

「なに？」

「……本当にこれでいいのか？」

「は？　なにが？」

「ホントに親父おやじさんと会わなくて、それでいいわけ？　次はいつ会えるのか分からないんだろう？」

「まあ、そうね。五月の連休も帰らないつもりだし」

「まじで？」

「アンタも戻らないんでしょ？」

「いや、ばあちゃんの顔くらいは一度見に帰るかもしれないけど。日帰りかなあ」

「だったら一緒に居残り組でパーティしましょうよ」

「それは、それでもいいけど……」

　最も上がみはオレに変なところで親近感を覚えているようだ。それがきっかけで友人になれるかもしれないが、それはたぶん間違っている。

「なあ、最上さあ」

　オレは改めて最上を見た。不審げにこっちを見る気の強そうな目。キュッと閉じられた唇。怒った表情は、どこか虚勢を張っているみたいに見える。

　たぶん、これから言おうとしている言葉を本当に口にしたら彼女は怒るだろう。もしかしたら激怒するかもしれない。そうなれば六りく道どうたちの計画はオジャン。兵器アームズを作るという話もどうなるか分からない。だとしても、オレは言わなければいけない。

「最上さあ……。本当はお前、親父おやじさんのこと、大好きなんじゃねえの？　口では大嫌いとか言ってるけど」

「……ハアッ？」

　最上が半眼になった。

　やべえ。たった今、もともと大したことない好感度が一気に落ちた。グ──ンってゲージが減ったのがリアルで見えた。

「私の話、聞いてたの？　あの人が私にべたべたしてくるのが、大嫌いだったって言ったでしょ？　好きなはずがないじゃない」

「嘘うそだな」

「嘘じゃない！」

　怒鳴られた。最上は真っ赤な顔で怒る。しかし、オレは止やめない。

「ホントは親父さんが大好きなんだろ？　だから、それでずっと家にいたんだろ？　外じゃずっと誰だれにもツンツンして孤高ぶって、親父さんも嫌いとか言ってるけどさあ、本当は親父さんに甘えたいんだろ？」

「な、な、な、な……なに、知ったような口、叩たたいてるのよ！」

　さらに顔を真っ赤にして怒鳴る。完全にトサカにきてる。憎しみマックスでオレを睨にらんでる。

「私のこと、なにも知らないくせに。よくそんなこと言えるわね！」

　好感度がガラガラと音を立てて下がっていく。ものすごい勢いでゲージを削られている。こりゃ。既にただの知り合い以下。仇きゆう敵てきくらいになっているかもしれない。

　それでもオレは止とまらない。だって、オレは知っているのだから。

「確かに、オレは最上のことよく知らない。また知り合って、一週間も経たってないし。知ってる方がむしろおかしいはずだ。でも、でもな。最上が親父さんが大好きだってことは間違いないぜ」

「……なんで、そんなことが分かるのよ」

　最も上がみは訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。

「わりい」

　真顔で頭を下げた。

「？」

「前の覗のぞき事件の時さ。オレ、お前の携帯、自分のと間違って見ちゃったんだよ」

「！」

　最上はハッとした顔になる。そして、さらに怖い顔になった。

「さ、最低……」

「わざとじゃねえよ。自分のと間違ったんだよ」

「そ、それで？　だからなんだったって言うのよ」

　最上は怒りで肩をプルプルと震わせた。

「メールの送信ボックスを見てたまげたぞ。携帯電話を支給されて数時間くらいしか経たってなかったのに、未送信のメールが山ほどあった。でもって、そのどれもが、親父おやじさん宛あてだったじゃないか」

「ひ、人のメールを読んだの!?　やっぱ、アンタは最低最悪の男ね!!」

「中身まで見てないって。でも、五十通くらい、未送信のメールがあるのだけは確認した。全部、親父さん宛だった」

「……それで？　それがなんだって言うの？」

「……本当に嫌いなら、あんなメールをいくつも改めないんじゃないか？」

「それは……」

　最上は何か言いかけた口を、そのまま閉じた。代わりにオレを睨にらみつけてくる。

「この学校に入学することになった経緯は、まあ、最上の親父さんが悪いとオレも思うよ。ただし、親父さんの都合もあっただろうし、それに、本当に最上の才能を伸ばしたいって思ったかもしれない。少なくとも、喜んで出したわけがないって」

「……うそよ」

　ボソッと言う。

「私のパパは、結構大きな会社の社長をやっているのよ。やろうと思えば、拒否することだってできたはずよ。色々コネを使って」

「お前の家が金持ちなのは分かるけど、上には上があるんだぞ。親父さんだって立場上断れない相手がいるんだって」

　例えば一いちの宮みやグループとかな……。わざわざオレのために、政府やら日本中を巻きこんでこんな学校を作って、全国から女の子を集めてきたんだぞ。そんなことをするヤツが相手じゃ、地方の金持ち程度じゃ勝てっこない。会社を潰つぶす覚悟がないと。

「そうだとしても！　結局、私たちのことよりも仕事の方が大事ってことじゃない！　あの時だって、そうだったんだから！」

　最上は全身を震わせながら、唇をかみ締めている。ああ、これはもう、徹底的に嫌われたっぽい。今日中にキスとか、もうとても無理だ。逆立ちしてもできっこない。

「私、もう、帰る」

　最も上がみは回れ右した。

「おい、最上」

　腕をとろうとしたら手を振り払われた。

「触るな！」

　振り返って叫ぶ。その目が真っ赤に充血して、涙がたまっていた。

「やっぱり、アンタなんか大、大、大、大嫌い───────！！！！！！！！！！　もう今度こそ、二度と話しかけるな！　最悪最低男！　冷蔵庫の下のホウ酸団子を食べてしんじゃえばいい！」

　とんでもない罵ば詈りを発すると、背を向けて駆け出した。

「……オレは家の害虫か」

　最上の姿が林の中に見えなくなると、オレは一人、ポツッと呟つぶやく。今更ながら後悔の念がもたげてきた。しくったのか？　やっぱり言わない方がよかったんじゃないのか、と。

「でも……、このままデートを続けるとか、ダメだろう。人として」

　再びため息。とにかく、これで今日中にキスするのはかなり難しくなった。六りく道どうたちになんて説明すればいいだろうか。

「とりあえず、連絡はした方がいいよな」

　それでなくても、予定通りオレがデートしてないから混乱しているはずだ。オレは携帯電話を取り出し……、そして、そのままポケットに戻した。

「まあ、いっか」

　もしかしたら、これも運命ってヤツなのかもしれない。この世界と、もう一つの世界にとっても受け入れがたい存在を体の中に宿すオレ。無理して生き残らないといけないのかどうか、甚だ疑問だ。最上との仲が絶望的になった今、頑張って六道たちと歩調を合わせなくてもいいんじゃね？　な気がしてならない。

「……とりあえず部屋に戻って。また、それから考えるか」

　最上だって恐らく寮に戻ったことだろう。少なくとも今後進むべき方向は、それほど間違ってないに違いない。

　オレは最上の後を追うように、だがゆっくりと来た道を戻っていく。



「新しん藤どうくん」

　寮まで戻ってエントランスホールに入った瞬間、ゆるーい声と共に、甘ったるい香水の匂においを漂わせながら、寮母の井いの上うえさんが現れた。また胸の谷間を強調する、目のやり場に困るような格好をしていた。

「どうかしましたか？」

「はい、これ」

　井いの上うえさんは、有名百貨店の大きな紙袋をオレの前で掲げた。

「どうしたんですか、これ」

「さっき最も上がみさんの親御さんが事務所にこられたのよ」

「ああ」

「沢山おみやげをもらっちゃいました！」

　紙袋の口を開くと、中には菓子箱がいっぱいはいっていた。

「それ、井上さんへの物ですか！」

「今度、みんなで食べましょうね。あと、これ」

　小箱の入った紙袋を差し出してくる。高級そうな薄い包装紙にラッピングされていた。

「それも、おみやげですか？」

「なわけないでしょう？　これは、最上さんへの誕生日プレゼントだって」

「ああ……」

「渡してくれって頼まれました」

「……」

　最上に直接渡すつもりだったのに、会えなかったので託したのだろう。さすがに最上の親父おやじさんが不ふ憫びんだ。

「で、さっき最上さんが帰ってきたから渡そうとしたら、いらないって断られちゃいました。残念」

「あ、最上、やっぱ帰ってきてます？」

「うん、それでね」

　井上さんは上目遣いでオレを見る。

「もしよかったら、これ、新しん藤どうくんが渡してくれない？」

「……オ、オレっすか」

「隣の部屋だし、クラスメイトだし、仲良しだし？　新藤くんなら受け取ってくれる可能性あると思うから」

「ええ───。でも、しかし」

「お願い、お願い、おねが──────────い。もし渡してくれたら、今度、サービスしちゃうわよ。サービス、サービス！」

　井上さんギュッと両脇をしめて、グラマラスな胸を強調してみせた。

「サ、サービスはいいですから！　一応、努力はしてみます」

「やったあ。ありがとう」

　押し付けられるように、紙袋を渡される。

「オレじゃあ受け取ってもらえないかもしれない……。その時は、井上さんに返してもいいですか？」

「もっちろ──ん。でも、なんとか渡して欲しいなっ、と」

　そう言って、色っぽいウインクを飛ばしてきた。

　やっぱこの人、変わってるわ。



「最も上がみ？　いる？」

　五階まで上がると、最上の部屋のチャイムを鳴らして小さく名前を呼んだ。

　返事はない。しかし井いの上うえさんの話だと、絶対に寮には帰ってきているはずだ。

「最上、親父おやじさんたちからのプレゼントくらい、受け取れよ」

　やはり、返事はなし。誰だれかに見られたら嫌だなあと思いつつ、ドアに耳をつけた。気配がまったくしない。もしかしたら本当に留守なのかもしれない。

「さて、どうするか」

　渡そうとしたところで、あっさり受け取るはずもないが……。

「……最後の手段。部屋において帰るか？」

　この部屋の鍵かぎをもっている。ベッドの上に置いておけば、手に取るくらいはするだろう。そこまでして仮に最上が捨てたりしたら、それはもう、オレや寮母さんの責任じゃないよな？

「よしっ」

　キョロキョロと周囲を見ると、六りく道どうから手渡されたカードをリーダーに近づけた。問題なく扉が開く。

　やはり、部屋は無人だった。素早く、部屋の奥へと進む。女の子らしいサッパリとした部屋だ。オレの部屋とは違って、引越しのダンボールは全すべて片付けられていた。

　机の上にプレゼントを置いて、速やかに撤退しようとする。プレゼントを置いたすぐ横に、写真立てがあった。制服を着た今よりちょっと幼い最上とさっき見た父親の顔。中学校の入学式の写真らしい。

「……やっぱ、親父さんお袋さんが大好きなんじゃないか」

　やれやれとため息をはく。

「……やっぱ、プレゼント、置いていくのは止やめるか。直接渡した方がいいよな」

　そして可能ならば、最上と両親を仲直りさせたい。おせっかいと言われるに違いないが、せめてそれくらいはしないといけないだろう。

　オレは、廊下に戻る。

「で、どこにいったんだ、アイツ？」

　寮には戻っている。部屋に戻らず、どこか行くような場所があるだろうか？　しばし考えると、思い当たる場所が一箇所あった。以前も、ショックを受けた時に行ったと言っていたあそこだ。

　エレベーター横の階段を上へと昇っていく。やがて、終点の屋上に出られる踊り場に辿たどりついた。屋上に出られる扉を開く。巨大なエアコンの室外機が置かれたコンクリの屋根。昼の穏やかな太陽の光に熱せられ、生暖かい空気が流れてきた。

　密集して設置された巨大な室外機群の向こうに、最上の姿を確認する。屋上の一番端で、柵に指をかけて立っていた。

　オレはゆっくりとした足取りで、最も上がみに向かって近づいていく。やがて最上はオレに気がつき、振り返った。

「……なんでここまで来たのよ」

　真っ赤な目で睨にらまれる。

「いや、寮母さんにさ。プレゼントを渡せって言われてさ」

「いらない」

　プイッとそっぽを向かれる。

「とりあえずもらっとけよ。結構、いいものっぽいぜ？」

「とにかく、いらない」

「そう言わずに、中身を見るだけでもしてみたらどうだ？」

「あのね！」

　大きな声で叫んだ。

「なんで、そんなおせっかいなの？　私が嫌がってるの、分かるでしょ？　いらないの！　見たくもないの！　分かるでしょ!?」

「そりゃ見りゃ分かるけどさ。親父おやじさんが遠くから持ってきてくれた、誕生日のプレゼントなんだぜ？　素直にありがたくもらっといた方がいいって。オレなんて十年は何ももらってないんだぞ」

「知らないわよ、アンタの家庭の事情なんて！」

　力いっぱい首を振っていた。リボンで結ばれたツインテールがひょこひょこと揺れた。

「私の誕生日はね！　毎年、パパと一緒に家でパーティしてたの！　有名パティシエのケーキとか三ツ星レストランのケータリングとか、凄すごかったんだから」

「やっぱ、親父さんが好きなんじゃないか！」

「うっさいっ!!」

　最上は俯うつむきながら、地面に向かって叫ぶ。

「そうよ。私はパパが大好きだったの……。でもだからこそ、裏切られたと思ってる。この学校も、パパも、おせっかいなアンタも大嫌いっ！」

　吐き捨てるように叫ぶや、最上は肩を怒らせて近づいてきた。いきなり手にぶら下げていた紙袋をひったくるように奪い取ると、フェンスに向かって投げつける──。

　たぶん、狙ねらったわけではなく、感情に任せて投げただけだと思う。しかし、紙袋はフェンスを越え空中に舞った。

「あっ！」

　最上が小さな悲鳴を上げて目を見開く。フェンスに張り付いて下を見た。落ちた先は、カフェテラスから見える中庭にある白しら樺かばの林の中だ。

「だ、大丈夫。重いものじゃなさそうだったから。壊れてはないと思うぜ」

「べ、べつに壊れてたって──」

　最も上がみは蒼そう白はくの表情で、紙袋が落ちていった林を凝視していた。

「オレが今からとってくるよ」

「余計なことするなっ！」

　肩を掴つかまれる。

「お前、なに強がってんだよ」

「強がってなんか……。プレゼントなんかいらないんだから！」

「素直になれって。プレゼントが落ちていくのを見て、お前、今、顔を青くしてたじゃないか。ハッてしたんだろ？　それが本当の最上の気持ちじゃないの？」

「そんなの！」

　最上は言い返そうと開けた口を、そのまま閉じた。代わりに俯うつむいてしまう。

「じゃあ……、とってくるから。ここで待っていろよ」

　オレは回れ右する。

「……待って」

　シャツの背中の裾すそを握られた。

「……私もいく」

「おう」

　ホッとしながら、振り返った時、



　キ────────────────────────────────────ン。



　耳鳴り。高周波の音が脳に響き渡った。

　おいっ、これって。

　マジかよ。こんな大事な時に……。やめてくれよ。

　頭を押さえるのと同時に、ポケットに入れていた携帯電話が派手にバイブレーションした。予想通り六りく道どうから。

『新しん藤どう。今、どこ？』

「寮の屋上だけど……、ま、まさか、そうなのか!?」

『そう、五分以内に、天使アポストルスが発現する』

「日曜じゃなかったのかよ！」

『予測より啓けい蟄ちつが三十時間早まった。こうなったからには、もう戦うしかない。最上は近くにいる？』

「ああ……」

『なら、今すぐ最上を口説きおとすんだ』

「とても、そんな状況じゃないっ！」

『もう時間がない。これより生徒会は地震警報を発令し、全学生をシェルターに避難させて、天使迎撃態勢をとる。新藤はその間になんとか最上にキスをして欲しい』

「いや、なんとかって言われても！」

　プツッ──。

　電話が切れる。生徒会側も混乱状態であるらしい。

「今の誰だれ？」

　最も上がみが不思議そうな顔をオレの方へ向ける。

「あ、ええっと、学園長から電話。これから地震があるけど、オレたちはここで待機していろって」

「ハッ？　学園長がなんで新しん藤どうくんに電話してくるの？　それに地震って？」

「き、きっと、学園長は学校中に目を配っているんだ。そして、この建物の免震構造だと、これから下手に逃げるよりも屋上の方が安全ってことじゃないかな？」

　我ながらうそ臭い言い訳だ。

　その時、突然、ギギギと地響きのような機械音を響かせながら、キャンパスのあちらこちらの地中から、地下鉄の入口のような小さな建物が現れた。そして、寮やその他の建物から、教師らしき大人と共に生徒たちが飛び出してきて、その建物に走りこんでいく。

「あれがシェルターか！」

「こ、こんな仕掛けがあったの!?　この学校!!」

　フェンス越しにキャンパスを俯ふ瞰かんしながら、最上も口を開けていた。

　頭の中に響く耳鳴りがさらに強くなっていく。そろそろ、天使アポストルスがオレたちの前に現れるに違いなかった。

　最上に天使を見られる──。

　あの奇妙すぎる光景を最上もすぐに見ることになる。そして、オレは、最上に言わないといけないのだ。キスをさせて欲しいと──。

　言えるかよ、そんなこと！　こんな状況で、なんて説明するんだ！

　その時、ヘリコプターのローターの音が急接近してきた。

　上空の雲を裂いて軍用ヘリが現れ、ランチャーから無数の小さめのミサイルが発射される。空を切る音と共に、高速で飛んできたミサイルが寮屋上のすぐ下の階の壁に着弾する。寮全体が小さく揺れ、直後に黄色い煙が建物を包みこんだ。

「煙幕!?」

「今のはなに！　なんでミサイルが飛んでくるわけ？　地震と関係あるわけ？　どういうこと！」

　最上がさらにパニクっていた。とても事情を説明して納得してもらう雰囲気ではない。

「あ──、どうすればいいんだ!?」

　頭を抱えるのと同時に、耳鳴りが一際大きくなった。

　く、くるか！

　オレが見上げた先の空に、巨大な光の紋章が現れる。見覚えのある形状。入学式の日にも、プールでも見たあれだ！

　紋章から閃せん光こうが迸ほとばしった直後、



　天使アポストルス“〝エクスカリバー”〟が発現した。



「ああっ！」

　思わず叫んだ。紋章から現れた大剣の姿が前と違う。最初の襲撃の時、岩のような、なまくらのように鈍い光を放っていた刃が、切れ味のよさそうな鋼色に煌きらめいている。刀身自体もさらに巨大化している！

　それがお前の本来の姿かっ！　オレは空中に浮く、美しく獰どう猛もうな剣をカッと睨にらみつけた。

　やがてエクスカリバーがその全すべての姿を現した時、オレを殺そうとする強烈な圧力が全身を飲みこむ。その殺意すら、前よりも強く感じられる。

「な、なんなの？　あれ、どうなってるの!?」

　最も上がみが元々大きな目をかっ広げて、空中の剣を見上げていた。夢でも見ているのではと、自分を疑っているかのようだ。オレだって初めて見た時はそう思った。

「最上、聞いて欲しい!!」

　最上の正面に立って、真剣に彼女の目を見た。

「な、なに？」

「実はあれはだな……」

　そこまで言って、言葉が出なくなった。

　なんて説明すればいい？　あいつはオレを滅ぼそうとする敵と言えば良いのか？　その理由はどう説明すればいいんだ？　正直に、世界を滅ぼすかもしれない得体の知れない物がオレの中に入っているから、と言うのか？　それをカミングアウトした時、客観的に考えて、オレとあいつのどっちに正義があるのか。



　オレと天使、どちらが存在した方がよいか問われた時、最上はなんて答えるのか？



　六りく道どうは、自分たちを信じろと言った。オレを守ろうとする六道たちを信じろ、と。だが最上は、オレの正義を信じるだろうか？

「どうしたの？　あれはなんなの!?」

「それは……」

　ズダダダダダダ──。

　遠くでライフルが連射される音が上がった。

　ハッと見上げる。

　浮遊するエクスカリバーへ向かって、四方から光点が飛ぶ。空中に描かれる弾道のアーチ。だが、光点の弾丸は剣に着弾する前に、見えない壁に当たり、空中に透明な波紋のようなものが広がって弾はじき返かえされた。六道が言っていた通りだ。天使は前回よりも強くなっている。

　続いて、シュルルルル────と噴射音と共に、無数の小型ロケット弾が剣に向かっていく。様々な弾道を描きながらその柄つかに集中した時、

　エクスカリバーが唐竹に一いつ閃せん。

　全すべてのロケットが砕け散る。

　同時に──、



　グシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──。



　背後で何かが破壊されるような音が上がり、床から突き上げるような衝しよう撃げきが走った。

　咄とつ嗟さに振り返る。オレの背後から反対側の端の方に至るまでのコンクリートの床に亀裂が入っていた。

　最も上がみの手を引いて、亀裂から離れた。その直後に、裂け目が広がる。軋きしみ音を上げながら、延びた亀裂から落下防止フェンスまでの部分が、ズズズとゆっくりと滑落していった。そして、しばらくずれていった後、限界点を超えて崩れ落ちる。まるでえぐり取られるように、屋上の床の一部が落下した。



　ズズズズズズズズズズズズ─────────────────ンン。



　巨大なコンクリートの塊が地面に激突した。寮全体が地震の横揺れのように振動する。白い砕けたコンクリートの粉がバッと巻き上がる。

「！」

　最上がハッとしたように、滑落した部分に近づく。

「最上、危ないって！」

「あ、あ、あ……」

　呆ぼう然ぜんと滑落した先を覗のぞきこんでいた。同じ方向を見る。

　ハッと息を飲みこんだ。エクスカリバーによって切り取られた床が崩落した先にあるのは白しら樺かばの林だった。まさにさっきプレゼントが落ちた辺りで、激突された木々が倒れ、辺りには砕け散った白い瓦が礫れきの山ができ、分厚いコンクリートの壁がＶの字に曲げられて突き刺さっていた。

「プ、プレゼントが……」

　最上は崩れるように尻しり餅もちをつく。

　今にも泣きだしそうな顔になる。その視線は天使アポストルスではなく、瓦礫の山へと向けられている。最上の表情を見たオレの中で何かが灯ともった。

「も、最上、ここでジッとしていろよ！」

　オレは階段に向かって駆けた。

「寮ごと破壊するとか、すんなよ！」

　ドアを開けながら祈るように呟つぶやくと、階段を駆け下りていく。携帯電話が鳴った。

「なにをやってるんだ？　早く最も上がみにキスをするんだ」

「それどころじゃない！」

「それどころって、今、キスする以上に重要なことなんてないじゃないか。新しん藤どう、お前は何しようとしている？」

「大丈夫、問題ないから！　それよりもこれから、オレ、寮から外に出る。アイツが襲ってくるから、オレが死なないようにサポートしてくれ！　よろしく」

「ちょっと！　新藤──」

　プチッと電話を切った。

　一階まで降りると、無人のホールを抜けてカフェテラスへ走った。白しら樺かばの林に出られる側のガラス壁が、飛び散ったコンクリートの破片で粉々に砕け散っている。カフェテラス横のドアから、コンクリートの残骸が散らばった中庭へ足を踏み出したその時、オレは再び強力な視線を感じた。ハッと、顔を上げる。

　ちっ。やっぱ、ここまで追いかけてきたか。中庭の上空に、天使アポストルスと呼ばれる大剣がそこにいた！

「くそっ！」

　胸の中でオレが叫んだ時、巨大な剣が振り上げられた。

　一度、寮に退散しようとしていると、ライフル音が鳴り響いた。屋外から二つ、寮の建物の中から二つ。合計四方向から光点が飛び、小さな柄つかに着弾し、その刀身が激しく揺れた。巨大剣を振り上げる間は、あの見えない壁は展開できないらしい。

　さらに、上空よりヘリコプターのローター音が接近してきた。シュルシュル───という音と共に複数のミサイルが飛び、次々と中庭に着弾する。上空の天使の姿も確認できなくなるくらいに、強力な煙幕が張り巡らされた。

　直後、六りく道どうからメールが入った。

『何をしようとしてるのか分からないが、今のうちになんとかするんだ』

「サンキュー！」

　中庭へ向かって飛び出していく。黄色い煙に包まれた中庭を駆け抜けていく。

　ギュン──と、風を切り裂く音がして、走るオレの背後で爆発音が轟とどろいた。地面が揺れ、大量の皿が一度に砕ける音、ガラスが粉々に砕け散る音が続く。エクスカリバーが寮に向かって振りぬかれたらしい。カフェテラスにいたら、確実に粉砕されていたことだろう。

　気にせず煙幕の中、コンクリートの瓦が礫れきの上を走り抜ける。

　ライフル音が鳴り続く中、ミサイルが進行方向に次々と着弾して、オレの存在を黄色い煙で包みこんでいく。

　だが、視界を奪われた状態でも天使の攻撃は止やまず、強烈な風切り音が連続して聞こえ、同時に瓦礫を砕く炸さく裂れつ音おんがそれに続いた。周囲を突風が吹き荒れ、地面が揺れ続ける。すぐ三十センチ横は死だな、きっと。

　そんな中をオレは走り続ける。そして、あの落下した屋上のコンクリートの固まりがＶの字に曲がった瓦が礫れきの山にたどり着いた。

「これのはずだよな！　上から見えたのは！」

　その時、オレのいるすぐ近くで爆発が起きた。

「つっ！」

　軽く吹っ飛ばされ、その場に転倒した。コンクリートの破片が、オレに襲い掛かる。鋭利な瓦礫が、オレの腕や頬ほおを切り裂いた。

「くそっ！」

　起き上がりながら再び瓦礫の山に近づく。口の中がじゃりじゃりとする。

「くそっ」

　オレは瓦礫を取り除き始めた。

　電話が鳴るが無視。それどころじゃない。

　──と、

『新しん藤どう！　なにを……？　死ぬ気なのか？』

　煙幕の向こう校内放送のスピーカーから、六りく道どうの声が聞こえた。

「死ぬつもりなら、こんなめんどくさいことするかよっ！」

　誰だれにともなく叫びながら、瓦礫を後ろに放ほうり投げていく。

　ここにあるはずだ。きっと、ここに。

　こんなことをしたところで、オレが存在を許す免罪符になるわけじゃない。

　だけど、あいつを利用しようとしている以上、せめてこれくらいはしないとダメだろ？

　瓦礫を手にしては、後ろへ放り投げるという作業を繰り返した。すぐに腕の筋肉が悲鳴を上げ、破片で切り裂かれた傷がジクジクと痛む。その間にも、エクスカリバーの攻撃は続いている。しかも、剣圧によって地面が破壊される音は、次第に自分に近づいてきている気がした。

「やべえ……。早く見つけないと」

　祈るような気持ちで呟つぶやいた時、

　強烈な風が頭上を通り抜け、目の前の瓦礫の山に激突した。山が粉砕され舞い上がった。強い風圧によりオレの体は後方に飛ばされ、地面に叩たたきつけられる。全身に走る激痛に耐えながらすぐに起き上がり、瓦礫の山のあった場所へ目を向ける。

「……！」

　思わず言葉を失う。瓦礫の山が全すべて弾はじけ飛とんでいた。あの目印となっていたＶ字型に曲げられたコンクリートの塊が、剣圧によって砕け散っている。その下の瓦礫の山もろとも、吹っ飛ばされたらしい。

「ち、ちくしょう！　こ、これじゃあ」

　絶望したオレは視線を落とす。

　ハッとした。足元の、転がったコンクリートの破片の下から、黄色いリボンの端が覗のぞいていた。

「！」

　飛びつくように破片を持ち上げる。下から、薄い青色の紙袋が現れた。ただし、中身の箱が完全に潰つぶされた状態で──。

「やっぱ、ダメか!?──」

　潰れた箱を中から出し、無理やり蓋ふたを開けて中身を確認する。

「……こ、これなら」

　なんとかなるかもしれない。中身を箱に戻し小脇に抱えた。

　煙幕と銃声の中を寮へ取って返すと、破壊されたカフェテラスから建物の中に戻る。階段を昇って屋上を目指す。

「ハア、ハア、ハア──」

　息を切らせながら屋上に到着する。外に飛び出し、一部崩落した屋上を全力疾走した。

　ありがたいことに、最も上がみはまだ、さっきと同じ場所にいた。フェンスを掴つかみ、怯おびえた表情で空を見つめていた。オレに気がつくと、驚いたように目を見開いた。

「……ちょっと、アンタ。なに、その体？　大丈夫なの!?」

「え？」

　自分の格好を見た。忘れていたが、腕も手も生傷と砂だらけ。下ろしたてのカットソーはいたるところ、血まみれになっていた。顔も髪も相当酷ひどいことになっていることだろう。

「だ、大丈夫だって。見た目ほど、悪くない……、と思う」

「……本当に、本当に大丈夫なの？」

「お、おい、最上？」

「わ、私、もう、目の前で人が死ぬのは、嫌……」

　最上は青ざめた顔で両腕を抱え、体をガクガクと戦慄わななかせ始めた。

「ちょっ、どうしたんだよ。オレは、死んだりしないって！　全然、大丈夫だって！　本当に全然平気だ！」

　両腕を広げてみせた。

「……ほ、本当？」

　心配そうな顔をオレに向ける。

「おう。全然、大丈夫。ちょっと擦り傷が多いだけだって」

「ならいいんだけど」

　ホッとしたように、青白い唇を綻ほころばせた。

「それよりさっ！　オレの方は傷だらけになったけどさ、こっちは綺き麗れいそうだぜ？」

　脇に抱えた、へしゃげた箱を最上に差し出す。中の半分ほどに圧縮された箱の蓋を開けた。中にあった白金のネックレスが煌きらめいた。

「最上の親父おやじさんが選んだだけあって、箱の強度は大したもんだ。あの崩落に巻きこまれても、中身は傷一つついてないからな」

「……あ、アンタ、あそこの中から、見つけてきたの？」

　最も上がみは呆ぼう然ぜんと、箱の中を見つめた。

「んなことより、つけてもいいか？」

「……いいけど」

　戸惑いながらも、最上は首を縦に振る。オレは最上の後ろに回ると、手にしたネックレスを留めようとする。だが、これが中々上う手まくいかない。

「もう、時間かかりすぎ！」

「よ、よし、留まった」

　ブツブツ言いながら、最上はこっちを向いた。

「どう？　似合ってる？」

　上目遣いでオレを見た。金色に輝くネックレスが、最上の華きや奢しやで白い首によく似合っていた。

「ああ、似合ってる。ハッピーバースデー」

　照れながら言うと、最上は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。少しはにかむような顔で、ギュッとネックレスを両手で握り締める仕草がものすごく可愛かわいかった。

「取ってきてくれて、ありがとう……。もし、あのままプレゼントをなくしていたら、きっと後悔してた」

「まあ、オレにも責任あるからな」

　後ろ髪を掻かくオレに、最上が優しげに細めた目を向ける。

　その時──、

　ライフルを連射する音が再び聞こえてきたので、顔を上げた。あの獰どう猛もうな大剣が再び、屋上上空に現れていた。六りく道どうたちの援護射撃がクロスファイアで飛び交う中、悠ゆう然ぜんとオレを見下ろしていた。くそっ、今、いいところなのに！

「……最上」

　天使アポストルスを見上げながら、オレは言う。

「なに？」

「一つ、答えてくれ」

　真剣に、彼女の顔を、目を見据える。

「……オレもよく意味を分かってないんだが、あのデカイ剣はオレの敵だ」

「敵？」

「ああ。ちゃんと説明するのは難しい。というのも、オレですらよく分かってない。でも一つだけ明らかなのは、あの浮いてるヤツがオレを消滅させようとしている」

「う、うん」

「でもな。もし、あの剣が正義の味方でさ、オレが悪いヤツだったら……オレはどうするべきだと最上は思う？　オレが消えた方が世界が救われる、みたいな」

「……どういうこと？」

「いや、もしものたとえ話だよ。でも、そうだとしても、オレは生きようとするべきかな？　それとも戦わず、自ら消えるべき、かな？」

　最も上がみはポカンと小さく口を開き、オレを見つめる。

　だがすぐに、

　その薄桃色の唇をキュッと閉じ、ジッとオレを見つめた。

「アンタは私を助けてくれた。今も、私のために必死になってくれたじゃない。アンタが悪いヤツじゃないことぐらい私、知ってる」

　小さく首肯する。

「いま何が起きてて、アンタが何に巻き込まれているのか全然わかんないけど。アンタがそうやって自分を責めるのであれば、何も知らない私が肯定してあげるわ」

　スッと息を吸いこんだ。

「新しん藤どうは生きるべきよ」

　とても強い意志を帯びた目がオレを見る。

　フッと、

　その最上の顔に、昨日の六りく道どうの顔がダブって見えた。



　───神が敵になっても、私はお前の味方をする。どんなことがあっても。



　なんでなんだろう。

　最上もアイツも、どうしてオレを肯定できるんだろう？　どうして確信できるんだろう？　会ってまだ一週間しか経たっていないというのに？

　だが、初めて六道に会った時と同じように──、

　オレは二人の肯定を信じられる。信じたいと思える。二人が認めてくれるだけのために、自分が存在してもよいと思える。

　オレは最上を見返した。

「ありがとな。ようやく、あいつをぶっ壊してやろうって気になれたよ」

　そして、空中へ視線を向ける。六道たちの弾幕を受けつつも無傷の天使アポストルス。それを睨にらみつけてやる。

「最上、もう一つ、お願いしたいことがあんだ」

　ポツリと言った。

「？」

「実はな。あいつをやっつけるためにはお前にあることをしなくてはいけない、らしい」

「わ、私に？」

　いぶかしむ。そりゃそうだろう。

「……お願いだ。キスをさせてくれ！」

「はああああああああああ？？」

　ものすごく変な顔をされる。そりゃそうか。

「意味が分からんと思う。頭がおかしくなったのか、と思うだろう。実際、なんでそうしないといけないのか、オレもよく分かってない。でも、オレが最も上がみにキスしないと、あいつに勝つことはできないんだ！」

「そ、それを信じろっていうの？」

「もし、嘘うそだったら、後で好きなだけボコボコに殴ってもいい。強制わいせつ罪で訴えてもらっても、オレは素直に罪を認める。だから、頼む」

　頭を下げた。

「……」

　最上は無言でオレを見つめる。それから、

「……分かった。アンタのことを信じる」

　コクリと頷うなずいた。

「一度だけ、キスさせてあげるわ。でも、もし、今の言葉に嘘があったら……」

「わ──ってる。なにやってもいい」

「じゃあ」

　最上が緊張した面持ちでゴクッと生なま唾つばを飲みこむ。

　再び、電話が鳴った。

『新しん藤どう、準備はできたか？』

　六りく道どうの声が飛んできた。

「ああ、大丈夫だ」

『今すぐ、“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟と共に、さっきの中庭まで来てくれ。みんなそこに集合する。これで最後にしよう』

「す、すぐにって、どうやって!?」

『飛び降りながら最上にキ、キスをするんだ』

「ちょっ、そんなことをしたら、兵器アームズができても死ぬじゃないか！」

『大丈夫。そのくらいなら、こっちでなんとかできる』

「それくらいって……」

　破壊された屋上の床から下方を覗のぞく。

　五十メートル以上はあるだろう。地面に激突すれば確実に死ぬ。自分はともかく、最上を巻きこみたくないが……。

「分かった、六道を信じる！　これから、そっちに行くぞ！　最上！」

　オレは両手で最上の肩を掴つかんだ。

「な、なに？」

「オレを肯定してくれるって言ったよな。信じてくれると、言ってくれたよな」

「う、うん……」

「じゃあ、オレが信じてる人たちのことも信じてくれ！」

　オレは最も上がみを両脇からひょいっと抱き上げた。軽い。女の子ってこんなに軽いのかと、ちょっと感激した。

　最上を抱っこしながら、空中に浮遊する天使アポストルスを見上げる。六りく道どうたちのライフル射撃を受けながら、剣先を振り上げようとしていた。もうひよってる時間はない。

「最上……、じゃあ行くぞ」

「い、いくってどこへ？」

　答えず、最上を抱き上げたまま後ろに下がって助走距離をとる。

「ど、どうする気なの？」

　目を白黒させる最上に向かって、笑って「大丈夫だから、たぶん」と答える。

　こういうのには勢いが大事だ。少しでも迷ったらダメだ。

　オレは大きく息を吸いこむ。

　そして、口の中で「オンユアマーク……、レディ……」と呟つぶやくと、

　ゴ─────と叫びながら、崩落した場所に向かって激走した。

　オレの動きに反応したのか、天使が動く。

　天空に向けられた大剣が振り下ろされる。



　ズガガガガガガガガガ─────────ン。



　強烈な激突音と共に、剣が屋上のコンクリートの床に突き刺さった。強烈な風圧が周囲に広がり、寮全体が激しく揺れる。

　それを尻目に、

　悲鳴を上げる最上を抱きすくめたまま、

　オレは崩落した場所の端の向こうへと身を空に投げた。

「!!」

　声にならない悲鳴を上げる最上。一瞬の浮遊感の後、重力に引かれたオレたちの体は加速しながら落下していく。

「キャ──────────────────────────────────」

　耳元で叫ぶ最上の体を、落下しながらグッと抱き寄せる。

「も、最上!!　い、いくぞ！」

「？？？？？！！！！！！！！！！！」

　パニック状態の彼女の、血色のよい桃色の唇に向かって、

　自分の口を押し当てた！

　感想なんて考える余裕はない。何しろ猛スピードで落ちながらだから。ただ、柔らかいな、とだけ。

　顔を上げると、いろんな意味で放心状態の最上の真っ赤な顔がそこにあった。怒っている顔も可愛かわいいが、恥ずかしがる顔も可愛いじゃないか……、と思った、直後、突然、落下するスピードが遅くなった。















「!?」

「えっ？」

　キスの余韻もそこそこに、オレと最も上がみは顔を見合わせる。その間にも落下速度は低下していき、空気を入れた風船が落ちていく位にまでなった。

　す、すげえ、これ、六りく道どうたちがやっているのか!?

　降下しつつ、オレは、下方に目を向けた。生徒会のメンバーが全員揃そろっていた。六道に一いちの宮みやさん、二ふたッつ谷や、三み浦うら、四し之の杜もり、五いつ木き先生。全員がライフルやロケットランチャーを手にしている中、四之杜は黒いワンピース姿で、手にした巨大な古い木の枝を掲げていた。ファンタジー映画で魔法使いが手にしているような杖つえだ。あれのお陰でオレたちは地面に激突せずにすんでいるのかもしれない。もしかしたらあれが、四之杜の兵器アームズなのか？

　オレと最上がふんわりと着地すると、生徒会メンバーが集まってきて、最上の頭上に目を向けた。つられてオレもそちらを見る。

　その時、最上の頭上の何もない空間から光が発せられ、紋章のような形を象かたどった。天使アポストルスが現れる紋章に似て非なるもの。幾き何か学がく形状に、盾たてが組み込まれたようなデザインだ。

「な、なに？　どうなってるの!?」

　最上も上の光に気がつき、意味が分からないという顔で見上げる。

　すぐに、光の紋章から何かが現れ始めた。

　まずは足が現れ、そして体が、最後に顔が──。

「お、女の子!?」

　それはどう見ても女の子の格好をしていた。小学校高学年くらいで、髪の色は真っ赤。まるで天使アポストルスのような、純白の羽衣を体に巻きつけている。その顔はどこか雰囲気が最も上がみに似ているような気がした。

　女の子はゆったりと最上の目の前に降り立つと、

「ママ！」

　と一声叫んで、最上の足に抱きついた。

「マ、ママ？」

　最上が困惑の声を上げる。少女はさらにオレの方へ駆けてくると、やはり抱きついてきた。なんだ？　なにがどうなってるんだ？

「パパ！」

「オレかよ！」

　困惑しながら、六りく道どうの方を見る。

「り、六道！　“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟とやらは、どこにあるんだ!?　少女が生まれるとは聞いてないぞ」

　六道は首を振った。

「その子が“〝戦機乙女”〟スヴァリンだ」

「はっ!?　この子が？」

　どう見ても、普通の可愛かわいい少女にしか見えないが。

「わ、分かった。詳しい話は後で訊きく！　で？　これからオレはどうすればいいんだ？」

「……ゴメン、それは分からない」

「ハア？」

「私だって“〝戦機乙女”〟の姿をした兵器アームズを見るのは初めてなんだ。力の発動の仕方までは知らないんだ」

「そ、そんな無責任なああ!!」

　叫びながら、上空を見上げた。オレの姿を見つけ、急接近する天使の姿があった。

「や、やばい！」

　オレは足に両腕を絡みつけている少女を見る。

「パパ!?」

　燃えるような真っ赤な髪の少女が、不思議そうに顔を上げる。

「えっと……」

「？？」

「君、盾たてとか……、持ってたりする？」

「？？？？」

　スヴァリンはグリグリの丸い目を見開いて、小首を傾かしげている。

　やべえ。マジでなにすればいいのか見当つかねえ……。

「新しん藤どう、早くスヴァリンを！」

　六りく道どうの声が飛ぶ。

「んなことを言われても、どうすればいいのか分かんね───って！」

　その時、上空より突風が吹き降ろされた。天使アポストルス“〝エクスカリバー”〟が、振り上げられた格好のまま急降下してきている。オレに向かって一直線に！

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　オレは歯を食いしばり、咄とつ嗟さに足元のスヴァリンを庇かばうようにその肩を抱きしめた。

「スヴァリ───────ン！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」



　次の瞬間──、



　腕の中のスヴァリンの瞳ひとみから光が迸ほとばしる。同時に！

　スヴァリンから薄緑色のドーム状の光が刹せつ那なの間に広がる。



　ギシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！！！！



　上空で金属同士がぶつかり合ったような激突音が飛び散った。大気が振動し、地面が揺れた。

　スヴァリンを抱きしめたまま、顔を上げた。

　頭上──、まさにオレに振り下ろされようとしていた巨大な剣エクスカリバーが、見えない壁に阻まれていた。

「な、なんだ!?」

　エクスカリバーが刀身を左右に揺らしてもがく。そのたびに、空間に波紋がドーム状に広がった。シールドだかバリアだか分からないが周囲に防護壁のようなものが展開されている。

（こ、この子がやったのか!?）

　抱きしめる手を離すと、スヴァリンが顔を上げた。

「パパ、スヴァリンと一緒に遊んで！」

　ニッコリと微笑ほほえみを浮かべる。

「ス、スヴァリン」

　思わず歓声を上げるオレの腕を、スヴァリンは無邪気な笑みを浮かべたままグイグイッと引っ張ってくる。

「パパ、遊んで遊んで！」

「あ、遊ぶ？？？　い、今はそれどころじゃ！」

　困りながら空の天使アポストルスを見上げる。斬ざん撃げきを止とめられ動けないでいる天使に向かって、六りく道どう、一いちの宮みやさん、三み浦うらが対テッセラクト・ライフルの弾丸を容赦なく打ちこむ。圧倒的にタフな天使にとってもうざったいらしく、天使は空中へと後退する。六道たちは追い討ちをかけようとするが、今度は軽くはじき返された。

「え───、遊んでくれないの？　む────」

　スヴァリンが半べそをかく。今にも泣きそうな感じだ。

「い、いや、後で必ず遊ぶから！　でも、今はそれどころじゃないんだよ！」

　空中の天使とスヴァリンを交互に見ながら、困った声を上げる。スヴァリンも空中の天使の方を見た。

「……あれがいなくなったら、遊んで、くれる？」

「ああ、遊ぶ。パパ、後で好きなだけスヴァリンと遊んじゃうぞおおおおおおお」

　やけくそ気味に叫んだ。

「分かった！　じゃあ、スヴァリン、パパのこと守る！」

　コクリと頷うなずくと、スヴァリンは下を向いて、身を守るように両腕を合わせた。次の瞬間、空間にドーム状の波紋が広がり、それが空中より再びオレに接近しようとしていた天使を後退させた。

「す、すげえ、スヴァリン！」

　六道が言っていたことは本当だった。

“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟だけが、天使に対抗することができる──。

「カナ、今よ！」

　六道がインカムに向かって鋭く叫んだ。

『了解！　エピタフ最終防衛システム・グングニル起動プログラム・ラン！』

　スピーカーから二ふたッつ谷やの声が響く。

　エクスカリバーが体勢を立て直す。今度は突きの構え。剣先をオレに向けたまま降下する！　スヴァリンがキッとエクスカリバーを睨にらみつけた。幼い姿からは想像できないくらい、鋭い眼光を飛ばし、両手を頭上で構えた。



　ギシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！！！！



　再び上空から放たれる激しい炸さく裂れつ音おん。目を焼くような閃せん光こうを発しながら、半球状のシールドが天使の強烈な突きを受け止める。

「キャッ！」

　スヴァリンが小さく悲鳴を上げて一歩後退する。その顔が苦く悶もんで歪ゆがんだ。戦機乙女といえども、天使の攻撃を受けてノーダメージというわけにはいかないらしい。

　六道たちのライフル攻撃を受けて、エクスカリバーは再び空中に戻っていく。

　ハアハアハアハア──。スヴァリンの息が荒い。額に浮かぶ汗。

「ス、スヴァリン、大丈夫か？」

「……大丈夫です。……パパ」

　スヴァリンはそう言って、弱々しい笑みを浮かべた。

「本当に!?」

「今、最終防衛システムを起動したわ！　起動まで後、三百秒待って！」

　アサルトライフルを空中に向けたまま、六りく道どうが叫んだ。

「三百秒って、五分か!?」

　それまで、スヴァリンの体はもつのか？　既に二発の攻撃を受けただけで、スヴァリンは顔に傷が走り、羽衣もほころびができているじゃないか。

「今のままなら大丈夫だ。彼女は戦機乙女ヴアルキユリアなんだから！」

　六道が自信たっぷりに頷うなずいた直後、

　空中へと後退した天使アポストルスの後ろに、再びあの紋章が出現した。

「撤退する？　いや、まさか！」

　六道が眉まゆ根ねを寄せた時、

『テッセラクト指数上昇！　新たな兵器アームズが発現します！』

　二ふたッつ谷やの声と共に、紋章の中から何かが現れた。

　それは上下対称の二つのガラスの容器が繋つなげられた、砂時計のような構造をしていた。だが、中に入っているのは液体。一方の容器に透明の液体が、一方の容器は黒い液体が充じゆう填てんされている。その大きさはエクスカリバーの柄つかほどはあって、紋章のすぐ前に浮遊していた。

「あれが、エクスカリバーのもう一つの兵器アームズ？」

　六道が呟つぶやいた時、クルッと時計が反転した。下側に黒い液体の入った容器が向き、下から上へ黒い液体が上がり始めた。同時に、エクスカリバーの柄に嵌はめこまれた青い宝石に、紅色の光が灯ともる。と──、

　再び、剣が急降下してきた。

「なっ！」

　速い。飛んできたのが見えないくらいの速度で降下し、シールドに襲い掛かる。ものすごい速度で、矢継ぎ早に大剣が振り下ろされた。

　激突音が連続的に上がり、空気がビンビンと震動し続けた。大剣が振られるたびに、閃せん光こうが走り、見えない壁に波紋が広がる。

　な、なんだ!?　何が起きたんだ!?

　太刀筋が見えないくらいに、剣の動きが高速化している。剣が舞を踊っているのを早送りして見ているかのようだった。剣が舞うたびに光と音が発せられ、両手を上げたスヴァリンが苦しげな悲鳴を上げた。

「六道！　本当に大丈夫なのか!?」

「……分からなくなった」

　六りく道どうは珍しく弱気な口調で答えつつ、ライフルの援護射撃をエクスカリバーへ向ける。だが、速すぎる動きの相手を捉とらえるのは難しそうだった。

　エクスカリバーの猛攻に耐えているうちに、スヴァリンの羽衣がボロボロになっていくのが分かる。だが、グッと唇を閉め、なんとか耐えている。

『グングニル起動まで、あと二百秒！』

　響く二ふたッつ谷やの声。

　ちくしょう！　後、三分以上も、あんな小さい子に危険なことを任せて、オレは見てるだけで、それでいいのか!?

「スヴァリン、がんばれ！」

　オレはスヴァリンのすぐ後ろに立って、その肩に触れる。

「パパ……」

　スヴァリンが顔に大粒の汗をいっぱい浮かべて振り返る。その時、誰だれかがスヴァリンのもう一方の肩に触れた。最も上がみだった。

「も、最上！　ここは危ないから、後ろに下がっていた方が……」

「な、なにがどうなっているのか、さっぱり分かってないけど、そ、その子は新しん藤どうくんと私がキスして生まれたんでしょ！　放ほうっておけないわよ！」

　怯おびえた顔で、そんなことを言う。そんな彼女の顔を見て、オレは相手として最上を選んだことが間違ってなかったと確信した。

「ママも！」

　疲労したスヴァリンの顔に、ほんの少し元気が戻る。だが、シールドに向かって大剣は振り下ろされ続けている。その度に、スヴァリンの顔が歪ゆがんだ。



　ビリビリビリ──────────────────。



　突然、嫌な音が周囲に広がった。何かが脆もろく砕けたようなそんな音。

「！」

　空中、エクスカリバーが集中的に攻撃しているシールドから、白い線のようなものが四方に広がっていた。まるでガラスに走ったヒビのように。

「ス、スヴァリン!?」

「……パパ、……ママ、ここから逃げてください。装そう甲こうが……限界です」

　苦しげな返事が戻ってきた。

「り、六道、ま、まだなのか!?」

　後ろを向きながら、叫んだ。

「もう少しだ、待って……」

　六道の声に焦りが混じっている。

『グングニル起動まで、カウントダウンはいりました！　10……』

　二ふたッつ谷やのアナウンスと同時に、エクスカリバーが再び上昇した。

　巨大な大剣が天空に向けられた。今までも巨大だったその刀身がさらに長く、寮の建物の全高と同じくらいにまで拡大する。その光沢のある見覚えのない金属の表面からは、ビリビリと、光の渦のようなものがうねりを上げていた。さらに、強力な斬ざん撃げきを繰り出そうとしていることは明らかだった。

「……逃げてください」

　スヴァリンがエクスカリバーに向けて、交差させた両手を構える。その表情には焦りと恐怖がありありと見て取れる。



『……８、……７、……６、……５……！』



　肥大化した剣が、上段に構えられていく。剣自身にとってすら重いのか、その動きは緩慢だ。その間に一いちの宮みやさんたちが援護射撃を試みる。弾丸はエクスカリバーの刀身を捉とらえるが、意に介さないようにそのまま上がっていく。天使アポストルスも、次の一撃で終わらせようとしているようだ。

　オレは天空に聳そびえ立たつ、刀を見上げる。巨大すぎる。まるで巨大な塔が、空に向かって伸びているかのようだ。

　やばい、これはやばい──。既にスヴァリンのシールドは破壊される寸前だ。あれだけの巨大な剣がぶつけられたなら、恐らくオレはスヴァリンと最も上がみ諸もろ共とも、粉砕されてしまうことになる。オレの中にあるという、魔神とやらを道連れにして……。

　駄目だ！　それは駄目なんだ!!

　オレはともかく、スヴァリンや最上が一緒に死んでよいはずがない。二人がオレの問題に巻きこまれて死ぬ理由なんてどこにもない。

「くそっ！」

　オレはスヴァリンの肩から手を離すと駆け出した。

　シールドの範囲の外、スヴァリンや最上、六りく道どうたちも、離れた場所まで移動して、空に向かって両手を広げた。

「お前の狙ねらいはオレだろ？　やるならこっちを狙えよ！」

「パパ！」

「新しん藤どう！」

「新藤くん！」

　背後から飛んでくるスヴァリン、六道、最上の声。

　上段に構えた強大すぎる剣の向きが、移動したオレに向かって軌道修正された。



『……５、……４……！』



　地面に下ろす足が震え、胸の鼓動が異様に速まる。

　その瞬間、

　赤い光をたたえた宝石が、チカチカと点滅した。

　やべえ、くるっ！　防衛システム間に合わねえ！

　なぜか笑っているかのようにニッと歯を出して、振り下ろされようとしている上空に伸びる巨大な剣を、オレの死をカッと睨にらみつけた時、



『あちきの力、貸してたもうか？』



　声が聞こえた。

　どこからともなく、自信に溢あふれた内なる声が頭の中で響いたのだ。

　その瞬間──、まさに振り下ろされようとしていたエクスカリバーの動きが止とまった。まるで、頭の中に聞こえアイツにも届いたかのように……。

　誰だれだ？

　もし、その力というのが強大で、最も上がみやスヴァリンを、そしてみんなを、六りく道どうを守ることができるというのならオレは──、

「間に合ってる」

　クールな声で、オレはハッと我に返る。















　その横を、六道がすり抜けていく。

　長い黒髪が棚引き、いい匂においが鼻び腔こうをくすぐる。前にも一度あった状況。初めて、彼女に助けられた時に……。



『３……２……１……０！　六道麻ま奈なの封印を解除！　エピタフ最終防衛システム“〝グングニル”〟起動します！』



　六道の封印解除!?

　オレがその意味を理解しようとするのと同時、

　六道の右腕が神々しい光に包まれた。光は粒子を周囲に飛ばしながら透明の羽衣に変わると、その上に西洋甲かつ冑ちゆうのグローブのようなものが現れた。グローブの周囲を光の粒子が蠢うごめくように包みこみ、肥大化していく。そして、拡大しながら伸びていったそれは、やがて強大な何かになった。

　それはまるで剣のようであり、槍やりのようにも見える長柄武器だった。幅広な両刀の穂部があり、その下にはやけに太い柄。

　恐らくあれは槍や薙なぎ刀なたの前身となった武器──、鉾ほこ！

　その大きさは、六道の身長の数倍はありそうなくらい巨大なものだ。

　六道はその鉾を空中の天使アポストルスへ向ける。顔にはいつも以上にクールな表情が貼はり付いていた。



「天乃魔返鉾グングニル！！！！！！！！！！！！！！！！！！」



　六りく道どうが叫ぶや、右手の鉾ほこのきっさきから、赤、緑、黄の三色の光の束が発せられる。光の束は互いに絡み合いながら、エクスカリバーに向かって飛んだ。

　エクスカリバーが刹せつ那なの内に光の紋章を発生させ、逃げこもうとする。

　だが光の束はエクスカリバーを、背後の紋章ごと貫く。

　爆発する天使アポストルス。

　閃せん光こうが迸ほとばしり、真っ赤な火炎が急速に膨張し、



　ズドドドドドドドド────────────────────────────────────────────────────ン。



　爆発音。同時に、悪魔の悲鳴のような甲高い断末魔が周囲に響き渡った。紋章から空中に伸びていた巨大な剣と時計が、ガラスのように粉々に砕け散る。

　やがて──、



　オレは静せい寂じやくが戻った世界で、六りく道どうによろよろと近づいていった。

「六道……」

　神話に出てくる戦乙女のような姿の彼女の背中に、オレは呟つぶやくように言った。

「最終防衛システムって……、お前自身のことだったのかよ」

　右手に巨大な鉾ほこをつけたまま、六道が静かに振り返ると、ニッコリと微笑ほほえんだ。



　それは、出会ってから六道が初めて見せる笑顔だった。








　　　　　　　《エピローグ》







　エクスカリバーを撃退し、数日が経たった朝、寮のオレの部屋──、

　オレは激しい振動によって、安眠から覚かく醒せいした。同時に、すぐ傍そばから、「おきろ───、おきろ────」と無邪気な女の子の声が聞こえてくる。

　オレが寝ているベッドの上で、ランドセルを背負った小学生くらいの女の子がドンドンと飛び跳ねていた。不規則に揺れるベッドのマットで三半規管を揺らされ、オレは気持ち悪くなりながら上体を起こす。直前まで、行きたくない釣りに誘われ、釣り場に向かう途中の船で酔う夢を見ていたのはこのせいか。

「スヴァリン、なにやってるんだ」

「あ、パパ。起きた？」

　スヴァリンはニッコリ笑うと、ベッドの上で飛び跳ねるのを止やめる。その顔はもう可愛かわいくて天使のようで、テレビにでも出れば一気にチャイドルとしてブレイクすること間違いなしだ。親ばかではなく。

「なんで毎朝、こんなに早く起こすの？　まだ六時だよ!?」

「早起きは三文の徳っていうよ」

「なんで日に日に日本語得意になっていくの!?　というか、三文なんかいらないから、もうちょっと寝させてくれ」

「ダメダメ、起きろ───!!」

　スヴァリンはオレが仰あお向むけになろうとすると、ジャンピングを再開する。むう、一体、誰だれに似てこんな子になってしまったのか。

　その時、部屋の呼び鈴が鳴った。

「あ、ママだ！」

　スヴァリンはベッドから飛び降り、扉に向かって走っていく。

「ちょっと、最も上がみとは限らないだろう？」

　止とめるオレを無視して、スヴァリンはドアを開けた。だが、立っていたのは、事実、最上である。まだ早い時間だというのに制服に着替え、リボンでいつものツインテールを作っている。

「あの、なんだかギシギシと煩うるさいんだけど」

　最上は桃色の唇を尖とがらせる。

「わりい。スヴァリンが早起きでさ」

「ママ、ギシギシアンアン！」

　スヴァリンは言いながら、最上の手を取って部屋の中へ引き入れてくる。どこのどいつだ!?　スヴァリンに乱れた日本語を教えているヤツ。

「ママ、三つ編みを作って」

「いいけど」

　最上は学習机の椅い子すに腰掛けると、スヴァリンの真っ赤な後ろ髪を結い始めた。

「そもそもどうして、新しん藤どうくんがスヴァリンと一緒の部屋で暮らさないといけないの？」

「それについてはオレも、疑問に感じてはいるんだが……。オレの兵器アームズなんだから、しばらくは一緒に暮らした方がいいって、六りく道どうと生徒会の連中が言うんだよ」

「しばらくなら良いけど、半永久的にって話になると、絶対に無理じゃない？」

「そうなんだよなあ」

　この調子で“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟という名の少女が増えていったら、オレの部屋はどうなるんだ？

「まあ、そのうち生徒会がどうにかしてくれるだろう」

「だといいけど。……あの人たち、あまり信用できないから気をつけた方がいいわよ」

　最上は眉み間けんに皴しわを寄せる。

　あの一件後、一応、生徒会のことやオレのこと、“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟のことは説明してある。どうやらその過程で、最上は六道たち生徒会に不信感を募らせたらしい。よく理由は分からないが、たぶん、天使アポストルス撃退のために利用されたって感じているからかもしれない。それを言うなら、オレだって嫌われても不思議ではないのだが、今のところそういう感じでもない。教室や寮でも普通に言葉を交わしてくれている。

「それはともかくね……」

　最も上がみは三つ編みを作りながら、小さくフウとため息をついた。

「昨日ね、パパにメール出したんだ」

　照れくさそうに、そんなことを言った。

「もしかして、未送信ボックスにあったメールを全部？」

「なわけないでしょ!!」

　怒った声を上げながら、その顔は笑っていた。

「色々と。思っていることを書いて。本当はパパのことが好きだって。あと、プレゼント、ありがとうって……」

　胸の辺りを押さえる。

「そしたらね。また、来週、来てくれるって」

「そうか、よかったじゃん。次は会うんだろ」

　最上は「うん」とニッコリと頷うなずいた。

「パパ、この前の彼氏を紹介しろって言ってたから、その時は、新しん藤どうくん会ってよ」

「か、彼氏？　ゴホゴホ」

　思いっきり咽むせる。

「冗談だって」

　最上はケラケラと笑う。

「本当は、友達って言ってある。でも、既に子供がいるって言ったら、パパ、驚くかもね」

「それは絶対に言わない方がいいと思うぞ！　ついでに、スヴァリンも見せたらダメだ。大変なことになるぞ」

　最上に「ママ──」と抱きつくスヴァリンを見たら、混乱してしまうこと間違いなしだ。ついでにオレのことをパパと呼んだりしたら……。

「なあ、最上」

　オレは口をギュッと結んで、彼女を見る。

「ありがとう、な。あと、ゴメン」

　頭を下げる。はっきりとけじめをつけておこうと思っていた。

「どうしたの？」

「最上のお陰で、オレは生き残ることができた。あと、分かってるとは思うけど……、オレは“〝スヴァリン”〟を作るために、最上に近づいた。いや、色々と話しかけたことが全部、打算ってわけじゃないけどさ、たぶん、その打算がなかったら、最初に最上に嫌われた時点で、もう話しかけなかったと思う」

「……」

「だから、一度、謝っておきたかった。それと言い訳もしたかった」

「言い訳？」

「いや、つまりさ。打算からオレは最も上がみに接近したけど、オレが散々、最上に焼いたおせっかいは、打算だけからやったわけじゃないって」

「じゃあなんで？」

「それはなんていうか……。信じてもらえないかもしれないけど、最上が一人でいるのを、どうにかしたいって思ったような気がする」

「ふ────ん」

　最上は怪しむように目を糸のように細める。

「まあ、言われなくても、分かってたけどね。それくらい」

「えっ？」

「もし、打算だけだったら、あんな風に私とパパの仲を取り持とうとか、できないと思うもの。プレゼントを取りにいってくれなかったと思うもの。だからね、私は新しん藤どうくんを信用できるんだ」

　優しげに口を綻ほころばせた。

「……むしろ、私の方こそ新藤くんに感謝しないといけないのよ」

「えっ？」

「あのね。私、ママがいないのよ。私が中学一年生の時に急性の病気でね」

　最上は小さく鼻でため息をついた。

「ママが亡くなった時、パパ、仕事で日本にいなくて。帰ってこられなくて。ママは私一人で看み取とることになって……。それ以来、大好きだったパパに不信感を抱くようになって。それでパパ以外の人のことも信じられなくなったのよ。だからそれ以来、友達もできなくなってた。他人に対して、距離をとるようになってた」

「……」

「でもね……。新藤くんは色々と事情があったにせよ、冷たく接した私に何度も話しかけてくれた。新藤くんが私なんかのために頑張ってくれたお陰で、人を信じることができるようになれた気がする。パパのことを許せるようになったし、これからは友達も作れると思うんだ。きっとね」

　オレをジッと見つめる。

「だから、だからこそね！　私は新藤くんに感謝しないといけないのよ。──ありがとう、新藤くん」

　最上は小さく頭を下げる。

　オレは驚きつつ、そして、感激していた。あの最上が。絶対孤高なんて言われた最上が、ありがとう、とか言うなんて。以前までの彼女じゃ、絶対に考えられなかったことだ。そして今の最上は、まるで憑つき物が落ちたように、いい顔で笑えている。

　もしかしたら──。絶対孤高の盾たて、スヴァリンを生み出すことで、何かが変わったのかもしれない。“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟を作るということには、そんな効果もあるのだろうか。

　見詰め合う、オレと最上。その間でスヴァリンが「パパさま、ママさま？」と不思議そうな顔をキョロキョロさせていた。

　──と、

「新しん藤どう、入るぞ」

　叫び声と共に入口のドアが勢いよく開き、六りく道どうが入ってきた。制服姿に学校指定のローファー。なんでこう、オレの周りの女の子たちは皆、朝に強いんだ？　ってか、

「お、お前、どうやって入ってきたんだよ！　スペアキーでも作ったのか？」

　自分の部屋のように堂々と入ってくる六道に向かって言ってやる。

「マスターキーを作ってもらったんだ」

「なにそれ？　学園長の特権乱用じゃないの！　生徒のプライバシーはどうなるの!?」

　もっともな抗議をした最も上がみを、六道はジロッと睨にらみつけた。

「なんだ、まだいたのか？」

　目を糸のように細め、冷え切った声を出した。

「なに？　いたらいけないわけ？」

　最上も負けずに睨み返す。

「いけないわけじゃないが……、お前の役目はもう終わった。二度目のキスはありえない。スヴァリンが生まれた今、もうすることはないんだ。親御さんのところに戻りたかったら戻ってもいい。退校届けを出してくれたら受理するから。スヴァリンを置いていってくれさえすれば、それでいい」

　跡取りが生まれたらもう嫁は必要ない、と言う態度の姑しゆうとめみたいな台詞せりふを吐く。

「な、なんなのそれ？」

　最上は真っ赤にした顔をワナワナと震わせ、今度はオレの方を睨みつけた。

「新藤くん！　この人はあんなことを言ってるけど、新藤くんも納得なわけ!?　もう私はいなくなってもいいって!?」

「いや、そんなことはないって！」

「なに言っている、新藤？　いつまでも、前の女のことを引きずってないで、そろそろ次の相手を見つけないといけないんだ」

「いや、早いだろ！　まだ、次の天使アポストルスがどんなヤツかもわかってないのに」

「ふん、兵器アームズの数は多いほどいいんだ。そうだな、次の襲撃までに四つ、五つは増やしたいところだ」

「それ、絶対に無理だから！」

「気が進まないが、一応、一いちの宮みやに言われて次の候補は持ってきたんだぞ」

　六道はタブレット端末に女の子の顔を映した。それを覗のぞきこんだ最上が、

「なんなの!?　私もそんな風にして選ばれたの!?」

　怒りの声を張り上げる。

「そうだが？　言っておくが、お前はこの学校に沢山いる、新藤のキス相手の一人に過ぎない。しかも短期的な相手だ」

「そ、そんなの許せない！」

　最も上がみは肩を戦慄わななかせながら、鬼の形相で睨にらんでくる。一方、六りく道どうの方はというと、

「それよりも新しん藤どう、こっちの娘こはどうだろう？　どちらかと言えばロリコン気味のお前の好みじゃないか？」

「ロリコン!?　新藤くん、私をそういう風に見ていたわけ？」

「あ──、煩うるさいな。さっさと自主退学してくれないか？」

「絶対にお断り！」

　言い争いを始める六道と最上。それに、スヴァリンが「ママをいじめるな！」と、六道の足を蹴けって最上に加勢をする。

「こ、この調子で、本当に兵器アームズを増やしていくことなんてできるのか？」

　オレは愕がく然ぜんと生なま唾つばを飲みこむと、現実逃避をするように窓の向こうに目をやった。

　照り付けられた朝の日で、学園の丘きゆう陵りようの草原が鮮やかな緑色に輝いていた。

　今日もよく晴れそうだ。



キスから始まる戦機乙女ヴアルキユリア
















あとがき





　月つき見みです。

　初めての方へ「はじめまして！」そうでない方へ「新シリーズ始めました！」。

　さて八年ほど前のこと、デビュー作の“〝あとがき”〟を書くにあたって、当時の美人編集Ｓさま（別名・女王さま）がこう助言をしてくれました。

『あとがきには、それがどんな作品なのか、作者の思いを盛りこむものなのよ（ハート）』

　というわけで、どんな作品か説明──。



〈この物語は、天使アポストルスと呼ばれる存在に命を狙ねらわれた“〝新しん藤どうくん”〟が、学校の女の子たちと仲良くなることで、天使に対抗できる唯一の兵器“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟を召喚し、戦うお話……〉



　国語の授業的に省略すると、「“〝新藤くん”〟が、戦うお話」です。なんか、バトルものみたい……。主人公が自らの命や誰だれかを助けるために戦うストーリを書くのは初めてなんで、色々と新しいこともやってみましたが、まあ、全体的にはいつものノリで書き切りました。楽しく読んでもらえたら作者冥みよう利り。



　ところで、本作のヒロインの苗みよう字じは“〝六りく道どう”〟っていいます。で、過去の拙せつ作さく“〝輝かぐ夜や魔ま王お式しきシリーズ”〟にも“〝六道”〟さんが登場します。また、本作の六道さんの家は、実は神社という設定だったりします。ですが

『二つの作品はパラレルです。両作品に登場する人物、団体、事件などはいっさい相互関係がありません』

　と、考えていただけると嬉うれしいです。



　謝辞です。

　挿絵を担当してくださった“〝ゆーげん”〟さま。数々のすごいクオリティの絵、ありがとうございました。キャラクターのイメージが膨らみました。また、企画発案から担当していただきましたＴさま、多大なる助言をいただきありがとうございました。編集長のＭさまにもいっぱいアイデアいただきました！

　最後になりましたが、数あるライトノベル作品の中から“〝キスから始まる戦機乙女”〟を手にとってくれた読者の方に感謝を。今後とも、よろしくお願いいたします！！！！



月見　草そう平へい










　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ、『姫宮さんの中の人』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。『かぐや魔王式！』でブレイク。



　イラスト

　ゆーげん

　　たぶん業界で一二を争うほどリ●ビ●ンＤを飲んでます。…どこの業界なんでしょうね。
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